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様式－１の審査の進め方について 

  

本資料のうち，枠囲みの内容は，

営業秘密あるいは防護上の観点

から公開できません 
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１．様式－１の審査の進め方（提案）

以下の流れで様式－１の審査を実施頂きたく提案致します。

なお，審査期間の制約もあるため，可能な限り効率的に進めたいと考えております。

（２）様式－１の審査の進め方（提案）

＜準備資料＞

・様式－１

・展開表

・他社との比較表 

＜審査の進め方＞

①様式－１にて全体の概略説明

②展開表の確認（設計の実績が漏れなく様式－１に反映されていることの説明）

③他社との比較表にて差分の確認（東海第二のユニークな設計の説明）

＜審査の順番・頻度＞

・設計の進捗に応じて，審査が進んでいる施設から実施する。具体的には，ＤＢのみ

の施設（原子炉本体，放射性廃棄物の廃棄施設，常用電源設備，補助ボイラー）か

ら実施し，審査が６月下旬まで継続する耐震・強度等の設計実績を記載する原子炉

冷却系統施設や津波等の設計実績を記載する浸水防護設備は後半に実施する。

・６月８日以降，原則毎週金曜日に実施する。また，審査スケジュールは前倒しに努

め，７月中に審査を終えるよう進める。

・後半に原冷系，浸水防護等の物量大の施設があるため，状況に応じて頻度や審査時

間を増やす。

以 上
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No. 項目 インプット 上 下 上 下 上 下 上 下
0 工認本文
（品質保証計画書）

－ ●

1 添付資料（品管説明書）
Ⅴ-1-10-1

－ ●

添付資料（様式-1,9）
Ⅴ-1-10-2～16 － 〇

2 原子炉本体 基本設計方針（展開表）
○

Ⅴ-1-10-2 原子炉圧力容器の脆性破壊防止に関する説明書
3 基本設計方針（展開表） ○

使用済燃料貯蔵槽の温度、水位及び漏えいを監視する装置の構
成に関する説明書並びに計測範囲及び警報動作範囲に関する
説明書
燃料取扱設備、新燃料貯蔵設備及び使用済燃料貯蔵設備の核
燃料物質が臨界に達しないことに関する説明書
燃料体等又は重量物の落下による使用済燃料貯蔵槽内の燃料
体等の破損の防止及び使用済燃料貯蔵槽の機能喪失の防止に
関する説明書
使用済燃料貯蔵槽の冷却能力に関する説明書
使用済燃料貯蔵槽の水深の遮蔽能力に関する説明書

4 基本設計方針（展開表） ○
原子炉格納容器内の原子炉冷却材の漏えいを監視する装置の
構成に関する説明書並びに計測範囲及び警報動作範囲に関す
る説明書
耐震性に関する説明書（共通）
発電用原子炉施設の自然現象等による損傷の防止に関する説
明書
津波への配慮に関する説明書
竜巻への配慮に関する説明書
火山への配慮に関する説明書
外部火災への配慮に関する説明書
発電用原子炉施設への人の不法な侵入等の防止について
健全性に関する説明書（共通）
発電用原子炉施設の蒸気タービン、ポンプ等の損壊に伴う飛散
物による損傷防護に関する説明書
強度に関する説明書（共通）
非常用照明に関する説明書
発電用原子炉施設の火災防護に関する説明書
非常用発電装置の出力の決定に関する説明書
常用電源設備の健全性に関する説明書
非常用炉心冷却設備のポンプの有効吸込水頭に関する説明書

クラス1機器及び炉心支持構造物の応力腐食割れ対策に関する
説明書
流体振動又は温度変動による損傷の防止に関する説明書
原子炉圧力容器の脆性破壊防止に関する説明書
原子炉本体の基礎に関する説明書

5 基本設計方針（展開表） ○
計測装置の構成に関する説明書並びに計測範囲及び警報動作
範囲に関する説明書
原子炉非常停止信号の設定値の根拠に関する説明書
工学的安全施設等の起動（作動）信号の起動（作動）回路の説明
図
発電用原子炉の運転を管理するための制御装置に係る制御方
法に関する説明書
中央制御室の機能に関する説明書
通信連絡設備に関する説明書
非常用照明に関する説明書

6 放射性廃棄物の廃棄施設
Ⅴ-1-10-6

基本設計方針（展開表）
○

小

7 放射線管理施設 基本設計方針（展開表） ○
Ⅴ-1-10-7 放射線管理用計測装置の構成に関する説明書並びに計測範囲

及び警報動作範囲に関する説明書
管理区域の出入管理設備及び環境試料分析装置に関する説明
書
中央制御室の居住性に関する説明書
中央制御室の機能に関する説明書
緊急時対策所の機能に関する説明書
緊急時対策所の居住性に関する説明書

8 原子炉格納施設 基本設計方針（展開表） ○
Ⅴ-1-10-8 原子炉格納施設の設計条件に関する説明書

圧力低減設備のポンプの有効吸込水頭に関する説明書
原子炉格納施設の水素濃度低減性能に関する説明書

9 非常用電源設備 基本設計方針（展開表） ○
Ⅴ-1-10-9 非常用発電装置の出力の決定に関する説明書

10 常用電源設備 基本設計方針（展開表） ○
Ⅴ-1-10-10 常用電源設備の健全性に関する説明書

三相短絡容量計算書
11 補助ボイラー

Ⅴ-1-10-11
基本設計方針（展開表）

○

小

12 火災防護設備 基本設計方針（展開表） ○
Ⅴ-1-10-12 発電用原子炉施設の火災防護に関する説明書

13 浸水防護設備 基本設計方針（展開表） ○
Ⅴ-1-10-13 発電用原子炉施設の溢水防護に関する説明書

津波への配慮に関する説明書

14 補機駆動用燃料設備
Ⅴ-1-10-14

基本設計方針（展開表） ○ 小

15 非常用取水設備 基本設計方針（展開表） ○
Ⅴ-1-10-15 取水口及び放水口に関する説明書

16 緊急時対策所 基本設計方針（展開表） ○
Ⅴ-1-10-16 緊急時対策所の機能に関する説明書

緊急時対策所の居住性に関する説明書

４．様式-1審査スケジュール
6月 7月 物量4月 5月

審査の進め方

小

中

中

中

中

中

中

大

小

中

大

中

完了

完了
完了

完了
完了

完了

完了

核燃料物質の取扱施設及び
貯蔵施設
Ⅴ-1-10-3

原子炉冷却系統施設
Ⅴ-1-10-4

計測制御系統施設
Ⅴ-1-10-5

完了

完了

完了
完了

完了

完了

完了

完了

完了

完了

完了

完了

完了

完了

完了
完了

完了

備考

（全体）
・「〇」は審査予定時期、「●」は審査実績を示す。
・→は、5/17審査会合で提出した工認資料の最終
提出時期を示す。
・「完了」は審査が完了していることを示す。
・前倒しできるものは前倒しで資料提出及びヒアリ
ングを設定する。
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４．様式－1 作成要領 
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1 

 

1. 様式－1（本工事計画に係る設計の実績，工事及び検査の計画）の作成 

品質保証グループマネージャーは，設計を主管するグループのマネージャーと協議し，適合

性確認対象設備の設計に係るプロセスの実績，及び工事・検査に係るプロセスの計画を，以下

に従って，申請する施設ごとに作成する。 

なお，記載内容の統一の観点から，様式－1に係る共通的な表記方法を「定型文」として記

載したが，設計の実情等の表現により適した表記を用いる場合は，これを妨げるものではない。 

様式－1の各欄と以降の説明項目の関係を図1.1に示す。 

 

 

図 1.1  様式－1 の各欄と説明項目の関係 

 

  

(1) 

(2) 

(3)

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 
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2 

 

(1) 「3.3.1」段階 

本段階は，設計に必要な新規制基準の要求事項を明確にするプロセスであるが，

品管説明書の「3.3.1」により，以下の事項を要求事項としてあらかじめ明確化して

いる。 

・「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する

規則（平成25年原子力規制委員会規則第5号）」（以下「設置許可基準規則」

という）への適合性を示す「発電用原子炉設置変更許可申請書」（以下「設

置変更許可申請書」という。） 

・技術基準規則 

 

表1.1-1に示す内容を標準的な記載とする。 

 

表1.1-1  様式－1「3.3.1」欄の記載区分 

様式－1の欄 記載内容 

組織内外の 
部門間の 
相互関係 

本店 発電所 供給者 

○ ◎ － 
  

実績(〇) 
／計画(△) 

「○」 

業務実績 
又は 

業務計画 

【定型文】 

新規制基準への適合に必要な設計の要求事項を，Ⅴ-1-10-1の
「3.3.1 適合性確認対象設備に対する要求事項の明確化」に示
す事項とした。 

 

記録等 － 

備考 － 
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3 

 

(2) 「3.3.2」段階 

本段階は，(1)で明確にした要求事項への対応に必要な設備を，品管説明書の「図

3-5 適合性確認対象設備の抽出について」に基づき，様式－2を用いて適合性確認

対象となる設備・運用を抽出するプロセスである。 

以上のプロセスを実績として記載するに当たり，表1.1-2に示す内容を標準的な記

載とする。 

表1.1-2  様式－1「3.3.2」欄の記載区分 
様式－1の欄 記載内容 

組織内外の 
部門間の 
相互関係 

本店 発電所 供給者 
○ ◎ － 

 

実績(〇) 
／計画(△) 

「○」 

業務実績 
又は 

業務計画 

【定型文】 

保守総括グループマネージャーは，Ⅴ-1-10-1 の「3.3.2 各

条文の対応に必要な適合性確認対象設備の選定」に基づき，設

置許可基準規則，技術基準規則と過去の指針等（「発電用軽水

型原子炉施設に関する安全設計審査指針」及び解説，並びに

「発電用原子力設備に関する技術基準を定める省令」及び解

釈）と比較して追加又は変更された要求事項を満足するために

必要な設備又は運用をインプットとして，設計基準対象施設と

重大事故等対処設備に係る機能ごとに「施設名：●●施設」を

抽出し，その結果をアウトプットとして様式－2 に整理した。 

 

 保守総括グループマネージャーは，様式－2 について，Ⅴ-1-

10-1 の「3.3.1 適合性確認対象設備に対する要求事項の明確

化」で明記している設計に必要な要求事項が適切か，またこの

要求事項に対して必要な機器等が抜けなく抽出されているかの

観点でレビューし，承認した。 

 

記録等 

本段階でのインプットは記載せず，アウトプットとなる様式
－2を記載する。 

 
【定型文】 
・様式－2 設備リスト 

備考 － 
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4 

 

(3) 「3.3.3(1)」段階 

本段階は，(1)で明確にした要求事項のうち技術基準規則をインプットとして実施

する，以下に示すプロセスである。 

・技術基準規則各条文が対象とする施設を，様式－3及び様式－4を用いて明確

にする。 

・様式－2で明確にした適合性確認対象設備と，様式－4を基に設備ごとに適用

される技術基準規則の条番号と添付資料の関連を，様式－5を用いて整理する。 

・基本設計方針を作成するための技術基準規則への適合性の考え方及び詳細設

計として含めるべき項目を，様式－6を用いて明確にするとともに，技術基準

規則条文ごとの基本設計方針を，様式－7を用いて作成する。 

・様式－5を用いて，様式－2で明確にした適合性確認対象設備と，耐震重要度

分類，機器クラス及び兼用の考え方を整理する。 

以上のプロセスを実績として記載するに当たり，表1.1-3に示す内容を標準的な記

載とする。 

 

表1.1-3  様式－1「3.3.3(1)」欄の記載区分 

様式－1の欄 記載内容 

組織内外の 
部門間の 
相互関係 

本店 発電所 供給者 

○ ◎ － 
 

実績(〇) 
／計画(△) 

「○」 

業務実績 
又は 

業務計画 

保守総括グループマネージャーは，Ⅴ-1-10-1 の「3.3.3(1)

基本設計方針の作成（設計 1）」に基づき，技術基準規則をイ

ンプットとして，技術基準規則の条文単位での適用を明確に

し，アウトプットとして，各条文と施設における適用要否の考

え方を様式－3 に取りまとめた。 

 

 保守総括グループマネージャーは，様式－3 をインプットと

して，条文と施設の関係を一覧に整理し，アウトプットとして

様式－4 に取りまとめた。 

 

 保守総括グループマネージャーは，実用炉規則別表第二，技

術基準規則，様式－2 及び様式－4 をインプットとして，抽出し

た機器を実用炉規則別表第二の施設区分ごとに並び替えるとと

もに，各機器に適用される技術基準規則の条文及び条文ごとに

詳細な検討が必要となる項目を整理し，アウトプットとして工

認書類と本工事計画の関係を様式－5 に取りまとめた。 

 

 保守総括グループマネージャーは，設置許可基準規則，技術
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基準規則及び設置変更許可申請書をインプットとして，Ⅴ-1-

10-1 の「3.3.1 適合性確認対象設備に対する要求事項の明確

化」で明記した要求事項を満たすために必要な基本設計方針を

策定し，アウトプットとして，各条文の設計の考え方を様式－6

に，要求事項との対比を明示した基本設計方針を様式－7 に取

りまとめた。 

  

保守総括グループマネージャーは，基本設計方針，設置変更

許可申請書をインプットとして，既工認や他プラントの状況を

参考にして，各機器の耐震重要度分類，機器クラス，兼用する

際の登録の考え方及び適合性確認対象設備に必要な工認書類と

の関連をアウトプットとして様式－5 に取りまとめた。 

 

保守総括グループマネージャーは，様式－3，様式－4，様式

－5，様式－6 及び様式－7 について，Ⅴ-1-10-1 の「3.3.1 適

合性確認対象設備に対する要求事項の明確化」で明記している

設計に必要な要求事項に対して，設計方針が抜けなく設定され

ているかの観点でレビューし，承認した。 

 

記録等 

本段階でのインプットは記載せず，アウトプットとなる様式
－3～7を記載する。 
 
【定型文】 
・様式－3 技術基準規則の各条文と各施設における適用要否の

考え方 
・様式－4 施設と条文の対比一覧表 
・様式－5 工認添付書類星取表 
・様式－6 各条文の設計の考え方 
・様式－7 要求事項との対比表 
 

備考 － 
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(4) 「3.3.3(2)」段階 

本段階は詳細設計に係るプロセスであるが，その実績を表記するに当たっては，

設計の要求レベル（簡易的な設計で済むもの，詳細な設計を要するもの等）やヒア

リングでの折衝経緯等により，設備で記載内容に差異が生じる。 

そこで，本段階のプロセスの実績を，以下のa.～c.に分割して表記する。 

 

a. 前文 

本段階は，様式－5及び基本設計方針をインプットとして，以下のプロセスを経

て得られた設計結果を，様式－8を用いて整理するプロセスである。 

・条文ごとに作成した基本設計方針に対する，要求種別ごとの分類 

・分類した基本設計方針に対する，設備図書等の記録をインプットとした詳細

設計の方針を定めるための設計 

・様式－6で明確にした詳細な検討を必要とした事項を含めた，詳細設計の方針

に基づく詳細設計（該当する場合は，評価，兼用設備の設計，他設備の設計

に含めた設備の設計， 東海発電所と共用する設備の設計を含む。）の実施 

また，品管説明書の「3.3.3(2) b. 適合性確認対象設備の各条文への適合性を

確保するための設計（対象設備の仕様含む）」(c)項に基づき，「運用要求」に分

類された基本設計方針については保安規定に取りまとめるプロセスを含んでいる

ほか，様式－8を確認するプロセスを含んでいる。 

以上のプロセスのうち共通的な実績を記載するに当たり，表1.1-4aに示す内容

を標準的な記載とする。 

 

表1.1-4a  様式－1「3.3.3(2)」欄の記載区分（前文） 

様式－1の欄 記載内容 

組織内外の 
部門間の 
相互関係 

本店 発電所 供給者 

○ ◎ － 
 

実績(〇) 
／計画(△) 

「○」 

業務実績 
又は 

業務計画 

【定型文】 

保守総括グループマネージャーは，様式－2 で抽出した機器

に対し，詳細な検討が必要となる設計の要求事項を明記してい

る様式－5 及び基本設計方針をインプットとして，該当する条

文の基本設計方針に対する適合性を確保するための詳細設計を

実施し，その結果をアウトプットとして様式－8 の「工認設計

結果（要目表／設計方針）」欄に取りまとめた。 
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保守総括グループマネージャーは，「運用要求」に分類した

基本設計方針を取りまとめ，（発電管理室）プラント管理グル

ープマネージャーに必要な検討を依頼した。 

 

保守総括グループマネージャーは，様式－8 の「工認設計結

果（要目表／設計方針）」欄についてⅤ-1-10-1 の「3.3.3(1)

基本設計方針の作成（設計 1）」で明記している条文ごとの基

本設計方針に対する必要な設計が行われているか，詳細な検討

が必要な事項について設計が行われているかの２つの観点で確

認した。 

 

基本設計方針の設計要求事項ごとの詳細設計の実績を，その

実績のレビュー，設計の体制及び外部との情報伝達に関する実

施状況を含めて，以下の「1.」以降に示す。（【 】は，本工

事計画内の資料との関連） 
 

記録等 

本段階でのインプットは記載せず，アウトプットとなる様式
－8を記載する。 

 
【定型文】 
・様式－8 基準適合性を確保するための設計結果と適合性確認

状況一覧表 
 

備考 － 
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b. 共通的に適用される設計 

技術基準規則の要求事項のうち，以下に示す共通条文（原子炉冷却系統施設の

並び）に係る設計は，各施設共通である。 

・設計基準対象施設及び重大事故等対処施設の地盤の設計（第4条，第49条） 

・急傾斜地の崩壊の防止に関する設計（第10条） 

・地震による損傷防止に関する設計（第5条，第50条） 

・津波による損傷防止設計（第6条，第51条） 

・自然現象等への配慮に関する設計（第7条） 

・立ち入りの防止に係る設計（第8条） 

・不法な侵入等の防止設計（第9条） 

・火災による損傷の防止（第11条，第52条） 

・溢水による損傷防止設計（第12条） 

・健全性に係る設計（第15条，第54条） 

・材料及び構造に係る設計（第17条，第55条） 

・安全避難通路等に係る設計（第13条） 

・非常用照明に係る設計（第13条） 

・安全弁等の設計（第20条） 

・内燃機関の設計（第48条，第78条） 

・電気設備の設計（第48条，第78条） 

これらの詳細設計の実績は，先ず「原子炉冷却系統施設」に記載をするほか，

火災については「原子炉冷却系統施設」から「火災防護設備」への紐付けを，ま

た津波・溢水については「原子炉冷却系統施設」から「浸水防護施設」への紐付

けを記載する。 

なお，以下条文については，（設計２）以降の詳細設計にて「原子炉冷却系統

施設」に紐付けされている場合は，記載しない。 

健全性 第14条：安全設備 

第15条：設計基準対象施設の機能 

第54条：重大事故等対処設備 

例）●●グループマネージャーは，〇

〇のうち健全性に係る「多重性，多様

性…」「悪影響防止」，「…」の設計

をⅤ-1-10-4の「11. 健全性に係る設

計」で実施した。 

耐震評価 第5条：地震による損傷の防止 

第50条：地震による損傷の防止 

例）●●グループマネージャーは，耐

震評価をⅤ-1-10-4の「4. 地震によ

る損傷防止に関する設計」で実施し

た。 

強度評価 第17条：材料及び構造 

第55条：材料及び構造 

例）●●グループマネージャーは，強

度評価をⅤ-1-10-4の「12. 材料及び

構造に係る設計」で実施した。 
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その他の施設については，表1.1-4bに示す内容を標準的な記載とする。 

 

表1.1-4b  様式－1「3.3.3(2)」欄の記載区分（設計項目が共通する部分） 

様式－1の欄 記載内容 

組織内外の 
部門間の 
相互関係 

本店 発電所 供給者 

「原子炉冷却系統施設」参照 
  

実績(〇) 
／計画(△) 

「○」 

業務実績 
又は 

業務計画 

共通的に適用される設計のうち，当該施設に適用されるもの
を原子炉冷却施設の様式－1に記載された項番号単位で列記す
る。 
 
【定型文】 
1. 共通的に適用される設計 

共通的に適用される設計項目に対する設計を，以下に示すと
おり実施した。 

・技術基準規則第●条（［第●条の表題］）の適合に必
要な設計をⅤ-1-10-4の「◆.［原冷施設・様式－1の
第◆項の表題］」で実施した。 

・技術基準規則第▲条（［第▲条の表題］）の適合に必
要な設計をⅤ-1-10-4の「■.［原冷施設・様式－1の
第■項の表題］」で実施した。 

 

記録等 
【定型文】 

「原子炉冷却系統施設」参照 
 

備考 － 
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c. 兼用の設計 

以下の施設については，複数の機能を兼用する設備の設計を行うことから，品

管説明書の「図3-6 主要な設備の設計」に示すプロセスが適用されることから，

このプロセスの実績として，表1.1-4cに示す内容を標準的な記載とする。 

・核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 

・原子炉冷却系統施設 

・計測制御系統施設 

・原子炉格納施設 

表1.1-4c  様式－1「3.3.3(2)」欄の記載区分（兼用の設計） 

様式－1の欄 記載内容 

組織内外の 
部門間の 
相互関係 

本店 発電所 供給者 

○ ◎ － 
  

実績(〇) 
／計画(△) 

「○」 

業務実績 
又は 

業務計画 

機能を兼用する機器を含む設備の名称（2.3(2.4)の①から始
まる設備名称）は，基本設計方針の表題を引用する。 
 
【定型文】 
2. ［主登録側の施設名］の兼用に関する設計 

［主語］は，［主登録側の施設名］の設備の設計に当た
って，2.1(2.2)及び2.2(2.3)により施設・設備区分を整理
し，兼用する機能を確認したうえで，［主登録側の施設名］
の設備設計を「2.3(2.4) 機能を兼用する機器を含む設備に
係る設計」で実施した。 

 
（2.1 機能に係る設計条件の設定 ※原子炉格納施設のみ） 

［主語］は，基本設計方針，設置変更許可時の設計結果
及び設備図書をインプットとして，［兼用登録側の施設名］
の機能に係る詳細な設計条件を［主登録側の施設名］の設計
条件として取りまとめた。 

 
2.1(2.2) 機能単位の系統の明確化 

［主語］は，Ⅴ-1-10-1の「図3-6 主要な設備の設計」の
「系統構成の明確化」に従い，様式－2，設置変更許可申請
書及び基本設計方針をインプットとして［主登録側の施設
名］で設計を行う設備について，系統構成をそれぞれ明確に
し，その結果をアウトプットとして設備ごとに必要な機能単
位の系統図に取りまとめた。 

 
2.2(2.3) 兼用する機能の確認 

［主語］は，Ⅴ-1-10-1の「図3-6 主要な設備の設計」の
「兼用する機能の確認」に従い，様式－5をインプットとし
て，［主登録側の施設名］が主登録となる機器について兼用
する施設・設備区分及び関連する技術基準規則の条番号を確

16



11 

 

認したうえで，様式－2をインプットとして関連する技術基
準規則の条文及び兼用する機能を確認し，その結果をアウト
プットとして機器ごとに必要な設定根拠の「（概要）」部分
に取りまとめた。 

 
2.3(2.4) 機能を兼用する機器を含む設備に係る設計 

［主語］は，複数の機能を兼用する機器を含む以下の設
備について，2.4(2.5)及び2.5(2.6)に示すとおり設計を実施
した。 

①［・・・系］ 
②［＊＊＊設備］ 
・・・ 

 
2.4(2.5) 兼用を含む［主登録側の施設名］の機器の仕様等に

関する設計 
［主語］は，Ⅴ-1-10-1の「図3-6 主要な設備の設計」の

「機器の仕様等に関する設計」に従い，「2.1(2.2) 機能単
位の系統の明確化」で取りまとめた「機能単位の系統図」，
「2.2(2.3) 兼用する機能の確認」で取りまとめた設定根拠
の「（概要）」部分，［主登録側の施設名］の設計条件及び
設備図書等をインプットとして，［主登録側の施設名］が主
登録となる機器について兼用する機能ごとの使用条件を集約
したうえで，仕様等に関する設計を実施し，設定根拠に取り
まとめた。その結果を基に，既に設定されている機器が設定
根拠を満たす機能を有することを確認し，アウトプットとし
て機器ごとに必要な設備仕様，設定根拠，「構造図又は配管
図」及び配置図を設計資料に取りまとめた。 

［主語］は，［主登録側の施設名］の設備に係る設計の
うち，健全性に係る「多重性，多様性及び位置的分散」，
「悪影響防止等」，「環境条件等」及び「操作性及び試験・
検査性」の設計をⅤ-1-10-4の「11. 健全性に係る設計」で
実施した。 

【要目表】【設備別記載事項の設定根拠に関する説明
書】【機器の配置を明示した図面】【構造図】【安全設
備及び重大事故等対処設備が使用される条件の下におけ
る健全性に関する説明書】 

 
2.5(2.6) 各機器固有の設計 

(1) 設備共通の設計 
a. 耐震評価 

［主語］は，［主登録側の施設名］が主登録とな
る機器の耐震評価をⅤ-1-10-4の「4. 地震による損傷
防止に関する設計」で実施した。 

b. 強度評価 
［主語］は，［主登録側の施設名］ 
が主登録となる機器の強度評価をⅤ-1-10-4の「12. 

材料及び構造に係る設計」で実施した。 
c. ［・・・設備］の［設計項目］に係る設計 

・・・ 
 
2.6(2.7) 機能を兼用する機器を含む［主登録側の施設名］の

系統図に関する取りまとめ 
［主語］は，「系統の明確化」及び「兼用する機能の確

認」で取りまとめた機能単位の系統図，様式－2，様式－5を
インプットとして，機能を兼用する機器を含む［主登録側の
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施設名］の系統構成及び兼用する施設・設備区分を明確に
し，その結果をアウトプットとして［主登録側の施設名］の
系統図に取りまとめた。 

【系統図】 
 

記録等 
【定型文】 

・設計資料（［主登録側の施設名］） 
 

備考 － 
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2.1 

（2.2）

2.2 

（2.3）

2.4 

（2.5）
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d. その他各施設の設計 

詳細設計の結果である，工事計画認可申請書の添付書類（以下，本項では「説

明書」という。）の記載された内容を，「誰が」「どのように」実施してアウト

プットに至ったのかを概略で記載する。 

なお，本段階は説明書の記載内容そのものを記載するものではないが，項目単

位を説明書の目次単位で作成したり，説明書が使用する用語を用いる等，説明書

での設計の流れと様式－1での流れの間でリンクが取れているように記載する。 

この他，記載に当たっては，以下の事項に留意する。 

 

(a) 基本設計方針に基づき，何について設計するかの内容が分かる程度のタイトル

を付け，その項目単位で記載する。 

(b) (a)で設定した項目ごとの設計の実績について，以下に従って，誰がどのように

実施したかの「流れ」※が分かる程度で記載する。 

※：「流れ」とは，例えば「方針を決める」→「対象を決める」→「方法を

決める」→「設計する」→「承認する」で表されるような業務の流れを

いい，調達があればこれに調達との繋がりを含む。 

イ. 詳細設計に必要とするプロセスごとに，実施した詳細設計の「流れ」が分か

るよう，１つ１つの行為ごとに段落を分け，段落ごとでインプットとアウトプ

ットが分かるように記載する。 

ロ. 前段落のアウトプットが後段落のインプットとなる場合は，段落間の繋がり

が分かるよう，アウトプットとインプットは同じ用語を使用する。 

ハ. 文章は短文で記載し，プロセスごとに段落を分けて記載する。 

 

以上のことを踏まえ，例文を表1.1-4cに示す。 

 

表1.1-4d  様式－1「3.3.3(2)」欄の記載区分（個別の設計プロセスの部分） 

様式－1の欄 記載内容 

組織内外の 
部門間の 
相互関係 

本店 発電所 供給者 

－又は○又は◎※１ －又は○又は◎※１ －又は○※２ 

※１：主管箇所として設計の主担当の場合は「◎」，設計の一
部を実施している場合は「○」とする。 

※２：設計の一部を委託にて実施している場合は，供給者を関
連箇所「○」とする。 

実績(〇) 
／計画(△) 

「○」 
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業務実績 
又は 

業務計画 

【例文】 

2.［・・・設備］の設計 
［主語］は，［・・・設備］に係る設計を以下に示すとおり

実施した。 
(1)［＊＊＊設備］の設計 

［主語］は，［設備図書，基本設計方針等］をインプ
ットとして，[機能・性能等の設計項目]に関する機能を
評価して，その結果を［設計資料，図面等］をアウトプ
ットとして取りまとめた。 

･･･ 
(2)［＊＊＊設備］の設計 

･･･ 
［主語］は，本工事計画に必要な設計を行うための仕

様書を作成し，Ⅴ-1-10-1の「3.5 本工事計画における調
達管理の方法」に基づく調達管理を実施した。 

供給者は，［主語］からの要求を受けて，当社から提
供した［設備図書，基本設計方針等］をインプットとし
て，[機能・性能等の設計項目]に関する機能を評価し
て，その結果をアウトプットとして設計結果にまとめ，
それを［業務報告書］として当社に提出した。 

 
［主語］は，供給者が提出した［業務報告書］を確認

し，承認した。 
･･･ 

 

記録等 可能な限り固有名を記載し，識別できるようにする。 

備考 － 

 

        ◎より具体的な記載方法については，別紙を参照 
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(5)「3.3.3(3)」段階 

本段階は，(4)のプロセスのアウトプットとなる設計資料に対して，そのインプッ

トとなる(1)の要求事項を満たしていることを検証するプロセスである。 

以上のプロセスを実績として記載するに当たり，表1.1-5に示す内容を標準的な記

載とする。 

 

表1.1-5  様式－1「3.3.3(3)」欄の記載区分 

様式－1の欄 記載内容 

組織内外の 
部門間の 
相互関係 

本店 発電所 供給者 

－又は○又は◎※１ －又は○又は◎※１ － 

※１：主管箇所として設計の主担当の場合は「◎」，設計の一
部を実施している場合は「○」とする。 

実績(〇) 
／計画(△) 

「○」 

業務実績 
又は 

業務計画 

【定例文】 

設計を主管するグループのマネージャーは，Ⅴ-1-10-1 の
「3.3.3(1) 基本設計方針の作成（設計 1）」及びⅤ-1-10-1 の
「3.3.3(2) 適合性確認対象設備の各条文への適合性を確保す
るための設計（設計 2）」に基づき作成した設計資料につい
て，原設計者以外の者に検証を実施させ，承認した。 
 

記録等 
【定例文】 

・設計資料（［主登録側の施設名］） 
 

備考 － 
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(6)「3.3.3(4)」段階 

本段階は，アウトプットである設計資料をもとに，本工事計画に必要な書類であ

る「実用炉規則別表第二の設備別記載事項に基づく要目表又は図面等」「施設ごと

の基本設計方針と適用基準及び適用規格」「実用炉規則別表第二に示された添付書

類」等を取りまとめるプロセスである。 

また，工認実施計画書に基づくチェックのプロセスを含んでいる。 

以上のプロセスを実績として記載するに当たり，表1.1-6に示す内容を標準的な記

載とする。 

 

表1.1-6  様式－1「3.3.3(4)」欄の記載区分 

様式－1の欄 記載内容 

組織内外の 
部門間の 
相互関係 

本店 発電所 供給者 

－又は○又は◎※１ －又は○又は◎※１ － 

※１：主管箇所として設計の主担当の場合は「◎」，設計の一
部を実施している作成箇所の場合は「○」とする。 

実績(〇) 
／計画(△) 

「○」 

業務実績 
又は 

業務計画 

【定例文】 

設計を主管するグループのマネージャーは，Ⅴ-1-10-1 の

「3.3.3(4) 工事計画認可申請書の作成」に基づき，適用され

る要求事項の抜けがないように管理して作成した基本設計方針

（設計 1）及び適用される技術基準の条項に対応した基本設計

方針を用いて実施した詳細設計の結果（設計 2）をもとに工事

計画として整理することにより本工事計画認可申請書案を作成

した。 

 

設計を主管するグループのマネージャーは，Ⅴ-1-10-1 の

「3.3.3(4)d. 工事計画認可申請書案のチェック」に基づき，

作成した工事計画認可申請書案について，確認を行った。 
 

記録等 
【定例文】 

・工事計画認可申請書案 
 

備考 － 
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(7)「3.3.3(5)」段階 

本段階では，原子炉施設保安運営委員会へ工事計画認可申請書を付議し，また審

議・確認を経た工事計画認可申請書の提出手続きを実施するプロセスである。 

以上のプロセスを実績として記載するに当たり，表1.1-7に示す内容を標準的な記

載とする。 

 

表1.1-7  様式－1「3.3.3(5)」欄の記載区分 

様式－1の欄 記載内容 

組織内外の 
部門間の 
相互関係 

本店 発電所 供給者 

○ ◎ － 
  

実績(〇) 
／計画(△) 

「○」 

業務実績 
又は 

業務計画 

【定例文】 

Ⅴ-1-10-1 の「3.3.3(3) 設計のアウトプットに対する検

証」及びⅤ-1-10-1 の「3.3.3(4) d. 工事計画認可申請書案の

チェック」を実施した工事計画認可申請書案について，保守総

括グループマネージャーは，設計を主管するグループのマネー

ジャーが作成した資料を取りまとめ，Ⅴ-1-10-1 の「3.3.3(5)

工事計画認可申請書の承認」に基づき，原子炉施設保安運営委

員会へ付議し，審議及び確認を得た。 

また，工事計画認可申請書の提出手続きを主管する（発電管

理室）プラント管理グループマネージャーは，原子力規制委員

会及び経済産業大臣への提出手続きのため，発電管理室長の承

認を得た。 
 

記録等 
【定例文】 

・原子炉施設保安運営委員会議事録 
 

備考 － 
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(8)「3.4.1～3.4.4」段階 

本段階は，以下の事項を含む，適合性確認検査の計画に係るプロセスである。 

・工事計画を実施するための具体的な設計の実施 

・適合性確認対象設備の工事の実施 

・適合性確認対象設備が本工事計画に適合していることを確認するための適合

性確認検査の計画と方法の決定 

・適合性確認検査を実施する際の工程管理 

また，「適合性確認対象設備の工事の実施」のプロセスでは，工事の実施に伴い

品管説明書の「3.5  本工事計画における調達管理の方法」に基づく調達管理を実施

するプロセスを含んでいる。 

なお，ここに挙げたプロセスは計画であり実績は伴わないことから，記載するに

当たり品管説明書を引用し，表1.1-8に示す内容を標準的な記載とする。 

 

表1.1-8  様式－1「3.4.1～3.4.4」欄の記載区分 

様式－1の欄 記載内容 

組織内外の 
部門間の 
相互関係 

本店 発電所 供給者 

－又は○※ ◎ ○ 

※：工事段階における具体的な設計（設計3）については，実施
形態ごとに品管説明書の「3.4.1(1)～(3)」にて区分してい
るので，以下のとおりとする。 
・「3.4.1(1)」：発電所直営工事→「－」 
・「3.4.1(2)」：本店起案の発電所施工管理工事→「○」 
・「3.4.1(3)」：発電所起案の工事→「－」 

 
実績(〇) 

／計画(△) 
「△」 

業務実績 
又は 

業務計画 

【定例文】 

工事を主管するグループのマネージャーは，Ⅴ-1-10-1 の

「3.4.1 本工事計画に基づく具体的な設備の設計の実施（設計

3）」に基づき，本工事計画を実現するための具体的な設計を実

施し，決定した具体的な設計結果を様式－8 の「設備の具体的

設計結果」欄に取りまとめる。 

 

工事を主管するグループのマネージャーは，Ⅴ-1-10-1 の

「3.4.2 具体的な設備の設計に基づく工事の実施」に基づき，

本工事計画の対象となる設備の工事を実施する。 

 

※設備の変更を伴わない場合（例：原子炉本体） 

原子炉本体に関しては，「1. 共通的に適用される設計」を

除き技術基準規則の要求事項に変更はなく，設備の変更は行っ

ていないため，工事を主管するグループのマネージャーは，本
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工事計画における調達を実施していない。 

 

※設備の変更を伴う場合 

工事を主管するグループのマネージャーは，本工事計画申請

時点で継続中の工事及び適合性確認検査の計画検討時に，追加

工事が必要となった場合，Ⅴ-1-10-1 の「3.5 本工事計画にお

ける調達管理の方法」に基づき，供給者から必要な調達を実施

する。 

 

調達に当たっては，Ⅴ-1-10-1 の「3.5.3(1) 調達文書の作

成」及び様式－8 に基づき，必要な調達要求事項を「調達文

書」へ明記し，供給者への情報伝達を確実に行う。 

 

検査を主管するグループのマネージャーは，Ⅴ-1-10-1 の

「3.4.3 適合性確認検査の計画」に基づき，本工事計画の対象

設備が，技術基準規則の要求を満たした設計の結果である本工

事計画に適合していることを確認するための適合性確認検査を

計画する。 

 

検査を主管するグループのマネージャーは，適合性確認検査

の計画に当たってⅤ-1-10-1 の「3.4.3(1）適合性確認検査の方

法の決定」に基づき，検査項目，検査方法，判定基準，並びに

代替検査で行う場合の確認方法及び判定基準を判断するための

方法を決定した理由を決定し，様式－8 の「確認方法」欄へ明

記する。 

 
検査の取りまとめを主管するグループのマネージャーは，適

合性確認検査を実施するための全体工程をⅤ-1-10-1 の「3.4.4
検査計画の管理」に基づき管理する。 
 

記録等 

【定例文】 
・様式－8 基準適合性を確保するための設計結果と適合性確認

状況一覧表 
・仕様書 
・検査計画 
 

備考 － 
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(9)「3.4.5」「3.6.2」段階 

本段階は，適合性確認対象設備が技術基準規則の要求事項に適合していることを

確認する適合性確認検査の実施に係るプロセスである。 

また，適合性確認検査の実施においては，品管説明書の「3.6.2  識別管理及び追

跡可能性」に基づき判定基準を測定する計量器のトレーサビリティ，適合性確認対

象設備の識別（現場表示等）を実施するプロセスを含む。 

なお，ここに挙げたプロセスも(8)と同様に計画であることから，記載するに当た

り品管説明書を引用し，表1.1-9に示す内容を標準的な記載とする。 

 

表1.1-9  様式－1「3.4.5」「3.6.2」欄の記載区分 

様式－1の欄 記載内容 

組織内外の 
部門間の 
相互関係 

本店 発電所 供給者 

－ ◎ －又は○※ 

※：例えば当社代行溶接自主検査員を用いた溶接事業者検査の
ように，検査実施体制に社外の検査員を含む場合は「○」
とする。 

実績(〇) 
／計画(△) 

「△」 

業務実績 
又は 

業務計画 

【定例文】 

検査を主管するグループのマネージャーは，Ⅴ-1-10-1 の

「3.4.3(1) 適合性確認検査の方法の決定」で計画した適合性

確認検査を実施するため，Ⅴ-1-10-1 の「3.4.5(1) 適合性確

認検査の検査要領書の作成」に基づき，以下の項目を明確にし

た「検査要領書」を作成し，主任技術者の確認及び品質保証責

任者の審査を経て制定する。 

 

・検査目的，検査対象範囲，検査項目，検査方法，判定基準，

検査体制，不適合管理，検査手順，検査工程，検査概要，

検査用計器一覧，検査成績書の事項 

 

工事又は検査を主管するグループのマネージャーは，Ⅴ-1-

10-1 の「3.6.2 識別管理及び追跡可能性」に基づき，適合性

確認検査対象設備を識別する。 

 
検査を主管するグループのマネージャーは，Ⅴ-1-10-1 の

「3.4.5(3) 適合性確認検査の体制」に基づき，適合性確認検
査の体制を構成する。 

 

事業者検査員は，Ⅴ-1-10-1 の「3.4.5(4) 適合性確認検査の

実施」に基づき，「検査要領書」に基づき確立された検査体制

の下で適合性確認検査を実施し，その結果を検査実施責任者に

報告する。 
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報告を受けた検査実施責任者は，適合性確認検査が検査要領
書に基づき適切に実施されたこと及び検査結果が判定基準に適
合していることを確認したのち，検査を主管するグループのマ
ネージャー及び主任技術者に報告する。 

 

記録等 

【定例文】 
・検査要領書 
・検査記録 
 

備考 － 
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を
決

め
る

 
③

評
価

条
件

を
決

め
る

 
④

評
価

す
る

 

 
⑤

現
有

設
備

が
評

価
結

果
を

満
た

す
こ

と
を

確
認

す
る

 
⑥

承
認

す
る

 

【
書

き
方

3
】

共
同

委
託

等
の

当
社

の
Q
MS

対
象

外
の

も
の

は
、

文
献

o
r
技

術
資

料
と

し
て

扱
う

 

 
①

適
用

可
能

な
文

献
か

を
確

認
す

る
 

 
②

技
術

資
料

を
イ

ン
プ

ッ
ト

と
し

て
利

用
す

る
 

【
書

き
方

4
】

特
殊

（
他

設
備

の
設

計
の

中
で

合
わ

せ
て

設
計

す
る

場
合

）
 

 
（

設
計

を
委

ね
る

側
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
設

計
を

ま
と

め
て

い
る

側
）

 

 
①

方
針

を
決

め
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

①
方

針
を

決
め

る
 

 
②

単
体

の
仕

様
を

決
め

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

②
単

体
の

仕
様

を
決

め
る

 

 
③

委
ね

る
先

に
仕

様
を

連
絡

す
る

 
 

 
 

 
 

③
複

数
の

対
象

を
考

慮
し

た
仕

様
を

決
め

る
 

 
④

委
ね

る
先

の
評

価
結

果
が

提
供

し
た

 
 

 
 

④
承

認
す

る
 

 
 

仕
様

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

 

【
書

き
方

5
】

複
数

の
機

能
を

兼
用

す
る

設
備

の
場

合
 

 
①

兼
用

す
る

機
能

を
集

約
す

る
 

 
 

(1
) 

条
文

を
も

と
に

、
機

器
が

兼
用

す
る

機
能

を
集

約
 

 
 

(2
) 

施
設

・
設

備
区

分
に

該
当

す
る

機
器

を
集

約
 

 
②

兼
用

す
る

設
備

に
つ

い
て

設
計

す
る

 

【
書

き
方

6
】

東
海

発
電

所
と

共
用

す
る

設
備

の
場

合
 

 
①

発
電

所
ご

と
の

設
計

範
囲

（
設

備
の

取
合

い
）、

設
計

分
担

を
決

め
る

 

 
②

取
合

い
の

設
備

に
つ

い
て

設
計

す
る

 

【
書

き
方

7
】
特

殊
（

他
条

文
設

計
結

果
を

使
っ

て
設

計
す

る
場

合
 

独
立

性
の

設
計

⇔
健

全
性

の
設

計
） 

 
①

設
計

方
法

が
同

じ
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

 
②

確
認

し
た

設
計

方
法

に
従

っ
た

設
計

に
含

め
て

設
計

す
る

 

 
③

承
認

す
る

 

記
載

例
 

＊
「

流
れ

」
と

は
 ：

方
針

を
決

め
る

 
→

 
方

法
を

決
め

る
 

→
 

対
象

を
決

め
る

 
→

 
設

計
す

る
 

→
 

現

状
を

確
認

す
る

 
→

 
承

認
す

る
 

と
い

っ
た

一
連

の
プ

ロ
セ

ス
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の

流
れ

は
上

に
示

す
記

載
例

の
様

に
、
実

施
内

容
に

応
じ

て
必

要
な

も
の

が
、
設

備
設

計
・

耐
震

設
計

・
強

度
設

計
と

い
っ

た
項

目
ご

と
に

見
え

る
よ

う
に

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

項
目

 基
本

設
計

方
針

で
追

加
、
変

更
と

な
っ

て
い

る
部

分
で

求
め

ら
れ

て
い

る
、
何

に
つ

い
て

設
計

す
る

か

の
内

容
が

分
か

る
程

度
の

タ
イ

ト
ル

（
例

：
「

1
.重

量
物

の
落

下
防

止
設

計
」）

を
つ

け
る

。
 

※
基

本
設

計
方

針
か

ら
設

計
す

べ
き

事
項

に
対

す
る

設
計

が
行

わ
れ

、
そ

れ
を

抜
け

な
く

各
説

明
書

で

記
載

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
る

よ
う

展
開

表
を

作
成

し
な

が
ら

様
式

－
1 

を
作

成
す

る
。

 

記
載

 

・
誰

が
、
ど

の
よ

う
に

設
計
（

調
達

が
あ

れ
ば

調
達

と
の

つ
な

が
り

を
含

む
）
を

実
施

し
た

の
か

の
プ

ロ

セ
ス

が
分

か
る

程
度

の
記

載
と

す
る

。
た

だ
し

、
詳

細
な

設
計

結
果

は
添

付
資

料
に

記
載

し
て

い
る

こ

と
か

ら
記

載
し

な
い

。
 

 ・
各

説
明

書
の

目
次

で
示

し
て

い
る

設
計

の
流

れ
と

リ
ン

ク
が

取
れ

て
い

な
く

て
は

な
ら

な
い

。
そ

の
た

め
極

力
各

説
明

書
の

用
語

を
用

い
る

。
 

 ・
設

計
要

求
事

項
が

何
で

あ
る

か
を

明
確

に
す

る
た

め
に
「

基
本

設
計

方
針

を
イ

ン
プ

ッ
ト

と
し

て
、・
・
・

に
関

す
る

設
計

を
行

っ
た

」
と

の
表

現
に

よ
り

、
基

本
設

計
方

針
と

の
リ

ン
ク

を
張

る
。

 
 ・
実

施
し

た
詳

細
設

計
の
「

流
れ

※
」
が

分
か

る
よ

う
に

1
つ

1
つ

の
行

為
ご

と
に

段
落

を
分

け
、
段

落

ご
と

に
イ

ン
プ

ッ
ト

と
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
が

1
つ

ず
つ

含
ま

れ
る

よ
う

に
記

載
す

る
。

 
 ・
前

の
行

為
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

が
、
後

の
行

為
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

な
る

場
合

、
用

語
を

統
一

し
段

落
間

の

つ
な

が
り

が
分

か
る

よ
う

に
す

る
。

 
 ・
設

計
の

中
に

複
数

項
目

が
あ

る
場

合
、

す
べ

て
の

項
目

が
読

め
る

よ
う

に
し

て
お

く
。

 
 ・

調
達

や
、
ウ

ォ
ー

ク
ダ

ウ
ン
（

現
場

確
認

）
を

行
っ

て
い

る
場

合
は

、
そ

れ
ら

を
行

っ
て

い
る

こ
と

を

必
ず

記
載

す
る

。
 

 ・
各

項
目

の
設

計
結

果
が

、
工

認
資

料
の

ど
こ

と
繋

が
っ

て
い

る
か

の
関

連
を

添
付

資
料

名
で

示
す

。
 

 

 
・
共

通
条

文
の

基
本

設
計

方
針

か
ら

の
設

計
要

求
事

項
と

な
る

事
項

は
、
工

認
基

本
設

計
方

針
の

記
載

方

針
を

踏
ま

え
て

、
「

原
子

炉
冷

却
系

等
施

設
」

に
共

通
的

に
記

載
し

、
そ

の
他

の
施

設
は

呼
込

み
を

行

う
。

 
 ・
エ

ビ
デ

ン
ス

は
可

能
な

限
り

固
有

名
を

記
載

し
、

識
別

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

工
認

対
象

設
備

ご
と

に
、

以
下

を
基

本
と

し
て

様
式

－
1
を

作
成

す
る

。
 

業
務

実
績

又
は

業
務

計
画

 

1
. 

・
・

・
設

計
 

○
○

は
、

基
本

設
計

方
針

を
イ

ン
プ

ッ
ト

と
し

て
、・

・
・
に

関
す

る
設

計
を

以
下

の
と

お
り

実
施

し
た

。
 

(
1
) 

～
～

に
係

る
設

計
 

 
 

 
○

○
は

、
△

△
を

イ
ン

プ
ッ

ト
と

し
て

、
□

□
を

確
認

し
、

▲
▲

を
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
と

し
て

取
り

ま
と

め
た

。
 

●
●

は
、
▲

▲
を

イ
ン

プ
ッ

ト
と

し
て

、・
・
・
 

 

(
2
) 

*
**

*に
係

る
設

計
 

a
. 

--
--

--
の

設
計

 

 

b
. 

--
--

--
の

設
計

 

 

(
3
) 

－
－

に
係

る
設

計
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
○

○
は

、
●

●
が

行
っ

た
委

託
の

中
で

、
■

■
の

設
計

を
実

施
し

た
。

 

 
 

 
供

給
者

は
、

▽
▽

を
イ

ン
プ

ッ
ト

と
し

て
、

◇
◇

を
確

認
し

、
▼

▼
を

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

と
し

て
取

り
ま

と
め

た
。

 

 

【
～

の
図

面
】【

系
統

図
】【

構
造

図
】【

～
～

に

関
す

る
説

明
書

】【
…

…
に

関
す

る
説

明
書

】
 

…… … … … 

【
プ

ロ
セ

ス
と

し
て

記
載

が
必

要
な

項
目

】
 

【
基

本
設

計
方

針
】

 

設
計

要
求

事
項

 

【
各

説
明

書
の

構
成

】
 

1
.概

要
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1.

概
要

 

2
.基

本
方

針
 

 
 

 
 

 
 

 
2.

基
本

方
針

 

3
.詳

細
設

計
方

針
 

 
又

は
 

 
3.

評
価

方
法

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
4.

評
価

条
件

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
5.

評
価

結
果

 

・
基

本
設

計
方

針
で

定
め

た
設

計
要

求
事

項
 

・
基

本
設

計
方

針
を

基
に

詳
細

設
計

と
し

て
展

開
し

て
き

た
流

れ
を

書
く

 

・
様

式
－

1 
上

の
構

成
は

、
説

明
書

が
あ

る
場

合
は

説
明

書
ベ

ー
ス

の
流

れ
で

の
 

 
記

載
を

優
先

 

【
プ

ロ
セ

ス
を

表
現

す
る

際
の

基
本

形
】

 

 
 

 
 

 
 

△
△

を
イ

ン
プ

ッ
ト

と
し

て
、

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
↓

 

 
 

基
本

形
：

〇
〇

が
、

□
□

を
実

施
し

た
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

↓
 

 
 

 
 

 
 

て
●

●
に

ま
と

め
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

と
し

て
■

■
に

取
り

ま
と

め
た

。
 

様
式

－
1
 

業
務

実
績

又
は

業
務

計
画

 
記

録
等

 

1
. 

〇
〇

に
関

す
る

設
計

 
・

〇
〇

記
録

 

・
〇

〇
資

料
 

(1/13)
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詳
細
設
計
 

設
計
結
果
 

プ
ロ
セ
ス
 

設
計
結
果
 

設
計
結
果
 

プ
ロ
セ
ス
 

プ
ロ
セ
ス
 

工
事

計
画

認
可

申
請

書
に

お
け

る
様

式
－
1
「

工
事

計
画
に

係
る

設
計

、
工

事
及

び
検

査
の

計
画
」

の
位

置
づ

け
 

 

様
式
－
1
「
本
工
事
計
画
に
係
る
設
計
の
実
績
、
工
事
及
び
検
査
の
計
画
」
 

様
式
－
1
へ
の
展
開
表
 

圧
力

低
減

設
備

の
ポ

ン
プ

の
有

効

吸
込
水
頭
に
関
す
る
説
明
書
 

 

基
本
設
計
方
針
 

 

 圧
力
低

減
設

備
の
ポ
ン
プ
の
有

効
吸

込
水

頭
に
関
す
る

説
明

書
 

（
一

部
抜
粋
）
 

（
イ
ン

プ
ッ
ト
）
 

2
. 
基

本
方
針

 

2
.1
 
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン

・
プ

ー
ル
を
水
源
と
す

る
ポ

ン
プ
の
有
効

NP
S
H 

重
大
事
故

等
時
に

お
い
て

，
原

子
炉
格

納
施
設
の

う
ち
「

圧
力
低

減

設
備
そ

の
他
の

安
全
設
備

」
と
し
て

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル

を
水

源
と
し

て
原
子

炉
格
納
容

器
除
熱
の

た
め

に
運

転
す
る
ポ

ン
プ
は

，
想

定
さ
れ

る
原
子

炉
格
納
容

器
内
の
圧

力
，

水
位

及
び
温
度

並
び
に

冷
却

材
中
の

異
物
の

影
響
に
よ

る
ろ
過
装

置
の

性
能

評
価
に
よ

り
想
定

さ
れ

る
最

も
小
さ
い
有
効
 
N
P
SH
 
に
お

い
て
，
正

常
に
機
能
す
る
設

計
と

す

る
。
 

 （
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
）
 

3
.5
 
評
価
結

果
 

3
.5
.
1
 
サ

プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

プ
ー

ル
を
水
源
と

す
る

ポ
ン
プ
の
有
効

N
PS
H

評
価
結

果
 

3
.5
.
1
.1
 
代
替
循
環
冷

却
系

ポ
ン
プ
の
有
効
 
NP
SH
 評

価
結
果
 

(
1)
 
有
効

NP
SH

の
算

定
結
果
 

代
替
循

環
冷

却
系
ポ
ン
プ
の
有

効
 N
PS
H
 算

定
結
果

を
表

3.
5
.
1.
1-

1
に

示
す
。
ま

た
，
有
効
 N
P
SH

評
価
の
概
略

図
を
図

3.
5.
1.
1
-1

に
示

す
。
 

(
2)
 
有
効

 N
PS
H
 評

価
結
果
 

代
替
循

環
冷

却
系
ポ
ン
プ
の
有

効
 N
PS
H
 評

価
結
果

を
表

3.
5
.
1.
1-

2
に

示
す
。

 

様
式
－

1：
本

工
事

計
画
に
係
る
設
計
の
実

績
、
工
事
及
び
検

査
の
計
画
【
原
子
炉
格

納
施

設
】
（
一
部
抜
粋
）
 

 3
.2
 

各
機
器
固
有

の
設

計
 

(
1)
設

備
共
通
の
設

計
 

c
.
 
圧
力
低
減

設
備

の
ポ
ン
プ
の
有
効
吸
込

水
頭
に
係
る
設
計
 

(
a
) 

基
本
方
針
の
設
定
 

 
 
 

 
 
（
発
電
管
理

室
）
機
械
設
備
グ
ル

ー
プ

マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー

は
，
基
本
設
計
方

針
を

イ
ン
プ
ッ
ト
と

し
て

，
圧
力
低
減
設

備
の

ポ
ン
プ
の
有

効
吸

込
水
頭
に

係
る

設
計

に
つ
い
て
の
基

本
方

針
を
定
め
た
。
 

  
 
 
(b
) 

評
価
方
針
の
設
定
 

 
 
 

 
 
（
発
電
管
理

室
）
機
械
設
備
グ
ル

ー
プ

マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー

は
，
本
工
事
計
画

に
必

要
な
設
計

を
行

う
た
め
の
調
達
文

書
を
作
成
し

，
Ⅴ
-
1-
1
0
-1

の
「
3
.
5 

本
工

事
計
画
に
お
け

る
調

達
管
理
の
方
法
」
に
基
づ
き
調
達
管
理
を

実
施

し
た
。
 

  
 
 

 
 

～
 
中
 
略
 
～
 

 

(
f)
 

評
価
内
容
の

確
認
 

 
 
 

 
 

供
給
者
は
，「

(
b)
 

評
価
方
針
の

設
定

」
で
（

発
電

管
理
室
）
機
械

設
備

グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
が
行
っ
た
委

託
の
中
で
，（

発
電
管
理
室
）
機
械

設
備

グ
ル

ー
プ

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

に
よ
り

基
本

方
針

を
満
た

す
評

価
内

容
と

な
っ

て
い

る
こ

と
の
確
認
を
受

け
，
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

と
し

て
圧
力
低
減

設
備

の
ポ
ン
プ

の
有

効
吸

込
水
頭
に
関
す

る
設

計
結
果
に
ま
と
め
，
そ
れ
を
業
務
報
告

書
と

し
て
当
社

に
提

出
し
た
。
 

【
プ
ロ

セ
ス

】：
様

式
－

1
に
書
く
こ

と
 

 
①
誰

が
 

②
ど
の
よ
う
に
 

 
③
何

を
イ

ン
プ
ッ
ト
と
し
て
 

 
④
何

を
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
に
し

た
 

 
 
 

 
 

＋
 

 
・
調

達
が

あ
る
場
合
の
流
れ

の
明

示
 

 
・
ウ

ォ
ー

ク
ダ
ウ
ン
し
て
い

る
場

合
の

明
示
 

【
工
認
資
料
】
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様
式

－
1
、
展

開
シ

ー
ト

及
び
各

説
明

書
の

関
係
 

様
式
－
1
の
考
え
方
 

「
様
式
－
1
へ
の
展
開
表
」
に
記
載
 

 
「
様
式
－

1」
に
記
載
 

設
計
の
基
と
な
る
も
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 様

式
－
1
で
記
載
す
る
項
目
の
大
分
類
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
式
－
1
で
記
載
す
べ
き
プ
ロ
セ
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
式
－
1
で
記
載
す
る
実
績
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
項
目
出
し
の
考
え
方
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
設
計
要
求
事
項
毎
に
検
討
す
べ
き
事
項
）
 

 

                          

1
. 

今
回
設
計
が
必
要
な
項
目
に
つ
い
て
設
計
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
、
基
本
設
計
方
針
を
基
に
示
す
 

基
本
設
計
方
針
 

様
式
－
1
へ
の
展
開
表
上
の
表
現
 

(
1
) 

従
来
の
要
求
事
項
か
ら
の
変
更
に
該

当
す
る
基
本
設
計
方
針
 

 
 
（

追
加
要
求
事
項
）
 

設
計
項
目
名

＊
 

(
2
) 

追
加
要
求
事
項
は
な
い
が
、
本
工
認
で
必
要
な
設
計
を
実
施
し
て

い
る
場
合
（
例
：
設
計
基
準
対
象
設
備

の
改
造
等
）
 

（
追
加
要
求
事
項
は
な
い
が
，

 
本
工
認
で
必
要
な
設
計
）
を
明
記
 

設
計
項
目
名

＊
 

(
3
) 

基
本
設
計
方
針
に
変
更
が
な
い
（
追

加
要
求
事
項
が
な
い
）
 

（
追
加
要
求
事
項
な
し
）
を
明
記
 

 

＊
様
式
－
1
へ
の
展
開
表
で
の
記
載
す
る
項
目
の
考
え
方
 

様
式
－
1
へ
の
反
映
結
果
 

何
に
つ

い
て
設
計
す
る
か
を
示
す
１
つ
の
纏
ま
り
に
対
し
、
「
表
題
」
を
付
け
、
そ
の
表
題
を
項
目
と
し
て
記
載
 

 
例
：

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
の
設
計
 

 
 
 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
設
備
の
設
計
 

 

2
. 

設
計
要
求
事
項
毎
に
検
討
す
べ
き

事
項
 

項
目
 

纏
ま
り
に
含
ま
れ
る
範
囲
 

設
備

の
仕

様
に

関

す
る
設
計
 

系
統
設
計
 

仕
様
設
計
（
＝
要
目
表
）
 

構
造
設
計
 

健
全
性
に
関
す
る
設
計
 

配
置
設
計
 

各 機 器 固 有 の 設 計 

耐
震
評
価
 

仕
様
を
基
に
し
た
耐
震
評
価
 

強
度
評
価
 

仕
様
を
基
に
し
た
強
度
評
価
 

そ
の
他
 

有
効
吸
込
水
頭
の
設
計
、
機
器
固
有

の
評
価
等
 

＋
 

項
目
 

纏
ま
り
に
含
ま
れ
る
範
囲
 

委
託
 

調
達
文
書
の
作
成
か
ら
、
供
給
者
の

業
務
報
告
書
の
受
領
と
検
証
ま
で
 

3
. 

詳
細
設
計
に
必
要
と
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
具
体
的
記
載
方
法
 

記
載
方
法
 

詳
細
設
計
に
必
要
と
す
る
プ
ロ
セ
ス
毎
に
、
実
施
し
た
詳
細
設
計
の
「
流

れ
」
が
わ
か
る
よ
う
に
、
１
つ
１
つ
の
行
為
毎
に
段
落
を
分
け
、
段
落
毎
に

イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
１
つ
ず
つ
含
ま
れ
る
よ
う
に
記
載
す
る

。
 

ま
た

、
前
段
落
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
後
段
落
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

る
場
合
は
、
段
落
間
の
繋
が
り
が
わ
か
る
よ
う
に
記
載
す
る
。
 

「
流

れ
」
と
は

：
「

方
針
を
決

め
る
」

 
→
 

「
対

象
を

決
め
る

」
 
→

「
方
法
を
決
め
る
」
 
→
 
「
設
計
す
る

」
 
→
 
「
承
認
す
る
」
の
流
れ

の
こ
と
。
 

＊
流
れ
の
中
に
あ
る
こ
の
５
つ
の
段
階
の
う
ち
、
必
要
な
も
の
が

、「
2.
 
設

計
要
求
事
項
毎
に
検
討
す
べ
き
事
項
」
の
「
項
目
」
欄
毎
に
見
え
る
よ
う

に
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

＊
「
設
計
す
る
」
の
中
に
複
数
項
目
が
あ
る
場
合
は
、
複
数
の
項
目
が
読
め

る
よ
う
に
記
載
す
る
。
 

＊
詳
細
な
記
載
方
法
に
つ
い
て
は

、「
様
式
－
1
の
記
載
に
つ
い
て
」
参
照
 

 基
本
設
計
方
針
 

設
計

が
必

要
な

項

目
の
抽
出
（
設
計
要

求
事
項
の
明
確
化
）
 

設
計

が
必

要
な

項

目
の
抽
出
（
設
計
要

求
事
項
の
明
確
化
）
 

詳
細

設
計

に
必

要

な
プ

ロ
セ

ス
の

具

体
的
な
流
れ
 

様
式
－

1「
本
工
事
計
画
に
係
る
設
計
の
実
績
、
工
事
及
び
検
査
の
計
画
」
 

様
式
－
1
へ
の
展
開
表
 

 

各
説
明
書
に
記
載
 

項
目
 

記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
 

詳
細
設
計
の
考
え
方
 

（
イ
ン
プ
ッ
ト
）
 

基
本

方
針

を
踏

ま
え

た
詳

細
設

計
の

考

え
方
（

基
本
方
針
等
）
 

詳
細
設
計
の
結
果
 

（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
 

詳
細
設

計
と
し
て
の
結
果
 

  
～
 
説
明
書
 

2
.
 
基
本
方
針
 

3
.
 
評
価
 

 
 
・
・
・
 

 
3.
4 

評
価
結
果
 

 
 
 
 
～
の
詳
細

設
計

方
針
 

【
圧

力
低

減
設

備
の

ポ
ン

プ
の

有
効

吸
込

水
頭

に
関

す
る

説
明
書
】
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様式－1「本工事計画に係る設計の実績，工事及び検査の計画」作成の考え方 

 

 

 

 

様式－1記載例 補 足 

基本記載パターン 1（記載すべき流れとｲﾝﾌﾟｯﾄ・ｱｳﾄﾌﾟｯﾄのつながりの記載例）  

3. 原子炉格納施設に係る設計 

3.1 原子炉格納容器に係る設計 

   保守総括グループマネージャーは，原子炉格納容器に係る設計を以下に示

すとおり実施した。 

～ 中 略 ～ 

  (2) 各機器固有の設計 

～ 中 略 ～ 

 3.3 重大事故等時における原子炉格納容器の放射性物質の閉じ込め機能評価 

   保守総括グループマネージャーは，「3.1 原子炉格納容器に係る設計（1) 

設備仕様に係る設計」で評価を行うこととした原子炉格納容器の放射性物質

の閉じ込め機能について，以下に示すとおり評価を実施した。 

 

(1) 評価方針の設定 

    保守総括グループマネージャーは，基本設計方針，設備図書並びに「3.1 

原子炉格納容器に係る設計 (1) 設備仕様に係る設計」で定めた重大事

故等時における原子炉格納容器の放射性物質の閉じ込め機能評価に用い

る評価温度及び評価圧力をインプットとして，その環境下における原子炉

格納容器の放射性物質閉じ込め機能を評価するための評価方針を定め

た。 

 

(2) 評価対象部位及び評価対象部位における機能喪失要因の抽出 

    保守総括グループマネージャーは，本工事計画に必要な設計を行うため

の調達文書を作成し，Ⅴ-1-10-1 の「3.5 本工事計画における調達管理の

方法」に基づく調達管理を実施した。 

    保守総括グループマネージャーは，委託のうち解析について，Ⅴ-1-10-

4 の「1. 設計に係る解析業務の管理」に従い，解析業務の調達管理を実

施した。 

    保守総括グループマネージャーは，委託の中で供給者に対し，原子炉格

納容器の放射性物質の閉じ込め機能の評価の実施を要求した。 

    供給者は，当社から提供した評価方針，設備図書，重大事故等時におけ

る原子炉格納容器の放射性物質の閉じ込め機能評価に用いる評価温度及

び評価圧力並びに供給者が所有する適用可能な図書をインプットとして，

放射性物質の閉じ込め機能を評価するための考え方を取りまとめた。 

    供給者は，その考え方をインプットとして，評価対象機器の抽出を行う

とともに，評価対象機器ごとに放射性物質の閉じ込め機能の喪失要因を

抽出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各図面，説明書で示している設計結果を導いた過程（＝プロセス）を一つ一つの行為に分割し，インプット・アウトプッ

トを明確にしながら，短文で記載する。 

様式－1作成の基本的な考え方 

方針を決める

対象を決める 
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様式－1記載例 補 足 

(3) 評価方法の設定 

    供給者は，「(2) 評価対象機器及び放射性物質の閉じ込め機能の喪失要

因の抽出」で保守総括グループマネージャーが行った委託の中で，「発電

用原子力設備規格設計・建設規格」，「電共研での試験結果」等が適用可能

であることを確認したうえで，これらの資料の評価基準，抽出結果並びに

当社から提供した既工認及び設備図書をインプットとして，評価手法を

「設計・建設規格又は既工事計画認可申請書等に準拠した評価」，「設計・

建設規格の準用等による評価」及び「電共研での試験結果による評価」の

３手法に分類し，評価手法ごとに評価対象機器と適用する評価方法を定め

て表にまとめた。また，その評価方法をインプットとして評価対象機器ご

とに具体的な評価方法を定めた。 

 

(4) 評価の実施 

    供給者は，「(2) 評価対象機器及び放射性物質の閉じ込め機能の喪失要

因の抽出」で保守総括グループマネージャーが行った委託の中で，「(3) 

評価方法の設定」で定めた具体的な評価方法，当社から提供した設備図書

及び供給者が所有する適用可能な図書をインプットとして，評価対象機器

ごとに構造健全性評価又は機能維持評価を行うことにより，原子炉格納容

器本体，開口部及び貫通部の放射性物質の閉じ込め機能について評価を行

い，保守総括グループマネージャーにより評価方針を満たしていることの

確認を受け，アウトプットとして原子炉格納施設の設計条件に関する設計

結果にまとめ，それを業務報告書として当社に提出した。 

    保守総括グループマネージャーは，供給者が提出した業務報告書を確認

し，承認した。 

 

    保守総括グループマネージャーは，基本設計方針及び業務報告書をイ

ンプットとして，評価温度及び評価圧力における原子炉格納容器の放射性

物質の閉じ込め機能が損なわれないことを確認するとともに，重大事故等

時に原子炉格納容器限界圧力，限界温度までに至らない設計であることを

確認し，その結果をアウトプットとして設計資料に取りまとめた。 

 

    保守総括グループマネージャーは，取りまとめた設計資料をレビュー

し，承認した。 

 

   【原子炉格納施設の設計条件に関する説明書】【要目表】【設備別記載事項

の設定根拠に関する説明書】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方法を決める

承認する

設計する

工認資料との
リンク 

どんな内容（解析，評価，

設計等）について確認す

るのかを明確に記載す

る。 

何の要求を満たすかに

ついては，基本設計方針

／詳細設計方針／評価

方法 等の比較する対

象の中から，記載箇所の

直近のものを引用する。 
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様式－1記載例 補 足 

基本記載パターン 2（主要設備の設備設計と委託実施時の記載例）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 格納容器スプレイ冷却系の設計 

  保守総括グループマネージャーは，様式－2 で抽出した原子炉格納容器内の

圧力及び温度を低下させるため並びに原子炉格納容器下部注水のために必要

な格納容器スプレイ冷却系に関する詳細な設計条件を原子炉格納施設の設計

条件として取りまとめた。 

  保守総括グループマネージャーは，格納容器スプレイ冷却系の設計を以下の

とおり実施した。 

 

  (1) 残留熱除去系ポンプによる原子炉格納容器下部注水設備 

   a. 設備仕様に係る設計 

     保守総括グループマネージャーは，本工事計画に必要な設計を行うた

めの調達文書を作成し，Ⅴ-1-10-1 の「3.5 本工事計画における調達管

理の方法」に基づく調達管理を実施した。 

     保守総括グループマネージャーは，委託の中で供給者に対し，格納容

器スプレイによって原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させるた

めに必要な原子炉格納容器下部注水設備を構成する設備に関する設計

の実施を要求した。  

     供給者は，保守総括グループマネージャーからの要求を受けて，当社

から提供した基本設計方針，原子炉格納施設の設計条件，設備図書，設

置変更許可申請書及び供給者が所有する適用可能な図書をインプット

として，原子炉格納容器下部注水設備の系統構成を系統図で明確にした

うえで，系統を構成する機器の仕様に関する設計を実施して設定根拠に

まとめ，既に設置されている設備が設定根拠を満たす機能を有すること

を確認し，その結果をアウトプットとして系統図，設備仕様及び設定根

拠に取りまとめた。 

     供給者は，機器の構造，配置に関する設計を実施し，その結果をアウ

トプットとして機器の配置図及び構造図に取りまとめた。 

     供給者は，とりまとめたこれらの結果について，保守総括グループマ

ネージャーに基本設計方針の要求を満たす設計となっていることの確

認を受け，アウトプットとして業務報告書を作成し，当社に提出した。 

     保守総括グループマネージャーは，供給者が提出した業務報告書を確

認し，承認した。 

 

     保守総括グループマネージャーは，基本設計方針，設置変更許可時の

設計結果及び業務報告書をインプットとして，格納容器スプレイによっ

て圧力及び温度を低下させるために必要な設備の仕様を決定するため

の設計が基本設計方針の要求を満たしていることを確認し，その結果を

アウトプットとして設計資料に取りまとめた。 

 

     保守総括グループマネージャーは，取りまとめた設計資料をレビュー

し，承認した。 

 

     保守総括グループマネージャーは，格納容器スプレイによって原子炉

格納容器内の圧力及び温度を低下させるために必要な設備の設計のう

ち，健全性に係る「多重性，多様性及び位置的分散」，「悪影響防止等」，

「環境条件等」及び「操作性及び試験・検査性」の設計をⅤ-1-10-4 の

「11. 健全性に係る設計」で実施した。 

・機能に関する設計，系統構成に関
する設計は，許可で完了しており，
系統を構成する機器の抽出を行っ
た結果としての様式－2から記載。 

・また，様式－2の何について設計し
ているのかがわかるように記載。

①柱書き 
  何について，何を設計したのかを，
以降の段落で説明するプロセス，記載
単位がわかるように記載する。 
＊基本的に，以降の項目で説明する対
象設備等を列記するが，「(1)」，「a.」
などで項目に分けている場合は「…
の設備設計を以下の(1)～(3)の通
り実施した。」でも良い。 

  柱書きにはインプットとアウトプ
ットを記載しない。 

何を目的とした設計かがわかるよう
にする。 

・仕様の決定に繋がる設計をどのよ
うに実施したかのプロセスがわか
るように記載。 

・この例は，委託の中で設計した場合
であり，自社で設計した場合は，各
ｸﾞﾙｰﾌﾟを主語にした記載が必要。 

・表の下欄に記載した図面，説明書を 
導き出すことが文書中に登場する 
よう，必要なものを記載。 

「設備仕様」：要目表 
「構造図」：構造を表す図 
「配置図」：配置を表す図 
「系統図」：系統を表す図 
文章中の設計のアウトプット 
と，表の下欄の図面，説明書が 
整合していること。

 文 章 中
は，左記
の「 」内
の記載と
する 

委託を
行った

場合の
記載 

（「設計根拠」がない場合） 
仕様に関する設計を実施して詳細設
計方針にまとめ，既に設置されてい
る設備が詳細設計方針を満たしてい
ることを確認し，・・・ 

②プロセスの大きな括りが変わる場合
は，「空行」を入れる。 

当社として，何を行ったのかわかるよ
うに記載。 
（設計なのか，確認なのか） 

③承認者が複数の場合，以下のように併
記する。 

  例） （発電管理室）機械設備グル
ープマネージャー及び保守総
括グループマネージャーは，

健全性の設計は，多岐にわたるため，
健全性として何を設計したのかを明
確にするため，機器ごとに必要な項目
を記載 
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様式－1記載例 補 足 

   b. 各機器固有の設計 

    (a) 耐震評価 

      保守総括グループマネージャーは，耐震評価をⅤ-1-10-4 の「4. 

地震による損傷防止に関する設計」で実施した。 

 

    (b) 強度評価 

      保守総括グループマネージャーは，強度評価をⅤ-1-10-4 の「11. 

材料及び構造等に係る設計」で実施した。 

 

    (c) 有効吸込水頭に係る設計 

      （発電管理室）機械設備グループマネージャーは，「a. 設備仕様に

係る設計」で保守総括グループマネージャーが行った委託の中で供給

者に対し，残留熱除去系ポンプの有効吸込水頭に係る設計の実施を要

求した。 

      供給者は，（発電管理室）機械設備グループマネージャーからの要

求を受けて，当社から提供した設備図書や供給者が所有する適用可能

な図書をインプットとして，残留熱除去系ポンプの有効吸込水頭に係

る設計を実施し，（発電管理室）機械設備グループマネージャーに基本

設計方針の要求を満たす設計となっていることの確認を受け，アウト

プットとして圧力低減設備のポンプの有効吸込水頭に関する設計結

果にまとめ，それを業務報告書として当社に提出した。 

      （発電管理室）機械設備グループマネージャーは，供給者が提出し

た業務報告書を確認し，承認した。 

 

      （発電管理室）機械設備グループマネージャーは，基本設計方針，

設備図書及び業務報告書をインプットとして，圧力低減設備のポンプ

の有効吸込水頭に係る設計が基本設計方針の要求を満たしているこ

とを確認し，その結果をアウトプットとして設計資料に取りまとめ

た。 

 

      （発電管理室）機械設備グループマネージャーは，取りまとめた設

計資料をレビューし，承認した。 

 

     【原子炉格納施設の設計条件に関する説明書】【機器の配置を明示し

た図面】【系統図】【要目表】【構造図】【設備別記載事項の設定根拠に

関する説明書】【圧力低減設備のポンプの有効吸込水頭に関する説明

書】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「a.」の仕様決定以外で，設計対象設備
に対して実施した固有の設計を記載。 

・原冷施設を呼込む共通項目は，資料Ⅴ-
1-10-1に定められた様式－4に示され
た共通項目が〇になっているものを
「1.共通的に適用される設計」に記載
する。 

・ただし，原冷施設に記載している共通
項目のうち「地震による損傷防止に関
する設計，健全性に係る設計，材料及
び構造等に係る設計」については，各
施設の各機器固有の設計に記載する。
なお，様式－1 で各機器固有の設計を
記載しない場合，「地震による損傷防
止に関する設計，健全性に係る設計，
材料及び構造等に係る設計」は「1.共
通的に適用される設計」に記載する。

・複数の項目に同じ委託が出てくる場
合，それぞれの調達文書があるように
見えるため，同じ委託であることを示
す場合の記載例 

「業務報告書」の表現だけでは，説明書
に繋がっていることが判り難いため，該
当する工認資料に繋がっていることが
わかるよう，該当する説明書のタイトル
にある「…説明書」を「…設計結果」と
表現を変えて繋がりを明確にする。 
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様式－1記載例 補 足 

基本記載パターン 3（解析委託実施時の記載例）  

10. 放射性物質濃度低減設備の単一故障に係る被ばく量評価 

（発電管理室）環境保安グループマネージャーは，放射性物質濃度低減設

備の単一設計部位が設計基準事故時に故障し，放射性物質の濃度低減機能

が喪失した場合においても放射性物質の放出に伴う被ばくの影響を可能な

限り低く抑えられることを確認するための評価を以下のとおり実施した。 
 

（発電管理室）環境保安グループマネージャーは，設置変更許可時の設計

結果をインプットとして，想定した工法及び作業期間で放射性物質の濃度

低減機能を回復できることを確認し，その結果をアウトプットとして評価

に用いる作業期間として取りまとめた。 

（発電管理室）環境保安グループマネージャーは，設置変更許可申請書，

設置変更許可時の設計結果及び緊急時作業に係る線量限度をインプットと

して，資料Ⅴ-1-10-4 の「11. 健全性に係る設計」のうち「環境条件等」に

基づく設計の中で，放射性物質濃度低減設備の単一設計部位が設計基準事

故時に故障した場合の周辺の公衆に対する被ばくリスク及び機能回復のた

めに修復作業を行う作業員の被ばく量についての評価方針を定めた。 

（発電管理室）環境保安グループマネージャーは，設置変更許可時の設計

結果，作業期間及び緊急時作業に係る線量限度をインプットとして，作業期

間における被ばく量を求める解析を委託するための調達文書を作成し，Ⅴ-

1-10-4 の「1. 設計に係る解析業務の管理」に従い，調達管理を実施した。 

（発電管理室）環境保安グループマネージャーは，委託の中で供給者に対

し，周辺の公衆に対する被ばくのリスク及び機能回復のために修復作業を

行う作業員の被ばく量を求める解析を要求した。 

供給者は，当社から提供した条件，基本設計方針，供給者が所有する適用

可能な図書及び評価方針をインプットとして，解析条件を定めてリスト化

した。 

供給者は，解析条件及び評価方針をインプットとして，周辺の公衆に対す

る被ばくのリスク及び機能回復のために修復作業を行う作業員の被ばく量

を求める解析を行い，保守総括グループマネージャーにより評価方針の要

求を満たす解析結果になっていることの確認を受け，アウトプットとして

業務報告書を作成し，当社に提出した。 

（発電管理室）環境保安グループマネージャーは，供給者が提出した業務

報告書を確認し，承認した。 
 

（発電管理室）環境保安グループマネージャーは，基本設計方針，設置変

更許可申請書及び業務報告書をインプットとして，周辺の公衆に対する被

ばくのリスクが設置変更許可を受けた「環境への放射性物質の異常な放出

のうちの１次冷却材喪失」の評価結果と同程度の値であること及び機能回

復のために修復作業を行う作業員の被ばく量が緊急時作業に係る線量限度

以下であることを確認し，その結果をアウトプットとして設計資料に取り

まとめた。 
 

（発電管理室）環境保安グループマネージャーは，取りまとめた設計資料

をレビューし，承認した。 
 

  【安全設備及び重大事故等対処設備が使用される条件の下における健全性に

関する説明書】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解析を

行った
場合の
記載 

④工認としての委託を記載。許可時の解
析結果を用いる場合は，「設置変更許
可時の解析結果をインプットとして」
等，インプットとして扱い，許可時の
解析プロセスは記載しない。 

⑤一括発注など「調達文書」の要求事項
が明確でない場合，委託との繋がりを
持たせた上で，誰が何を要求したのか
わかるよう記載する。（解析委託，設計
委託同様。） 

  ・ここで記載している「解析を委託
する」の記載は，調達文書で調達
要求事項が明確な場合の記載例
を示す。 

  ・ここで記載している「設計を委託
する場合」の記載は，調達文書で
調達要求事項が不明確な場合の
記載例を示す。 
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基本記載パターン 4（複数の設計資料作成時のつながりを示す記載例）  

3.5 水素爆発による原子炉建屋等の破損を防止するための設備の設計 

 

～ 中 略 ～ 

 

(d) 静的触媒式水素再結合器の動作監視装置 

    保守総括グループマネージャーは，基本設計方針をインプットとして，

様式－２で抽出した静的触媒式水素再結合器動作監視装置のシステム構

成，温度計取付位置及び計測範囲についての設備設計を以下に示すとおり

実施した。 

 

～ 中 略 ～ 

 

    保守総括グループマネージャーは，これらの設計資料をレビューし，承

認した。 

 

取りまとめた設計資料が複数ある場合につける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥何を行っているのかがわかるよう記
載する。 

  ＊単に「〇〇設備についての設計」
と書くのではなく，「〇〇設備に
ついて，計測範囲，システム構成
に関する設備設計」等で記載す
る。 

(9/13) 37



様式－1記載例 補 足 

基本記載パターン 5（設備の設計を連携する場合の記載例）その 1  

設計を委ねる側 設計をまとめている側  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(e) 静的触媒式水素再結合器動作監視装置

への電源給電に関する設計 

保守総括グループマネージャーは，基本設

計方針をインプットとして，静的触媒式水素

再結合器動作監視装置の電源について，常設

代替直流電源設備である緊急用 125V 系蓄電

池又は可搬型代替直流電源設備である可搬

型代替低圧電源車及び可搬型整流器からの

給電が可能な設計とする詳細設計方針を定

め，その結果をアウトプットとして，設計資

料に取りまとめた。 

保守総括グループマネージャーは，詳細設

計方針及びⅤ-1-10-9 の「2.1 非常用発電装

置，2.2 蓄電池設備」において実施した設計

結果をインプットとして，詳細設計方針を満

たしていることを確認し，アウトプットとし

て電源系統構成図にまとめ，設計資料に取り

まとめた。 

 

保守総括グループマネージャーは，取りま

とめた設計資料をレビューし，承認した。 

【非常用電源設備】 

基本記載パターン 5（設備の設計を連携する場合の記載例）その 2 

設計を委ねる側 設計をまとめている側 

【原子炉冷却系統施設抜粋】 

ハ. 可搬型電動低圧注入ポンプ又は可搬型

ディーゼル注入ポンプによる代替炉心注入 

(イ) 可搬型電動低圧注入ポンプへの電源

給電に関する設計 

   （発電管理室）機械設備グループマネ

ージャーは，（発電管理室）電気・制御グ

ループマネージャーに対し，可搬型電動

低圧注入ポンプに給電するために必要

な負荷容量を提供し，可搬型電動ポンプ

用発電機の容量が負荷容量を満たす設

計であることの確認を依頼した。 

   （発電管理室）機械設備グループマネ

ージャーは，設備図書及びⅤ-1-10-9 の

「2.1 (6)可搬型電動ポンプ用発電機の

設計」において実施した設計結果をイン

プットとして，可搬型電動ポンプ用発電

機の容量が負荷容量を満たす設計であ

ることを確認し，その結果をアウトプッ

トとして設計資料に取りまとめた。 

 

   （発電管理室）機械設備グループマネ

ージャーは，これらの設計資料をレビュ

ーし，承認した。 

【非常用電源設備】 

(6) 可搬型電動ポンプ用発電機の設計 

a. 設備仕様に係る設計 

  （発電管理室）電気・制御グループマ

ネージャーは，基本設計方針，設備図書

及び（発電管理室）機械設備グループマ

ネージャーから受領した可搬型電動低圧

注入ポンプの所要負荷をインプットとし

て，様式－2 で抽出した可搬型電動ポン

プ用発電機が，可搬型電動低圧注入ポン

プの所要負荷に対し給電できる出力を有

すること，及び設備の仕様が所要負荷を

供給できる容量を有することを確認し，

その結果をアウトプットとして，設備仕

様，設定根拠及び出力決定に取りまとめ

た。 

  （発電管理室）電気・制御グループマ

ネージャーは，設備図書をインプットと

して，機器の構造，配置を確認し，その

結果をアウトプットとして，機器の構造

図及び配置図に取りまとめた。 

 

～ 中 略 ～ 

 

  （発電管理室）電気・制御グループマ

ネージャーは，これらの設計資料をレビ

ューし，承認した。 

 

仕様の連絡を行わない場合 
・発電機からの供給先が多岐
にわたる。 

－ 

仕様の連絡を行う場合 
・供給先が単一。 
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基本記載パターン 6（設備を兼用する場合の記載例）  

2. 原子炉格納施設の兼用する設計 

  保守総括グループマネージャーは，原子炉格納施設の設備設計に当たって，「2.3 

兼用する機能の確認」から「2.5 兼用を含む原子炉格納施設の機器の仕様等に関す

る設計」により施設・設備区分を整理し，兼用する機能を確認したうえで，原子炉格

納施設の設備設計を「2.4 機能を兼用する機器を含む設備に係る設計」で実施した。 

 

 2.1 機能に係る設計条件の設定 

   保守総括グループマネージャーは，基本設計方針，設置変更許可時の設計結果及

び設備図書をインプットとして，原子炉格納施設の機能に係る詳細な設計条件を

原子炉格納施設の設計条件として取りまとめた。 

 

 2.2 機能単位の系統の明確化 

   保守総括グループマネージャーは，Ⅴ-1-10-1 の「図 3-6 主要な設備の設計」

の「機能単位の系統の明確化」に従い，様式－2，設置変更許可申請書，基本設計

方針及び原子炉格納施設の設計条件をインプットとして，原子炉格納施設で設計

を行う設備について，系統構成をそれぞれ明確にし，その結果をアウトプットとし

て設備ごとに必要な機能単位の系統図に取りまとめた。 

 

 2.3 兼用する機能の確認 

   保守総括グループマネージャーは，Ⅴ-1-10-1 の「図 3-6 主要な設備の設計」

の「兼用する機能の確認」に従い，様式－5をインプットとして，原子炉格納施設

が主登録となる機器及び重大事故等時に原子炉格納施設として使用する不活性ガ

ス系，耐圧強化ベント系及び格納容器圧力逃がし装置の配管及び弁について兼用

する施設・設備区分及び関連する技術基準規則の条番号を確認したうえで，様式－

2をインプットとして，関係する技術基準規則の条文及び兼用する機能を確認し，

その結果をアウトプットとして機器ごとに必要な設定根拠の「（概要）」部分に取り

まとめた。 

 

 2.4 機能を兼用する機器を含む設備に係る設計 

   保守総括グループマネージャーは，複数の機能を兼用する機器を含む以下の設

備について，2.5 及び 2.6 に示すとおり実施した。 

   ① 原子炉格納容器 

   ② 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 

      ③ 原子炉建屋原子炉棟 

   ④ 原子炉格納容器安全設備 

     ・格納容器スプレイヘッダ 

     ・原子炉建屋放水設備 

   ⑤ 放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循

環設備 

     ・非常用ガス処理系 

   ⑥ 原子炉格納容器調気設備 

     ・不活性ガス系 

   ⑦ 格納容器圧力逃がし装置 

 

 2.5 兼用を含む原子炉格納施設の機器の仕様等に関する設計 

   保守総括グループマネージャー，機械グループマネージャー及び（発電管理室）

機械設備グループマネージャーは，Ⅴ-1-10-1 の「図 3-6 主要な設備の設計」の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     原子炉格納施設特

有のプロセス 
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様式－1記載例 補 足 

「機能を兼用する機器を含む設備に係る設計」に従い，「2.2 機能単位の系統の明

確化」で取りまとめた「機能単位の系統図」，「2.3 兼用する機能の確認」で取り

まとめた設定根拠の「（概要）」部分，原子炉格納施設の設計条件及び設備図書等を

インプットとして，原子炉格納施設が主登録となる機器について兼用する機能ご

との使用条件を集約したうえで，仕様等に関する設計を実施し，設定根拠に取りま

とめた。その結果をもとに，既に設置されている機器が設定根拠を満たす機能を有

することを確認し，アウトプットとして機器ごとに必要な設備仕様，設定根拠，「構

造図又は配管図」及び配置図に取りまとめレビューし，承認した。 

 

   保守総括グループマネージャーは，原子炉格納施設の設備に係る設計のうち，健

全性に係る「多重性，多様性及び位置的分散」，「悪影響防止等」，「環境条件等」及

び「操作性及び試験・検査性」の設計をⅤ-1-10-4 の「11. 健全性に係る設計」で

実施した。 

   

  【原子炉格納施設の設計条件に関する説明書】【要目表】【設備別記載事項の設定根

拠に関する説明書】【系統図】【機器の配置を明示した図面】【構造図】 

 

 2.6 各機器固有の設計 

   (1) 設備共通の設計 

    a. 耐震評価 

～ 中 略 ～ 

    b. 強度評価 

～ 中 略 ～ 

    c. 圧力低減設備のポンプの有効吸込水頭に係る設計 

～ 中 略 ～ 

   (2)  その他各設備固有の設計 

    a. 格納容器スプレイ冷却系 

～ 中 略 ～ 

d. 水源に係る設備 

～ 中 略 ～ 

 2.7 機能を兼用する機器を含む原子炉格納施設の系統図に関する取りまとめ 

   保守総括グループマネージャーは，「2. 原子炉格納施設の兼用する設計」で取

りまとめた機能単位の系統図，様式－2，様式－5 をインプットとして原子炉格納

施設の系統図に取りまとめレビューし，承認した。 

 

  【系統図】 
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様式－1記載例 補 足 

基本記載パターン 7（後のプロセスの結果をインプットとし、再評価する場合）  

3. 溢水防護に関する設計 

  （発電管理室）プラント安全向上グループマネージャーは，溢水防護に関す

る設計を以下に示すとおり実施した。 

 

 3.1 基本方針の設定 

～ 中 略 ～ 

 3.2 防護すべき設備の設定 

～ 中 略 ～ 

 3.3 評価の実施 

   （発電管理室）プラント安全向上グループマネージャーは，「3.3.1 溢水

評価条件の設定」を基に「3.3.2 溢水評価及び防護設計方針」に基づく溢水

評価を行い，その評価結果により，基本設計方針で定めた防護対策について，

防護すべき設備が要求される機能を損なうおそれのないことを確認し，防護

設計方針を確定した。 

 

 3.3.1 溢水評価条件の設定 

  (1) 溢水源及び溢水量の設定 

   a. 溢水源及び溢水量の設定 

～ 中 略 ～ 

    (c) 地震起因による溢水源及び溢水量の設定 

～ 中 略 ～ 

      供給者は，想定破損による溢水源からの溢水量，消火水の放水によ

る溢水量，地震に起因する溢水源からの溢水量のリスト及び「3.3.2 

溢水評価及び防護設計方針」で設定した防護設計方針をインプットと

して，特定した溢水源から溢水量を算出し，その結果をアウトプット

として溢水源及び溢水量のリストに取りまとめた。 

～ 中 略 ～ 

 3.3.2  溢水評価及び防護設計方針 

    （発電管理室）プラント安全向上グループマネージャーは，溢水影響評

価を実施し，その評価結果を基にした防護設計方針の設定を以下に示すと

おり実施した。 

  (1) 防護すべき設備に関する溢水評価及び防護設計方針 

   a. 没水影響評価 

    (a) 没水影響に対する評価 

～ 中 略 ～ 

      供給者は，（発電管理室）プラント安全向上グループマネージャー

からの要求を受けて，「3.3.1(1) 溢水源及び溢水量の設定」で作成し

た想定破損による溢水源からの溢水量のリスト，……をインプットと

して，溢水防護区画ごとの溢水水位を求め，その結果をアウトプット

として，評価結果に取りまとめた。 

～ 中 略 ～ 

    (b) 防護設計方針 

      （発電管理室）プラント安全向上グループマネージャーは，基本設

計方針及び溢水評価の結果をインプットとして，溢水防護に期待する

浸水防護施設を定め，その結果をアウトプットとして防護設計方針に

取りまとめた。 

        

      （発電管理室）プラント安全向上グループマネージャーは，評価に

おいて期待する浸水防護施設の検討結果をインプットとして，防護設

計方針を定め，建屋内の防護すべき設備が没水影響に対して要求され

る機能を損なうおそれのないことを「3.3.2(1)a.(a) 没水影響に対

する評価」にて確認し，防護設計方針を確定し，その結果をアウトプ

ットとして設計資料に取りまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再評価を含むプロセス（この場合 3.3.1
と 3.3.2）をひとつの大項目（3.3）と
し、柱書きに明記する。

再評価を含むプロセスによる決定事項
は、「確定した」という語句を使用する。 

項目名を明記することにより、
後のプロセスからフィードバ
ックがかかっていることを明
確にする。 

    ：通常の流れ 
 
    ：フィードバック 
 
    ：繰り返しの 
     プロセス 
 
    ：新たな設計が 
    ない場合

プロセスの流れ
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 ５．「様式－１」サンプル
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式
－

2
で
抽
出

し
た
機
器
に

対
し
，
詳

細
な
検

討
が
必
要
と

な
る

設
計
の
要
求
事

項
を
明
記

し
て
い

る
様
式
－
5
及

び
基
本

設
計
方
針
を
イ

ン
プ
ッ
ト

と
し
て

，
該
当
す

る
条

文
の
基
本
設
計

方
針
に
対

す
る
適

合
性
を
確
保
す

る
た
め

の
詳
細
設

計
を
実
施
し
，

そ
の
結

果
を
ア

ウ
ト

プ
ッ
ト
と
し
て

様
式
－
8
の
「
工
認
設

計
結
果
（

要
目
表

／
設
計
方
針
）

」
欄
に
取

り
ま
と

め
た
。
 

 

保
守

総
括
グ
ル

ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は

，
「
運
用

要
求
」
に

分
類
し

た
基
本
設
計
方

針
を
取

り
ま
と
め
，

（
発

電
管
理
室
）
プ

ラ
ン
ト
管

理
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
に

必
要
な
検

討
を
依
頼
し
た

。
 

 

保
守

総
括
グ
ル

ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は

，
取
り
ま

と
め
た
様

式
－
8
の

「
工
認
設

計
結
果
（
要
目

表
／
設

計
方

針
）
」
欄
に

つ
い
て
Ⅴ
-1
-
10
-1

の
「

3.
3.
3(
1
) 

基
本
設

計
方
針
の
作
成
（
設
計

1）
」
で

明
記
し
て

い
る

条
文
ご
と
の
基

本
設
計
方

針
に
対

す
る
必
要
な
設

計
が
行

わ
れ
て
い

る
か
，
詳
細
な

検
討
が

必
要
な
事

項
に

つ
い
て
設
計
が

行
わ
れ
て

い
る
か

の
２
つ
の
観
点

で
確
認

し
た
。
 

 

基
本

設
計
方
針

の
設
計
要

求
事
項
ご
と

の
詳
細
設

計
の
実
績

を
，
そ
の

実
績
の
レ
ビ
ュ
ー
，
設
計
の

体
制

及
び

外
部
と
の
情
報

伝
達
に
関

す
る
実

施
状
況
を
含
め

て
，
以

下
の
「
1
.
」
以
降
に
示
す

。
（
【

 
】
は
，

本
工

事
計
画
内
の
資

料
と
の
関

連
）
 

・
様
式
－

8 

基
準

適
合
性
を

確
保
す

る
た

め
の
設
計

結
果
と

適
合

性
確
認
状

況
一
覧

表
 

 

設 計
 

3
.
3
.
3 

(
2
) 

 
 

「
原
子
炉

冷
却
系
統

施
設
」

参
照
 

○
 

1
.
 

共
通
的
に
適
用

さ
れ
る
設

計
 

 
 

共
通
的
に
適
用

さ
れ
る
設

計
項
目

に
対
す
る
設
計

を
，
以

下
に
示
す

と
お
り
実
施
し

た
。
 

 
 

・
技
術
基
準
規

則
第

4
条

（
設
計

基
準
対
象
施
設

の
地
盤

）
の
適
合

に
必
要
な

設
計
を
Ⅴ
-
1
-
10
-
4
の

「
2.
 
設

計
基
準
対

象
施
設
及
び

重
大
事
故

等
対
処
施

設
の
地

盤
の
設
計
」
で

実
施
し
た

。
 

・
技
術
基

準
規
則
第

7
条

（
外
部

か
ら
の
衝
撃
に

よ
る
損
傷

の
防
止

）
の
適
合
に
必

要
な
設

計
を
Ⅴ
-

1-
10

-4
の
「
6.
 

自
然
現
象
へ
の

配
慮
に
関

す
る
設
計

」
で
実

施
し
た
。
 

・
技
術
基

準
規
則
第

9
条
（
発
電

用
原
子
炉

施
設
へ
の

人
の
不
法
な

侵
入
等
の

防
止
）
の

適
合
に
必

要
な

設
計
を
Ⅴ
-
1-
10
-4

の
「

8.
 
不

法
な
侵
入
等
の

防
止
設

計
」
で
実

施
し
た
。
 

・
技
術
基

準
規
則
第

1
1
条
（

設
計
基

準
対
象
施

設
の
火
災

に
よ
る
損
傷

の
防
止
）

の
適
合

に
必
要
な

設
計

を
Ⅴ
-
1-
1
0
-4

の
「
9
. 

火
災
に

よ
る
損
傷
の
防

止
」
で

実
施
し
た

。
 

・
技

術
基
準
規

則
第

1
3
条
（
安

全
避
難

通
路
等
）
の
適
合
に

必
要
な

設
計
を
Ⅴ
-
1-
10
-4

の
「
1
3.
 
安

全
避

難
通
路
に
係
る
設
計
」
及

び
「
1
4
. 

非
常
用
照

明
に
係
る

設
計
」
で
実
施
し
た
。
 

・
技
術
基
準

規
則
第

4
8
条
（
設
計

基
準
対
象

施
設
の
準
用
）
，
第

7
8
条
（
重
大
事

故
等
対
処

施
設
の

準
用

）
の
適
合
に
必
要
な
設
計

を
Ⅴ
-
1
-
10
-4

の
「
1
6
. 

内
燃

機
関
の
設
計
」

で
実
施
し

た
。
 

「
原
子
炉

冷
却
系
統
施
設

」

参
照
 

 

設 計
 

3
.
3
.
3 

(
2
) 

 
 

◎
 

◎
 

－
 

○
 

2
.
 

発
電
所
構
内
に

お
け
る
電

気
系
統

の
信
頼
性
確
保

に
関
す

る
設
計
 

 
 
（

発
電
管
理

室
）
電
気
・
制

御
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
及

び
保
守
総

括
グ
ル
ー
プ
マ

ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
，

常
用

電
源
設
備

の
基
本
設

計
方
針
を
イ

ン
プ
ッ
ト

と
し
て
，
発
電
所
構

内
に
お
け

る
電
気
系
統
の

信
頼
性

確
保

に
関
す
る

設
計
を
以

下
に
示
す
と

お
り
実
施

し
た
。
 

  
 

 
(1
)
 
機
器
の

破
損
，
故

障
そ
の

他
の
異
常
の
検

知
と
拡

大
防
止
に

関
す
る
設
計
 

 
 

 
 
a
. 

設
備

仕
様
に
関

す
る
設

計
 

 
 

 
 
 
 
（
発

電
管
理
室

）
電
気
・
制
御
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
及
び

保
守
総
括

グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ

ー
は
，
電
源

設
備
へ
の
保

護
継
電
装
置

及
び
遮
断

器
の
設

置
に
関
す

る
外
部
電
源
，
発
電

機
，
ガ

ス
絶

縁
開

閉
装

置
,
変
圧

器
及
び

所
内

電
源
設

備
等

の
各
々
の

設
備
設

計
に

つ
い
て

，

基
本

設
計
方
針

，
設
備
図
書
及
び
既
工

認
を
イ
ン

プ
ッ
ト
と

し
て
，
様
式

－
2
で
抽
出
し

た
異

・
設
計
資

料
（
常
用
電
源

設

備
）
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各
段

階
 

設
計
，
工

事
及
び
検
査
の

業
務
フ

ロ
ー
 

組
織
内
外

の
部
門
間
 

の
相
互
関

係
 

◎
:
主
担
当
 

○
:関

連
 

実
績
 

(
○

) 

／
 

計
画
 

(
△

) 

実
 
 
施

 
 
内
 
 
容
 

（
設
計
，

工
事
及
び

検
査
に
係
る

品
質
管
理

の
方
法
等

に
関
す
る
活

動
の
実
施

結
果
）
 

備
 
 
考
 

当
社
 

供
給
者
 

本
店
 

発
電
所
 

供
給
者
 

業
務

実
績
又
は

業
務
計
画
 

記
録
等
 

常
を

検
知

す
る

た
め

の
保

護
継

電
器

及
び

異
常

を
検

知
し

た
場

合
に

動
作

す
る

ガ
ス

絶
縁

開

閉
装

置
又

は
メ

タ
ル

ク
ラ

ッ
ド

開
閉

装
置

等
の

遮
断

器
を

設
置

す
る

こ
と

に
よ

り
異

常
の

拡

大
を

防
止
で
き

る
設
計
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
，
そ

の
結
果
を

ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
と
し
て
設

備
仕

様
，

系
統
図
及

び
常
用
電
源
設
備
の
健

全
性
に
関

す
る
設
計

結
果
に
取
り

ま
と
め
た

。
 

  
 

 
 
 
 
（
発

電
管
理
室

）
電
気
・
制
御
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
及
び

保
守
総
括

グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ

ー
は
，
重
要

安
全
施
設
へ

の
電
力
供
給

に
関
す
る

設
備
設

計
に
つ
い

て
，
基
本
設
計
方

針

及
び

設
備
図
書

を
イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て

，
重
要
安

全
施
設
に
対

し
て
，
多

重
性
を
有

し
，
系
統

分
離

が
可
能
で

あ
る
母
線
で
構
成
し
，
信
頼
性
の
高

い
機
器
を

設
置
す
る

設
計
で
あ
る
こ

と
を

確
認

し
，
そ
の
結

果
を
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
と
し

て
配
置
図
，
系

統
図
及

び
常
用
電

源
設
備
の
健

全

性
に

関
す
る
設

計
結
果
に
取
り
ま
と
め

た
。
 

  
 

 
 
 
 
保
守

総
括
グ
ル

ー
プ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
，
機
器
の
破

損
，
故
障
そ

の
他
の
異

常
の
検
知

及
び

拡
大

防
止
に
関

す
る
設
計
の
う
ち
，
健

全
性
に
係
る
「
環
境
条

件
等
」
の
設

計
を
Ⅴ

-1
-
1
0-
4
の

「
1
1.
 
健
全
性
に

係
る
設
計
」

で
実
施

し
た
。
 

  
 

 
 
 
 
（
発

電
管
理
室

）
電
気
・
制
御
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
及
び

保
守
総
括

グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ

ー
は
，
こ

れ
ら
の
設
計
資
料
を
レ

ビ
ュ
ー
し

，
承
認
し

た
。
 

  
 

 
 
b
. 

各
機

器
固
有
の

設
計
 

 
 

 
 
 (
a)
 
耐

震
評
価
 

 
 

 
 
 
 
 
（

発
電
管
理

室
）
設

備
耐
震
グ
ル
ー

プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー

は
，
耐
震
評
価

を
Ⅴ
-
1
-
10
-4

の

「
4
. 

地
震
に

よ
る
損
傷
防
止
に
関
す

る
設
計
」

で
実
施
し

た
。
 

 

 
 

 
 
 
 
【
要
目
表
】
【
機
器

の
配
置
を
明

示
し
た
図

面
】
【
単
線
結
線

図
】
【
常

用
電
源

設
備
の
健

全
性

に
関
す
る

説
明
書
】
【
安

全
設
備

及
び
重
大
事
故

等
対
処

設
備
が
使

用
さ
れ
る
条
件

の

下
に

お
け
る
健

全
性
に
関
す
る
説
明
書

】
【
耐
震

性
に
関
す

る
説
明
書
】
 

  
 

 
(2
)
 
1
相
の

電
路
の
開

放
の
検
知
及

び
電
力
の

安
定
性

回
復
に
関
す
る

設
計
 

 
 

 
 
a
. 

設
備

仕
様
に
関

す
る
設

計
 

 
 

 
 
 
 
（
発

電
管
理
室

）
電
気
・
制
御
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
及
び

保
守
総
括

グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ

ー
は
，
変

圧
器
及
び
ガ
ス
絶
縁
開

閉
装
置
で

の
故
障
に

対
す
る
保
護

継
電
器
等

に
よ
る

1

相
開

放
故
障
の

検
知
及
び
検
知
後
の
母

線
切
替
に

関
す
る
設

備
設
計
に
つ

い
て
，
基
本
設

計
方

針
，

設
備
図
書

及
び
既
工
認
を
イ
ン
プ

ッ
ト
と
し

て
，
様
式

－
2
で
抽

出
し
た
変
圧
器
や

ガ
ス

絶
縁

開
閉
装
置

等
を
設
置
し
，
電
路
が
筐

体
に
内
包

さ
れ
る
設

計
と
す
る

こ
と
に
よ
り
，
変
圧

器
1
次
側
に
お

い
て

3
相
の
う
ち
の

1
相
の
電
路

の
開
放
が

生
じ
た
場
合

に
，
保
護
継
電

器
に

て
自

動
検
知
可

能
な
設
計
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
，
そ
の
結
果

を
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
と
し
て

設
備

仕
様

及
び
常
用

電
源
の
健
全
性
に
関
す

る
設
計
結

果
に
取
り

ま
と
め
た
。
 

  
 

 
 
 
 
（
発
電

管
理
室
）
電
気
・
制
御
グ
ル

ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー

は
，
設

備
図
書
を

イ
ン
プ
ッ

ト
と

し
て

，
様
式
－
2
で
抽
出
し
た

保
護
継

電
器
が
，
異
常

を
検
知

し
た
場
合

，
自
動
で
故
障

箇
所

の
隔

離
又
は
非

常
用
母
線
の
受
電
切
替

が
で
き
る

設
計
で
あ

る
こ
と
を
確

認
し
，
そ
の
結

果
を

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

と
し

て
設

備
仕

様
及

び
常

用
電

源
設

備
の

健
全

性
に

関
す

る
設

計
結

果
に

取

り
ま

と
め
た
。
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各
段

階
 

設
計
，
工

事
及
び
検
査
の

業
務
フ

ロ
ー
 

組
織
内
外

の
部
門
間
 

の
相
互
関

係
 

◎
:
主
担
当
 

○
:関

連
 

実
績
 

(
○

) 

／
 

計
画
 

(
△

) 

実
 
 
施

 
 
内
 
 
容
 

（
設
計
，

工
事
及
び

検
査
に
係
る

品
質
管
理

の
方
法
等

に
関
す
る
活

動
の
実
施

結
果
）
 

備
 
 
考
 

当
社
 

供
給
者
 

本
店
 

発
電
所
 

供
給
者
 

業
務

実
績
又
は

業
務
計
画
 

記
録
等
 

（
発

電
管
理
室
）
電
気
・
制
御
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
及
び

保
守
総

括
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
，
27

5k
V
送
電
線
で
の

故
障
に

対
す
る
保
護
継
電
器
等

に
よ
る

1
相
開
放
故

障
の
検

知
及
び
検

知
後
の
母
線
切

替
に
関

す
る
設
備

設
計
に
つ
い
て

，
基
本
設
計

方
針
及
び

設
備
図
書

を
イ
ン
プ

ッ
ト
と
し
て
，
様
式
－

2
で
抽
出

し
た

2
75
k
V
送
電
線
を

多
重
化
し

た
設
計
と

す
る

こ
と
で
，
1
回
線
で
の

電
路
の
開

放
時
に

，
安
全
施
設

へ
の
電
力

の
供
給
が

不
安
定
に

な
ら
な

い
設
計
で

あ
る
こ
と
を
確

認
し
，
そ

の
結
果
を

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

と
し
て
系

統
図
，
設
備
仕

様
及

び
常
用
電

源
設
備
の
健
全

性
に
関

す
る
設
計

結
果
に
取
り
ま

と
め
た

。
 

 

（
発

電
管
理
室
）
電
気
・
制
御
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
及
び

保
守
総

括
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
設
備
図
書
を

イ
ン
プ

ッ
ト
と
し

て
，
様
式
－
2
で
抽
出

し
た
保
護
装
置

に
よ
り
，

電
力
送
電

時
，
3
相

の
電
流
不
平

衡
監
視

に
て
常
時
自
動
検
知
で

き
る
設
計

で
あ
る
こ

と
を
確

認
し
，
そ
の
結
果
を

ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
と
し

て
設
備
仕
様
及
び
常
用

電
源
設
備

の
健
全
性

に
関
す

る
設
計
結

果
に
取
り
ま
と

め
た
。
 

 （
発

電
管
理
室
）
電
気
・
制
御
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
1
5
4
kV

送
電
線
が

各
相
の
不

足
電
圧
継

電
器
に
て
常
時

自
動
検

知
で
き
る

設
計
で
あ
る
こ

と
を
確

認
し
，
そ
の
結

果
を
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト

と
し
て
常
用
電

源
の
健

全
性
に
関

す
る
設
計
結
果

に
取
り

ま
と
め
た

。
 

 

（
発

電
管
理
室
）
電

気
・
制
御

グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
，

2
75
k
V
送
電

線
及
び

15
4k
V

送
電
線
に

お
い
て

1
相
の

電
路
の

開
放
を
検

知
し
た
場
合
は

，
自
動
又
は

手
動
で
故

障
箇
所
の

隔
離
及
び

非
常
用
母
線
の

受
電
切

替
が
で
き

る
設
計
で
あ
る

こ
と
を

確
認
し
，
そ
の

結
果
を
ア

ウ
ト
プ
ッ

ト
と
し
て
常
用

電
源
の

健
全
性
に

関
す
る
設
計
結

果
に
取

り
ま
と
め

た
。
 

 

保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
，
1
相
の

電
路
開
放
の

検
知
と

電
力
の
安

定
性
回
復

に
関
す
る

設
計
の
う
ち
，

健
全
性

に
係
る
「

環
境
条
件
等
」

の
設
計

を
資
料

15
－

4
の
「

1
1
.

健
全
性
に

係
る
設
計
」
で

実
施
し

た
。
 

 

（
発

電
管
理
室
）
電
気
・
制
御
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
及
び

保
守
総

括
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
こ
れ
ら
の
設

計
資
料

を
レ
ビ
ュ

ー
し
，
承
認
し

た
。
 

  
 

 
 
b
. 

各
機

器
固
有
の

設
計
 

 
 

 
 
 (
a)
 
耐

震
評
価
 

 
 

 
 
 
 
 
（

発
電
管
理

室
）
設

備
耐
震
グ
ル
ー

プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー

は
，
耐
震
評
価

を
Ⅴ
-
1
-
10
-4

の

「
4
. 

地
震
に

よ
る
損
傷
防
止
に
関
す

る
設
計
」

で
実
施
し

た
。
 

  
 

 
 
 
 
【
常

用
電
源
設

備
の
健

全
性
に
関
す
る

説
明
書

】
【
耐
震

性
に
関
す
る
説

明
書
】
 

 

設 計
 

3
.
3
.
3 

(
2
) 

 
 

◎
 

◎
 

－
 

○
 

3
.
 

電
線
路
の
独
立

性
及
び
物

理
的
分

離
に
関
す
る
設

計
 

 
 
（

発
電
管
理

室
）
電
気
・
制

御
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
及

び
保
守
総

括
グ
ル
ー
プ
マ

ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
，

電
線

路
の
独
立

性
及
び
物

理
的
分
離
に

関
す
る
設

計
資
料
を

取
り
ま

と
め
た
。
 

  
 

 
(1
)
 
送
電
系

統
の
独
立

性
に
関

す
る
設
計
 

 
 

 
 
 
（
発
電

管
理
室
）
電
気
・
制

御
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
及
び
保

守
総
括
グ

ル
ー
プ

マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
，

様
式
－
2
で

抽
出
し
た

送
電
系
統

の
独
立
性

の
確
保
に
関

す
る
設
備

設
計
に
つ

い
て
，

基
本
設
計

方
針
を
イ

ン
プ
ッ
ト

と
し
て
，
以

下
に
示
す

と
お
り

実
施
し
た
。
 

・
設
計
資

料
（
常
用
電
源

設

備
）
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各
段

階
 

設
計
，
工

事
及
び
検
査
の

業
務
フ

ロ
ー
 

組
織
内
外

の
部
門
間
 

の
相
互
関

係
 

◎
:
主
担
当
 

○
:関

連
 

実
績
 

(
○

) 

／
 

計
画
 

(
△

) 

実
 
 
施

 
 
内
 
 
容
 

（
設
計
，

工
事
及
び

検
査
に
係
る

品
質
管
理

の
方
法
等

に
関
す
る
活

動
の
実
施

結
果
）
 

備
 
 
考
 

当
社
 

供
給
者
 

本
店
 

発
電
所
 

供
給
者
 

業
務

実
績
又
は

業
務
計
画
 

記
録
等
 

  
 

 
 
 
（
発
電
管

理
室
）
電

気
・
制
御
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
東
京

電
力
パ
ワ

ー
グ
リ
ッ

ド
株

式
会

社
へ

送
電

系
統

の
独

立
性

を
確

保
す

る
設

計
と

な
っ

て
い

る
こ

と
の

確
認

を
検

討
依

頼
文

書
に
て
依

頼
し
，
そ

の
検
討
結

果
を
受
領
し

た
。
 

 （
発
電
管

理
室
）
電
気
・
制
御

グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
，
東

京
電
力
パ

ワ
ー
グ
リ
ッ

ド
株

式
会
社
の

検
討
結
果

を
イ
ン
プ

ッ
ト
と
し
て

，
送
電
系

統
の
独
立

性
を
確
保

す
る
設
計
が
基
本
設

計
方
針
を

満
た
す
設

計
で
あ
る

こ
と
を
確
認

し
，
そ
の

結
果
を
ア

ウ
ト
プ
ッ

ト
と
し
て
系
統
図
及

び
常
用
電

源
設
備
の

健
全
性
に

関
す
る
設
計

結
果
に
取

り
ま
と

め
た
。
 

  
 

 
 
 
（
発
電

管
理
室
）
電
気
・
制

御
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
及
び
保

守
総
括
グ

ル
ー
プ

マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
，

こ
れ
ら
の

設
計
資
料

を
レ
ビ
ュ
ー

し
，
承
認

し
た
。
 

  
 

 
 
【
送
電
関

係
一
覧
図

】
【
常

用
電
源
設
備
の

健
全
性

に
関
す
る

説
明
書
】
 

  
 

 
(2
)
 
送
電
系

統
の
物
理

的
分
離

に
関
す
る
設
計
 

 
 

 
 
 
（
発
電

管
理
室
）
電
気
・
制

御
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
及
び
保

守
総
括
グ

ル
ー
プ

マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
，

様
式
－
2
で

抽
出
し
た

送
電
系
統

に
対
し
，

物
理
的
分
離

に
関
す
る

設
備
設
計

に
つ
い

て
，
基
本

設
計
方
針

を
イ
ン
プ

ッ
ト
と
し
て

，
以
下
に

示
す
と

お
り
実
施
し
た

。
 

  
 

 
 
 
（
発
電
管

理
室
）
電

気
・
制
御
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
本
工

事
計
画
に

必
要
な
設

計
を

行
う
た
め

の
調
達
文

書
を
作
成

し
，
Ⅴ
-1
-1
0
-1

の
「

3.
5 

本
工
事

計
画
に
お

け
る
調
達

管
理
の

方
法
」
に

基
づ
き
調

達
管
理
を

実
施
し
た
。
 

  
 

 
 
 （

発
電
管

理
室
）
電
気
・
制
御

グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

は
供
給
者

に
対
し
，
電
線
路
の

う
ち
少

な
く

と
も

1
回

線
が

，
設

計
基

準
対

象
施
設

に
お

い
て
同

一
の

送
電
鉄

塔
に

架
線
さ
れ

て
い
な

い
，
他

の
回
線
と
物
理

的
に
分
離

さ
れ
た
送

電
線
か
ら

受
電
で
き
る

設
計
及
び

送
電
鉄
塔

の
基
礎

が
地
す
べ

り
等
の
無

い
安
定
し

た
地
盤
に
建

設
す
る
と

と
も
に
，
強
風
対
策

を
施
す
設
計

と
な
っ

て
い
る
こ

と
の
確
認

の
実
施
を

要
求
し
た
。
 

 

供
給
者
は

，
（
発
電
管
理
室

）
電
気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ

ネ
ー
ジ

ャ
ー
か
ら
の
要

求
を
受
け

て
，

送
電

系
統

の
物

理
的

分
離

及
び

送
電

鉄
塔

の
基

礎
が

地
す

べ
り

等
の

無
い

安
定

し
た

地
盤

に
建

設
さ
れ
て

い
る
こ
と

並
び
に
強

風
対
策
が
施

さ
れ
て
い

る
設
計

で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
確

認
し
，

そ
れ
を
業

務
報
告
書

と
し
て
当

社
に
提
出
し

た
。
 

 

（
発
電
管

理
室
）
電
気
・
制
御

グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
，
供

給
者
が
提

出
し
た
業
務

報
告

書
を
確
認

し
，
承
認

し
た
。
 

 

（
発
電
管

理
室
）
電
気
・
制
御

グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
，
供

給
者
か
ら

の
業
務
報
告

書
を

イ
ン
プ
ッ

ト
と
し
て

，
送
電
鉄
塔

が
物
理

的
に
分
離
さ
れ

て
い
る

こ
と
及
び

送
電
鉄
塔
の
基
礎
が

地
す

べ
り

等
の

無
い

安
定

し
た

地
盤

に
建

設
さ

れ
て

い
る

こ
と

並
び

に
強

風
対

策
が

施
さ

れ
て

い
る
こ
と

が
基
本
設

計
方
針
を

満
た
す
設
計

で
あ
る
こ

と
を
確

認
し
，
そ

の
結
果
を
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
と
し
て

常
用
電
源

設
備
の
健

全
性
に
関
す

る
設
計
結

果
に
取

り
ま
と
め
た
。
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各
段

階
 

設
計
，
工

事
及
び
検
査
の

業
務
フ

ロ
ー
 

組
織
内
外

の
部
門
間
 

の
相
互
関

係
 

◎
:
主
担
当
 

○
:関

連
 

実
績
 

(
○

) 

／
 

計
画
 

(
△

) 

実
 
 
施

 
 
内
 
 
容
 

（
設
計
，

工
事
及
び

検
査
に
係
る

品
質
管
理

の
方
法
等

に
関
す
る
活

動
の
実
施

結
果
）
 

備
 
 
考
 

当
社
 

供
給
者
 

本
店
 

発
電
所
 

供
給
者
 

業
務

実
績
又
は

業
務
計
画
 

記
録
等
 

（
発
電
管

理
室
）
電
気
・
制
御

グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
，
こ

れ
ら
の
設

計
資
料
を
レ

ビ
ュ

ー
し
，
承

認
し
た
。
 

  
 

 
 
【
送
電
関

係
一
覧
図

】
【
常

用
電
源
設
備
の

健
全
性

に
係
る
説

明
書
】
 

設 計
 

3
.
3
.
3 

(
2
) 

 
 

 
◎
 

◎
 

－
 

○
 

4
.
 

発
電
用
原
子
炉

施
設
の
電

力
供
給

確
保
に
関
す
る

設
計
 

 
 
（

発
電
管
理

室
）
電
気
・
制

御
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
及

び
保
守
総

括
グ
ル
ー
プ
マ

ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
，

発
電

用
原
子
炉

施
設
の
電

力
供
給
確
保

に
関
す
る

設
計
を
以

下
に
示

す
と
お
り
実
施

し
た
。
 

  
 

 
(1
)
 
電
力
の

供
給
が
同

時
に
停

止
し
な
い
設
計
 

 
 

 
 
a
. 

設
備

仕
様
に
係

る
設
計
 

 
 

 
 
 
 
（
発

電
管
理
室

）
電
気
・
制
御
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
及
び

保
守
総
括

グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ

ー
は
，
3
回

線
の
送
電
線

に
よ
る

連
系
に
関
す
る

設
備
設

計
に
つ
い

て
，
基
本
設
計

方
針

及
び

設
備
図
書

を
イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て

，
様
式
－

2
で
抽
出
し

た
電
線
路

の
，
い
ず
れ
の

2
回

線
が

喪
失

し
た

場
合

に
お

い
て

も
電

力
系

統
か

ら
発

電
用

原
子

炉
施

設
へ

の
電

力
の

供
給

が

停
止

し
な
い
設

計
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
，
そ
の

結
果
を
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト

と
し
て
設

備
仕
様
，

系
統

図
及
び
常

用
電
源
設
備
の
健
全
性

に
関
す
る

設
計
結
果

に
取
り
ま
と

め
た
。
 

  
 

 
 
 
 
保
守

総
括
グ
ル

ー
プ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
，
電
力
の
供

給
が
停
止

し
な
い
設

計
の
う
ち
，
健
全

性
に

係
る
「
環

境
条
件
等

」
の
設

計
を
Ⅴ
-
1
-
10
-
4
の
「
1
1.
 
健
全

性
に
係
る

設
計
」
で
実

施

し
た

。
 

 

（
発

電
管
理
室
）
電
気
・
制
御
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
及
び

保
守
総

括
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
こ
れ
ら
の
設

計
資
料

を
レ
ビ
ュ

ー
し
，
承
認
し

た
。
 

  
 

 
 
b
. 

各
機

器
固
有
の

設
計
 

 
 

 
 
 (
a)
 
耐

震
評
価
 

 
 

 
 
 
 
 
（

発
電
管
理

室
）
設

備
耐
震
グ
ル
ー

プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー

は
，
耐
震
評
価

を
Ⅴ
-
1
-
10
-4

の

「
4
. 

地
震
に

よ
る
損
傷
防
止
に
関
す

る
設
計
」

で
実
施
し

た
。
 

  
 

 
 
 
 
【
要
目
表
】
【
単
線

結
線
図
】
【
常
用

電
源
設

備
の
健
全
性
に

係
る
説
明

書
】
【
安
全
設
備

及
び

重
大

事
故

等
対

処
設

備
が

使
用

さ
れ

る
条

件
の

下
に

お
け

る
健

全
性

に
関

す
る

説
明

書
】

【
耐
震
性

に
関
す
る
説
明
書
】
 

  
 

 
(2
)
 
送
受
電

設
備
の
耐

震
性
，

津
波
，
塩
害
に

関
す
る

設
計
 

 
 

 
 
a
. 

設
備

仕
様
に
係

る
設
計
 

 
 

 
 
 
 
（
発
電

管
理
室
）
電
気
・
制
御
グ
ル

ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー

は
，
送

受
電
設
備

基
礎
の
支

持
性

能
に

関
す
る
設

備
設
計
に
つ
い
て
，
基

本
設
計
方

針
及
び
設

備
図
書
を
イ

ン
プ
ッ
ト

と
し
て
，

様
式

－
2
で
抽
出

し
た
開
閉
所

か
ら
主

発
電
機
側
の
送

受
電
設

備
に
つ
い

て
，
十
分
な
支

持
性

能
を

持
つ
地
盤

に
設
置
す
る
設
計
で
あ

る
こ
と
を

確
認
し
，
そ
の
結
果

を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

と
し

て
常

用
電
源
設

備
の
健
全
性
に
関
す
る

設
計
結
果

に
取
り
ま

と
め
た
。
 

  
 

 
 
 
 
（
発

電
管
理
室

）
電
気

・
制
御
グ
ル
ー

プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー

は
，
碍
子
，
遮

断
器
の

耐
津
波
，

耐
塩

害
対
策
に

関
す
る
設
備
設
計
に
つ

い
て
，
設
置

変
更
許
可

申
請
書
及

び
設
備
図
書
を

イ
ン

プ
ッ

ト
と
し
て

，
様
式
－
2
で

抽
出
し

た
碍
子
，
遮
断

器
は
耐

震
性
の
高

い
も
の
を
使
用

し
，

・
設
計
資

料
（
常
用
電
源

設

備
）
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各
段

階
 

設
計
，
工

事
及
び
検
査
の

業
務
フ

ロ
ー
 

組
織
内
外

の
部
門
間
 

の
相
互
関

係
 

◎
:
主
担
当
 

○
:関

連
 

実
績
 

(
○

) 

／
 

計
画
 

(
△

) 

実
 
 
施

 
 
内
 
 
容
 

（
設
計
，

工
事
及
び

検
査
に
係
る

品
質
管
理

の
方
法
等

に
関
す
る
活

動
の
実
施

結
果
）
 

備
 
 
考
 

当
社
 

供
給
者
 

本
店
 

発
電
所
 

供
給
者
 

業
務

実
績
又
は

業
務
計
画
 

記
録
等
 

津
波

に
対
し
て

隔
離
又
は
防
護
す
る
と

と
も
に
，
塩

害
を
考
慮

し
た
設
計

で
あ
る
こ
と
を

確
認

し
，
そ
の
結
果
を

ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
と
し

て
常
用
電
源
設

備
の
健

全
性
に
関

す
る
設
計
結
果

に
取

り
ま

と
め
た
。
 

  
 

 
 
 
 
保
守

総
括
グ
ル

ー
プ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

，
送
受

電
設
備
の
耐
震
性
，
津
波

，
塩
害

に
関
す
る

設
計

の
う
ち
，
健
全
性
に

係
る
「

環
境
条
件

等
」
の
設

計
を
Ⅴ

-1
-1
0-
4
の
「
11
.
 
健
全

性
に

係
る

設
計
」
で

実
施
し
た
。
 

 

（
発
電
管

理
室
）
電
気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
こ

れ
ら
の
設

計
資
料

を
レ
ビ

ュ
ー
し
，

承
認
し
た
。
 

 

 
 

 
 
b
. 

各
機

器
固
有
の

設
計
 

 
 

 
 
 (
a)
 
耐

震
評
価
 

 
 

 
 
 
 
 
（

発
電
管
理

室
）
設

備
耐
震
グ
ル
ー

プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー

は
，
耐
震
評
価

を
Ⅴ
-
1
-
10
-4

の

「
4
. 

地
震
に

よ
る
損
傷
防
止
に
関
す

る
設
計
」

で
実
施
し

た
。
 

 

 
 

 
 
 
 
【
常

用
電
源
設

備
の
健
全
性

に
係
る
説

明
書
】
【

安
全
設
備

及
び
重
大
事

故
等
対

処
設
備
が

使
用

さ
れ
る
条

件
の
下
に
お
け
る
健
全

性
に
関
す

る
説
明
書

】【
耐
震
性

に
関
す
る

説
明
書
】 

 

設 計
 

3
.
3
.
3 

(
2
) 

 
 

 
◎
 

〇
 

－
 

○
 

5
.
 

電
気
設
備
の
設

計
条
件
 

 
 
（
発
電

管
理
室
）
電
気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー

は
，
電
気
設
備
の

設
計
を
以

下
に
示
す

と
お

り
実

施
し
た
。
 

  
 

 
(1
)
 
電
気
設

備
の
異
常

の
予
防

等
に
関
す
る
設

計
事
項
 

 
 
（
発

電
管
理
室

）
電
気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
，
電
気

設
備
の
異

常
の
予

防
等
に

関
し

，
Ⅴ

-1
-1
0-
4
の
「

17
. 

電
気
設
備
の
設
計
」
の
「
(1
)
 
常
設

の
電
気
設
備
の
設
計
」
で

実
施

し
た
。
 

 

（
発
電
管

理
室
）
電
気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

，
こ
れ

ら
の
設
計

資
料
を
レ

ビ
ュ

ー
し
，
承

認
し
た
。
 

  
 

 
 
 
【
常
用

電
源
設
備

の
健
全

性
に
係
る
説
明

書
】
 

 

・
設
計
資

料
（
常
用
電
源

設

備
）
 

 

設 計
 

3
.
3
.
3 

(
3
) 

 
 

◎
 

◎
 

－
 

○
 

設
計

を
主
管
す

る
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ
-1
-1
0-

1
の
「
3
.3
.3
(1
) 

基
本
設
計
方
針

の
作

成
（
設
計

1）
」
及
び

Ⅴ
-1
-
10
-
1
の
「
3
.3
.3
(2
) 

適
合
性
確
認

対
象
設
備

の
各
条
文

へ
の
適

合
性
を
確
保

す
る

た
め
の
設
計
（

設
計

2）
」

に
基
づ
き

作
成
し
た

設
計
資
料
に

つ
い
て
，

原
設
計
者

以
外
の

者
に
検
証

を
実

施
さ
せ
，
承
認

し
た
。
 

 

・
設
計
資

料
（
常
用
電
源

設

備
）
 

 

設 計
 

3
.
3
.
3 

(
4
) 

 
 

◎
 

◎
 

－
 

○
 

設
計

を
主
管
す

る
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ
-1
-1
0-

1
の
「
3
.3
.3
(4
) 

工
事
計
画
認
可

申
請

書
の

作
成
」
に
基
づ
き

，
適
用
さ

れ
る
要
求

事
項
の
抜

け
が
な
い
よ

う
に
管
理

し
て
作
成

し
た
基

本
設
計
方

針
（

設
計

1）
及

び
適
用
さ
れ
る

技
術
基
準

の
条
項
に

対
応
し
た
基

本
設
計
方

針
を
用
い

て
実
施

し
た
詳
細

設
計

の
結
果
（
設
計

2
）
を
も
と

に
工
事
計

画
と
し
て

整
理
す
る
こ

と
に
よ
り

本
工
事
計

画
認
可

申
請
書
案

を
作

成
し
た
。
 

 

・
工
事
計

画
認
可
申
請
書

案
 

 

48



 

各
段

階
 

設
計
，
工

事
及
び
検
査
の

業
務
フ

ロ
ー
 

組
織
内
外

の
部
門
間
 

の
相
互
関

係
 

◎
:
主
担
当
 

○
:関

連
 

実
績
 

(
○

) 

／
 

計
画
 

(
△

) 

実
 
 
施

 
 
内
 
 
容
 

（
設
計
，

工
事
及
び

検
査
に
係
る

品
質
管
理

の
方
法
等

に
関
す
る
活

動
の
実
施

結
果
）
 

備
 
 
考
 

当
社
 

供
給
者
 

本
店
 

発
電
所
 

供
給
者
 

業
務

実
績
又
は

業
務
計
画
 

記
録
等
 

設
計

を
主
管
す
る
グ

ル
ー
プ
の

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
，
Ⅴ

-
1-
10
-1

の
「
3.
3
.3
(4
)d
. 

工
事

計
画
認

可
申
請

書
案

の
チ
ェ
ッ
ク
」

に
基
づ
き

，
作
成

し
た
工
事
計
画

認
可
申

請
書
案
に

つ
い
て
，
確
認

を
行
っ

た
。
 

設 計
 

3
.
3
.
3 

(
5
) 

 
 

○
 

◎
 

－
 

○
 

Ⅴ
-
1
-
10
-
1
の
「

3
.
3.
3
(
3)
 
設
計

の
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
に
対
す

る
検
証
」
及
び
Ⅴ

-1
-
1
0-
1
の
「
3
.
3
.3
(4
) 

d
.
 

工
事
計
画
認
可

申
請
書
案

の
チ
ェ

ッ
ク
」
を
実

施
し
た
工
事
計

画
認
可
申

請
書
案
に

つ
い
て
，
保
守
総

括
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
設
計
を

主
管
す
る

グ
ル
ー
プ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
が
作
成

し
た
資

料
を
取
り

ま
と

め
，
Ⅴ
-1
-
10
-1

の
「
3.
3
.3
(5
) 

工
事
計
画
認

可
申
請
書
の
承
認
」
に
基

づ
き
，
原

子
炉
施

設
保
安

運
営

委
員
会
へ
付
議

し
，
審
議

及
び
確

認
を
得
た
。
 

 ま
た

，
工
事
計

画
認
可
申

請
書
の
提
出

手
続
き
を

主
管
す
る
（
発
電
管
理

室
）
プ

ラ
ン
ト
管
理
グ

ル
ー
プ

マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は
，
原

子
力
規
制

委
員
会
及

び
経
済
産

業
大
臣
へ
の

提
出
手
続

き
の
た
め

，
発
電
管

理
室
長

の
承

認
を
得
た
。
 

 

・
原
子
力

炉
施
設
保
安
運

営

委
員

会
議
事
録
 

 

工 事 及 び 検 査
 

3
.
4
.
1 

3
.
4
.
2 

3
.
4
.
3 

3
.
4
.
4 

 
 

○
 

◎
 

○
 

△
 

工
事

を
主
管
す

る
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ

-
1-
10
-1

の
「

3.
4.
1 

本
工

事
計
画
に
基
づ

く
具

体
的

な
設
備
の
設
計

の
実
施
（

設
計

3）
」
に
基
づ

き
，
本
工
事
計

画
を
実
現

す
る
た
め

の
具
体

的
な
設
計

を
実

施
し
，
決
定
し

た
具
体
的

な
設
計

結
果
を
様
式
－
8
の
「
設
備

の
具
体
的

設
計
結
果

」
欄
に

取
り
ま
と

め
る

。
 

 

工
事

を
主
管
す

る
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ

-
1-
10
-1

の
「

3.
4.
2 

具
体

的
な
設
備
の
設

計
に

基
づ

く
工
事
の
実
施

」
に
基
づ

き
，
本

工
事
計
画
の
対

象
と
な

る
設
備
の

工
事
を
実
施
す

る
。
 

 

工
事

を
主
管
す

る
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
，
本
工
事
計

画
申
請
時

点
で
継
続

中
の
工
事
及

び
適
合

性
確

認
検
査
の
計
画

検
討
時
に

，
追
加

工
事
が
必
要
と

な
っ
た

場
合
，
Ⅴ

-1
-1
0-
1
の
「
3
.5
 
本

工
事
計
画

に
お

け
る
調
達
管
理

の
方
法
」

に
基
づ

き
，
供
給
者
か

ら
必
要

な
調
達
を

実
施
す
る
。
 

調
達

に
当
た
っ

て
は
，
Ⅴ
-
1-
10
-1

の
「

3.
5.
3(

1)
 
調
達
文

書
の
作
成
」
及
び
様
式
－
8
に
基

づ
き
，
必

要
な

調
達
要
求
事
項

を
「
調
達

文
書
」

へ
明
記
し
，
供

給
者
へ

の
情
報
伝

達
を
確
実
に
行

う
。
 

 

検
査
を

主
管
す

る
グ

ル
ー
プ
の

マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
は

，
Ⅴ

-
1-
1
0
-
1
の

「
3
.
4
.3
 

適
合

性
確

認
検

査
の

計

画
」
に
基

づ
き
，
本
工
事
計
画

の
対
象
設
備

が
，
技
術

基
準
規
則
の

要
求
を
満

た
し
た
設

計
の
結

果
で
あ
る

本
工

事
計
画
に
適
合

し
て
い
る

こ
と
を

確
認
す
る
た
め

の
適
合

性
確
認
検

査
を
計
画
す
る

。
 

検
査
を

主
管
す
る

グ
ル
ー

プ
の

マ
ネ
ー

ジ
ャ

ー
は
，
適

合
性

確
認
検

査
の
計

画
に

当
た
っ

て
Ⅴ

-1
-1

0-
1

の
「
3.
4.

3(
1）

適
合
性
確
認
検

査
の
方

法
の
決
定
」
に
基
づ

き
，
検
査
項
目

，
検

査
方
法
，
判
定
基

準
，
並

び
に

代
替

検
査

で
行

う
場

合
の

確
認

方
法

及
び

判
定

基
準

を
判

断
す

る
た

め
の

方
法

を
決

定
し

た
理

由
を

決
定

し
，
様
式
－
8
の
「
確
認

方
法
」
欄
へ

明
記
す
る

。
 

 

検
査

の
取
り
ま

と
め
を
主

管
す
る
グ
ル

ー
プ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
，
適

合
性
確
認

検
査
を
実
施
す

る
た
め

の
全

体
工
程
を
Ⅴ
-
1-
10
-1

の
「
3.
4.
4 

検
査
計
画

の
管
理
」
に
基

づ
き
管
理

す
る
。
 

 

・
様
式
－

8 

 
 
基
準

適
合
性
を
確
保

す

る
た

め
の
設
計
結
果

と

適
合

性
確
認
状
況
一

覧

表
 

・
調
達
文

書
 

・
検
査
計

画
 

 

工 事 及 び 検 査
 

3
.
4
.
5 

3
.
6
.
2 

 
 

－
 

◎
 

－
 

△
 

検
査

を
主
管
す

る
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ
-1
-1
0-

1
の
「
3
.4
.3
(1
) 

適
合
性
確
認
検

査
の

方
法

の
決
定
」
で
計

画
し
た
適

合
性
確

認
検
査
を
実
施

す
る
た

め
，
Ⅴ
-
1
-
10
-1

の
「

3.
4.
5(

1)
 
適
合
性

確
認

検
査
の
検
査
要

領
書
の
作

成
」
に
基

づ
き
，
以
下

の
項
目
を

明
確
に
し

た
「
検
査
要
領

書
」
を
作

成
し
，

主
任

技
術
者
の
確
認

及
び
品
質

保
証
責

任
者
の
審
査
を

経
て
制

定
す
る
。
 

 ・
検

査
目
的
，
検
査

対
象
範
囲

，
検
査

項
目
，
検
査
方

法
，
判

定
基
準
，

検
査
体
制
，
 

不
適

合
管
理
，
検
査
手
順
，
検

査
工
程

，
検
査
概

要
，
検
査
用

計
器
一
覧

，
検
査
成

績
書
の
事
項
 

・
検
査
要

領
書
 

・
検
査
記

録
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各
段

階
 

設
計
，
工

事
及
び
検
査
の

業
務
フ

ロ
ー
 

組
織
内
外

の
部
門
間
 

の
相
互
関

係
 

◎
:
主
担
当
 

○
:関

連
 

実
績
 

(
○

) 

／
 

計
画
 

(
△

) 

実
 
 
施

 
 
内
 
 
容
 

（
設
計
，

工
事
及
び

検
査
に
係
る

品
質
管
理

の
方
法
等

に
関
す
る
活

動
の
実
施

結
果
）
 

備
 
 
考
 

当
社
 

供
給
者
 

本
店
 

発
電
所
 

供
給
者
 

業
務

実
績
又
は

業
務
計
画
 

記
録
等
 

 

工
事

又
は
検
査

を
主
管
す

る
グ
ル
ー
プ

の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ

-1
-1
0-
1
の
「
3
.6
.2
 
識
別
管

理
及
び

追
跡

可
能
性
」
に
基

づ
き
，
適

合
性
確

認
検
査
対
象
設

備
を
識

別
す
る
。
 

 

検
査

を
主
管
す

る
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
Ⅴ
-1
-1
0-

1
の
「
3
.4
.5
(3
) 

適
合
性
確
認
検

査
の

体
制

」
に
基
づ
き
，

適
合
性
確

認
検
査

の
体
制
を
構
成

す
る
。
 

 

事
業

者
検
査
員

は
，
Ⅴ
-
1
-1
0-
1
の
「
3
.4
.
5
(4
)
 
適

合
性
確
認

検
査
の
実
施
」
に
基
づ
き
，
「
検
査

要
領

書
」
に

基
づ
き
確
立
さ

れ
た
検
査

体
制
の
下

で
適
合
性

確
認
検
査
を

実
施
し
，
そ

の
結
果
を

検
査
実
施

責
任

者
に

報
告
す
る
。
 

 

報
告

を
受
け
た

検
査
実
施

責
任
者
は
，
適
合
性

確
認
検
査
が
検

査
要
領
書

に
基
づ
き

適
切
に
実
施

さ
れ
た

こ
と

及
び
検
査
結
果

が
判
定
基

準
に
適

合
し
て
い
る
こ

と
を
確

認
し
た
の

ち
，
検
査
を
主

管
す
る

グ
ル
ー
プ

の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
及

び
主
任
技

術
者
に

報
告
す
る
。
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基
本
設
計
方
針
か
ら
工
認
添
付
説
明
書
お
よ
び
様
式
－
１
へ
の
展
開
表
 

【
対
象
施
設
：

常
用
電
源

設
備
】

 
基

本
設
計

方
針
 

工
認

添
付
説
明

書
と
の
関
係
 

様
式
１
へ

の
反
映
結

果
 

変
更

前
 

変
更

後
 

用
語

の
定

義
は

「
発

電
用

原
子

力
設

備
に

関
す

る
技

術
基

準
を

定
め

る
省

令
」
，
「

実
用

発
電

用
原

子
炉

及
び

そ
の

附
属

施
設
の
位

置
，
構
造

及
び
設
備
の

基
準
に
関

す
る
規
則

」
及
び

「
実

用
発

電
用

原
子

炉
及

び
そ

の
附

属
施

設
の

技
術

基
準

に

関
す
る
規

則
」
並
び

に
こ
れ
ら
の

解
釈
に
よ

る
。
 

用
語

の
定

義
は

「
実

用
発

電
用

原
子

炉
及

び
そ

の
附

属
施

設
の

位
置

，
構

造
及

び
設

備
の

基
準

に
関

す
る

規
則

」
及

び

「
実

用
発

電
用

原
子

炉
及

び
そ

の
附

属
施

設
の

技
術

基
準

に

関
す
る
規

則
」
並
び

に
こ
れ
ら
の

解
釈
に
よ

る
。
 

－
 

－
 

（
用
語
の

定
義
の
み

）
 

第
１

章
 
共
通

項
目
 

常
用

電
源

設
備

の
共

通
項

目
で

あ
る

「
1
.
 

地
盤

等
，

2.
 

自
然

現
象

（
2
.
2
 

津
波

に
よ

る
損

傷
の

防
止

を
除

く
）
，

3.
 

火
災
，
5.
 
設
備
に

対
す
る
要
求
（
5.
2
 
材
料
及
び
構
造
等
，

5
.
3
 

使
用

中
の

亀
裂

等
に

よ
る

破
壊

の
防

止
，

5
.4

 
耐

圧

試
験
等
，
5.
5
 
安
全
弁
等
，
5
.
6
 
逆
止
め
弁
，
5
.7
 
内
燃

機
関
を
除

く
。
）
，
6.
 
そ
の
他
」
の
基
本
設

計
方
針
に

つ
い
て

は
，
原
子

炉
冷
却
系

統
施
設
の
基

本
設
計
方

針
「
第
１

章
 
共

通
項
目
」

に
基
づ
く

設
計
と
す
る

。
 

第
１

章
 
共
通

項
目
 

常
用

電
源

設
備

の
共

通
項

目
で

あ
る

「
1
.
 

地
盤

等
，

2.
 

自
然

現
象

（
2
.
2
 

津
波

に
よ

る
損

傷
の

防
止

を
除

く
）
，

3.
 

火
災
，
5.
 
設
備

に
対
す
る
要
求
（
5.
2
 
材
料
及
び
構
造
等
，

5
.
3
 

使
用

中
の

亀
裂

等
に

よ
る

破
壊

の
防

止
，

5
.
4
 

耐
圧

試
験
等
，
5.
5
 
安
全
弁
等
，
5
.
6
 
逆
止
め
弁
，
5
.7
 
内
燃

機
関
を
除

く
。
）
，
6
. 

そ
の
他
」
の
基
本
設

計
方
針

に
つ
い
て

は
，
原
子

炉
冷
却

系
統
施
設
の
基

本
設
計
方

針
「
第

１
章
 
共

通
項
目
」

に
基
づ
く

設
計
と
す
る

。
 

 

－
 

1.
 
共
通
的
に
適
用

さ
れ
る
設

計
 

第
２

章
 
個
別

項
目
 

1
.
 

保
安
電
源

設
備
 

1.
1 

発
電
所

構
内
に
お

け
る
電
気
系
統

の
信
頼
性

確
保
 

1
.
1
.
1
 

機
器

の
破

損
，

故
障

そ
の

他
の

異
常

の
検

知
と

拡

大
防

止
 

安
全

施
設

へ
電

力
を

供
給

す
る

保
安

電
源

設
備

は
，
電
線
路

，
発
電
用

原
子
炉
施
設

に
お
い
て

常
時
使

用
さ

れ
る

発
電

機
，

外
部

電
源

系
及

び
非

常
用

所
内

電
源

系
か

ら
安

全
施

設
へ

の
電

力
の

供
給

が
停

止
す

る
こ

と
が
な
い

よ
う
，
発
電
機
，
送
電
線
，
変

圧
器
，

母
線

等
に
保
護

継
電
器
を
設
置

し
，
機

器
の
損
壊

，
故

障
そ

の
他

の
異

常
を

検
知

す
る

と
と

も
に

，
異

常
を

検
知

し
た
場
合

は
，
空
気
し
ゃ
断
器
，
ガ
ス
し
ゃ

断
器

あ
る

い
は

メ
タ

ル
ク

ラ
ッ

ド
開

閉
装

置
等

の
遮

断
器

が
動

作
す

る
こ

と
に

よ
り

，
そ

の
拡

大
を

防
止

す
る

設
計

と
す
る
。
 

第
２

章
 
個
別

項
目
 

1
.
 

保
安
電
源

設
備
 

1.
1 

発
電
所

構
内
に
お

け
る
電
気
系
統

の
信
頼
性

確
保
 

1
.
1
.
1
 

機
器

の
破

損
，

故
障

そ
の

他
の

異
常

の
検

知
と

拡

大
防

止
 

安
全

施
設

へ
電

力
を

供
給

す
る

保
安

電
源

設
備

は
，
電
線
路

，
発
電
用

原
子
炉
施
設

に
お
い
て

常
時
使

用
さ

れ
る

発
電

機
，

外
部

電
源

系
及

び
非

常
用

所
内

電
源

系
か

ら
安

全
施

設
へ

の
電

力
の

供
給

が
停

止
す

る
こ

と
が
な
い

よ
う
，
発
電
機
，
送
電
線
，
変

圧
器
，

母
線

等
に
保
護

継
電
器
を
設
置

し
，
機

器
の
損

壊
，
故

障
そ

の
他

の
異

常
を

検
知

す
る

と
と

も
に

，
異

常
を

検
知

し
た

場
合

は
，

ガ
ス

絶
縁

開
閉

装
置

あ
る

い
は

メ
タ

ル
ク

ラ
ッ

ド
開

閉
装

置
等

の
遮

断
器

が
動

作
す

る
こ

と
に

よ
り

，
そ

の
拡

大
を

防
止

す
る

設
計

と
す

る
。
 

【
45

条
8】

 

Ⅴ
-
1-
9-
2-

1 
常
用
電
源

設
備
の
健
全

性
に
関
す

る
説
明
書

 

2.
1.
1 

機
器

の
破
損
，

故
障
そ
の
他
の

異
常
の
検

知
と
拡

大
防
止
 

3.
1.
4 

機
器

の
破
損
，

故
障
そ
の
他
の

異
常
の
検

知
と
拡

大
防
止
 

3.
2.
1 

機
器

の
破
損
，

故
障
そ
の
他
の

異
常
の
検

知
と
拡

大
防
止
 

3.
3.
2 

機
器

の
破
損
，

故
障
そ
の
他
の

異
常
の
検

知
と
拡

大
防
止
 

3.
4.
1 

機
器

の
破
損
，

故
障
そ
の
他
の

異
常
の
検

知
と
拡

大
防
止
 

2
.
 

発
電

所
構

内
に

お
け

る
電

気
系

統
の

信
頼

性
確

保
に

関
す

る
設
計
 

(
1
)
 

機
器

の
破

損
，

故
障

そ
の

他
の

異
常

の
検

知
と

拡
大

防

止
に
関
す

る
設
計
 

特
に

重
要

安
全

施
設

に
給

電
す

る
系

統
に

お
い

て

は
，
多
重
性
を

有
し
，
系
統
分
離
が

可
能
で
あ

る
母
線

で
構

成
し
，
信

頼
性
の
高
い
機

器
を
設

置
す
る
。
 

特
に

重
要

安
全

施
設

に
給

電
す

る
系

統
に

お
い

て

は
，
多
重
性
を

有
し
，
系
統
分
離
が

可
能
で
あ

る
母
線

で
構

成
し
，
信

頼
性
の
高
い
機

器
を
設

置
す
る
。
 

【
45

条
9】

 

Ⅴ
-
1-
9-
2-

1 
常
用
電
源

設
備
の
健
全

性
に
関
す

る
説
明
書

 

3.
1.
4 

機
器

の
破
損
，

故
障
そ
の
他
の

異
常
の
検

知
と
拡

大
防
止
 

3.
3.
2 

機
器

の
破
損
，

故
障
そ
の
他
の

異
常
の
検

知
と
拡

大
防
止
 

2
.
 

発
電

所
構

内
に

お
け

る
電

気
系

統
の

信
頼

性
確

保
に

関
す

る
設
計
 

(
2
)
 

機
器

の
破

損
，

故
障

そ
の

他
の

異
常

の
検

知
と

拡
大

防

止
に
関
す

る
設
計
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基
本
設
計

方
針
 

工
認

添
付
説
明

書
と
の
関
係
 

様
式
１
へ

の
反
映
結

果
 

変
更

前
 

変
更

後
 

常
用

高
圧

母
線

(
メ

タ
ル

ク
ラ

ッ
ド

開
閉

装
置

で

構
成

)は
，
7
母
線
で

構
成
し
，
通

常
運
転
時

に
必
要

な
負

荷
を

各
母

線
に

振
り

分
け

給
電

す
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

母
線

か
ら

動
力

変
圧

器
を

通
し

て
降

圧
し

，
常

用
低

圧
母

線
(
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
及

び
モ

ー
タ

コ
ン

ト

ロ
ー

ル
セ
ン
タ

で
構
成
)
へ
給
電

す
る
。
 

ま
た

，
高

圧
及

び
低

圧
母

線
等

で
故

障
が

発
生

し

た
際

は
，

遮
断

器
に

よ
り

故
障

箇
所

を
隔

離
で

き
る

設
計

と
し

，
故

障
に

よ
る

影
響

を
局

所
化

で
き

る
と

と
も

に
，

他
の

安
全

施
設

へ
の

影
響

を
限

定
で

き
る

設
計

と
す
る
。
 

常
用

高
圧

母
線

(
メ

タ
ル

ク
ラ

ッ
ド

開
閉

装
置

で

構
成

)は
，
7
母
線
で

構
成
し
，
通

常
運
転
時

に
必
要

な
負

荷
を

各
母

線
に

振
り

分
け

給
電

す
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

母
線

か
ら

動
力

変
圧

器
を

通
し

て
降

圧
し

，
常

用
低

圧
母

線
(
パ

ワ
ー

セ
ン

タ
及

び
モ

ー
タ

コ
ン

ト

ロ
ー

ル
セ
ン
タ

で
構
成
)
へ
給
電

す
る
。
 

ま
た

，
高

圧
及

び
低

圧
母

線
等

で
故

障
が

発
生

し

た
際

は
，

遮
断

器
に

よ
り

故
障

箇
所

を
隔

離
で

き
る

設
計

と
し

，
故

障
に

よ
る

影
響

を
局

所
化

で
き

る
と

と
も

に
，

他
の

安
全

施
設

へ
の

影
響

を
限

定
で

き
る

設
計

と
す
る
。
 

【
45

条
30
】
 

－
 

－
 

（
追

加
要
求
事
項
な

し
）
 

常
用
の
直

流
電
源
設
備
は

，
蓄

電
池
，
充
電
器
，
直

流
主

母
線
盤
等

で
構
成
す
る
。

 

常
用

の
直

流
電

源
設

備
は

，
タ

ー
ビ

ン
の

非
常

用

油
ポ

ン
プ

，
発

電
機

の
非

常
用

密
封

油
ポ

ン
プ

等
へ

給
電

す
る
設
計

と
す
る
。
 

常
用
の
直

流
電
源
設
備
は

，
蓄

電
池
，
充
電
器

，
直

流
主

母
線
盤
等

で
構
成
す
る
。

 

常
用

の
直

流
電

源
設

備
は

，
タ

ー
ビ

ン
の

非
常

用

油
ポ

ン
プ

，
発

電
機

の
非

常
用

密
封

油
ポ

ン
プ

等
へ

給
電

す
る
設
計

と
す
る
。
 

【
45

条
31
】
 

－
 

－
 

（
追

加
要
求
事
項
な

し
）
 

常
用

の
計

測
制

御
用

電
源

設
備

は
，

計
装

用
交

流

母
線

で
構
成
す

る
。
 

常
用

の
計

測
制

御
用

電
源

設
備

は
，

計
装

用
交

流

母
線

で
構
成
す

る
。
 

【
45

条
32
】
 

－
 

－
 

（
追

加
要
求
事
項
な

し
）
 

常
用

電
源

設
備

の
動

力
回

路
の

ケ
ー

ブ
ル

は
，

負

荷
の

容
量

に
応

じ
た

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
す

る
設

計
と

し
，

多
重

化
し

た
非

常
用

電
源

設
備

の
動

力
回

路
の

ケ
ー

ブ
ル

の
系

統
分

離
対

策
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

設
計

と
す

る
と

と
も

に
，

制
御

回
路

や
計

装
回

路
へ

の
電

気
的
影
響

を
考
慮
し
た
設

計
と
す

る
。
 

常
用

電
源

設
備

の
動

力
回

路
の

ケ
ー

ブ
ル

は
，

負

荷
の

容
量

に
応

じ
た

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
す

る
設

計
と

し
，

多
重

化
し

た
非

常
用

電
源

設
備

の
動

力
回

路
の

ケ
ー

ブ
ル

の
系

統
分

離
対

策
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

設
計

と
す

る
と

と
も

に
，

制
御

回
路

や
計

装
回

路
へ

の
電

気
的
影
響

を
考
慮
し
た
設

計
と
す

る
。
 

【
45

条
33
】
 

－
 

－
 

（
追

加
要
求
事
項
な

し
）
 

 

1
.
1
.
2
 

1
相

の
電

路
の

開
放

に
対

す
る

検
知

及
び

電
力

の

安
定

性
回
復
 

変
圧
器
一

次
側
に
お
い
て

3
相

の
う
ち
の

1
相
の

電
路

の
開

放
が

生
じ

た
場

合
に

検
知

で
き

る
よ

う
，

変
圧

器
一

次
側

の
電

路
は

，
電

路
を

筐
体

に
内

包
す

る
変

圧
器

や
ガ

ス
絶

縁
開

閉
装

置
等

に
よ

り
構

成

し
，
3
相
の

う
ち
の

1
相
の
電
路
の

開
放
が
生

じ
た
場

合
に

保
護

継
電

器
に

て
自

動
で

故
障

箇
所

の
隔

離
及

び
非

常
用

母
線

の
受

電
切

替
が

で
き

る
設

計
と

し
，

電
力

の
供

給
の

安
定

性
を

回
復

で
き

る
設

計
と

す

る
。
 

Ⅴ
-
1-
9-
2-

1 
常
用
電
源

設
備
の
健
全

性
に
関
す

る
説
明
書

 

2.
1.
2 

1
相

の
電
路
の
開
放
に
対
す
る

検
知
及
び

電
力
の
安

定
性
回
復
 

3.
3.
3 

1
相

の
電
路
の
開
放
に
対
す
る

検
知
及
び

電
力
の
安

定
性
回
復
 

2
.
 

発
電

所
構

内
に

お
け

る
電

気
系

統
の

信
頼

性
確

保
に

関
す

る
設
計
 

(
2
)
 

１
相

の
電

路
の

開
放

の
検

知
及

び
電

力
の

安
定

性
回

復

に
関
す
る

設
計
 

52



基
本
設
計

方
針
 

工
認

添
付
説
明

書
と
の
関
係
 

様
式
１
へ

の
反
映
結

果
 

変
更

前
 

変
更

後
 

 

送
電
線
に

お
い
て

3
相
の
う
ち

の
1
相

の
電
路
の

開
放

が
生
じ
た

場
合
，
27
5k
V
送
電

線
は

1
回

線
で
の

電
路

の
開

放
時

に
，

安
全

施
設

へ
の

電
力

の
供

給
が

不
安

定
に

な
ら

な
い

よ
う

，
多

重
化

し
た

設
計

と
す

る
。
ま
た

，
電
力

送
電
時
，
保
護
装

置
に
よ
る

3
相
の

電
流

不
平

衡
監

視
に

て
常

時
自

動
検

知
で

き
る

設
計

と
す

る
。

さ
ら

に
保

安
規

定
に

定
め

て
い

る
巡

視
点

検
を

加
え

る
こ

と
で

，
保

護
装

置
に

よ
る

検
知

が
期

待
で

き
な

い
場

合
の

１
相

開
放

故
障

や
、

そ
の

兆
候

を
早

期
に
検
知

で
き
る
設
計
と

す
る
。
 

15
4k
V
送
電
線

は
，
各
相
の
不
足

電
圧
継

電
器
に
て

常
時

自
動
検
知

で
き
る
設
計
と

す
る
。
 

27
5k
V
送
電
線

及
び

15
4
kV

送
電
線
に
お

い
て

1
相

の
電

路
の

開
放

を
検

知
し

た
場

合
は

，
自

動
又

は
手

動
で

故
障

箇
所

の
隔

離
及

び
非

常
用

母
線

の
受

電
切

替
が

で
き

る
設

計
と

し
，

電
力

の
供

給
の

安
定

性
を

回
復

で
き
る
設

計
と
す
る
。
 

【
45

条
11
】
 

Ⅴ
-
1-
9-
2-

1 
常
用
電
源

設
備
の
健
全

性
に
関
す

る
説
明
書

 

2.
1.
2 

1
相

の
電
路
の
開
放
に
対
す
る

検
知
及
び

電
力
の
安

定
性
回
復
 

3.
1.
5 

1
相

の
電
路
の
開
放
に
対
す
る

検
知
及
び

電
力
の
安

定
性
回
復
 

2
.
 

発
電

所
構

内
に

お
け

る
電

気
系

統
の

信
頼

性
確

保
に

関
す

る
設
計
 

(
2
)
 

１
相

の
電

路
の

開
放

の
検

知
及

び
電

力
の

安
定

性
回

復

に
関
す
る

設
計
 

1.
2 

電
線
路

の
独
立
性

及
び
物
理
的
分

離
 

発
電

用
原

子
炉

施
設

は
，

重
要

安
全

施
設

が
そ

の
機

能

を
維

持
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る
電

力
を

当
該

重
要

安
全

施
設

に
供

給
す

る
た

め
，

電
力

系
統

に
連

系
す

る
設

計
と

す
る
。
 

 設
計

基
準

対
象

施
設

は
，

送
受

電
可

能
な

回
線

と
し

て

2
7
5
k
V
送

電
線
（

東
京
電
力

パ
ワ
ー
グ
リ

ッ
ド
株
式

会
社
東

海
原
子
力

線
）
1
ル
ー
ト

2
回
線
及
び
受

電
専
用
の

回
路
と

し
て

15
4
k
V
送

電
線
（
東

京
電
力
パ
ワ

ー
グ
リ
ッ

ド
株
式

会
社
村
松

線
・
原
子
力

1
号
線
）
1
ル
ー
ト

1
回
線
の

合
計

2
ル
ー
ト

3
回
線
に
て

，
電

力
系
統
に
接

続
す
る
設

計
と
す

る
。
 

 2
7
5
k
V
送
電
線

2
回

線
は
，
東
京
電

力
パ
ワ
ー

グ
リ
ッ
ド

株
式
会
社

那
珂
変
電

所
に
連
系
す

る
設
計
と

す
る
。
ま
た
，

1
54
kV

送
電
線

1
回
線
は

，
東
京
電
力
パ

ワ
ー
グ
リ

ッ
ド
株

式
会
社
茨

城
変
電
所

に
連
系
し
，
さ
ら
に

，
上
流
側

接
続
先

で
あ

る
東

京
電

力
パ

ワ
ー

グ
リ

ッ
ド

株
式

会
社

那
珂

変
電

所
に
連
系

す
る
設
計

と
す
る
。
 

1.
2 

電
線
路

の
独
立
性

及
び
物
理
的
分

離
 

発
電

用
原

子
炉

施
設

は
，

重
要

安
全

施
設

が
そ

の
機

能

を
維

持
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る
電

力
を

当
該

重
要

安
全

施
設

に
供

給
す

る
た

め
，

電
力

系
統

に
連

系
し

た
設

計
と

す
る
。
 

【
4
5
条

1
】
 

設
計

基
準

対
象

施
設

は
，

送
受

電
可

能
な

回
線

と
し

て

2
7
5
k
V
送

電
線
（

東
京
電
力

パ
ワ
ー
グ
リ

ッ
ド
株
式

会
社
東

海
原
子
力

線
）
1
ル
ー
ト

2
回
線
及
び
受

電
専
用
の

回
路
と

し
て

1
54
k
V
送

電
線
（
東

京
電
力
パ
ワ

ー
グ
リ
ッ

ド
株
式

会
社
村
松

線
・
原
子
力

1
号
線
）
1
ル
ー
ト

1
回
線

の
合
計

2
ル
ー
ト

3
回
線
に
て
，
電

力
系
統
に
接

続
す
る
設

計
と
す

る
。
 

【
4
5
条

1
2】

 

2
7
5
k
V
送
電
線

2
回

線
は
，
東
京
電

力
パ
ワ
ー

グ
リ
ッ
ド

株
式
会
社

那
珂
変
電

所
に
連
系
す

る
設
計
と

す
る
。
ま
た
，

1
54
k
V
送

電
線

1
回
線
は
，
東
京
電
力
パ

ワ
ー
グ
リ

ッ
ド
株

式
会
社
茨

城
変
電
所

に
連
系
し
，
さ
ら
に

，
上
流
側

接
続
先

で
あ

る
東

京
電

力
パ

ワ
ー

グ
リ

ッ
ド

株
式

会
社

那
珂

変
電

所
に
連
系

す
る
設
計

と
す
る
。
 

【
4
5
条

1
3】

 

－
 

－
 

（
追

加
要
求
事
項
な

し
）
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基
本
設
計

方
針
 

工
認

添
付
説
明

書
と
の
関
係
 

様
式
１
へ

の
反
映
結

果
 

変
更

前
 

変
更

後
 

 
上
記

2
ル
ー
ト

3
回

線
の
送
電
線

の
独
立
性

を
確
保
す

る
た
め
，
万
一
，
送
電
線
の

上
流
側
接
続

先
で
あ
る

東
京
電

力
パ

ワ
ー

グ
リ

ッ
ド

株
式

会
社

那
珂

変
電

所
が

停
止

し
た

場
合

で
も

，
外

部
電

源
系

か
ら

の
電

力
供

給
が

可
能

と
な

る
よ

う
，

東
京

電
力

パ
ワ

ー
グ

リ
ッ

ド
株

式
会

社
の

新
筑

波
変

電
所

か
ら

西
水

戸
変

電
所

及
び

茨
城

変
電

所
を

経
由

す
る

ル
ー

ト
で

本
発

電
所

に
電

力
を

供
給

す
る

こ
と

が
可

能
な
設
計

と
す
る
こ

と
を
確
認
す

る
。
 

【
4
5
条

1
4】

 

ま
た

，
東

京
電

力
パ

ワ
ー

グ
リ

ッ
ド

株
式

会
社

那
珂

変

電
所

が
停

止
し

た
場

合
の

，
東

京
電

力
パ

ワ
ー

グ
リ

ッ
ド

株
式

会
社

の
新

筑
波

変
電

所
か

ら
本

発
電

所
へ

の
電

力
供

給
に
つ
い

て
は
，
予
め
定
め
ら
れ

た
手
順
，
体
制
等

に
基
づ

き
，

昼
夜

問
わ

ず
，

確
実

に
実

施
さ

れ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。
 

【
4
5
条

1
5】

 

な
お

，
東

京
電

力
パ

ワ
ー

グ
リ

ッ
ド

株
式

会
社

茨
城

変

電
所

が
停

止
し

た
場

合
に

は
，

外
部

電
源

系
か

ら
の

電
力

供
給

が
可

能
と

な
る

よ
う

，
東

京
電

力
パ

ワ
ー

グ
リ

ッ
ド

株
式

会
社

那
珂

変
電

所
を

経
由

す
る

ル
ー

ト
で

本
発

電
所

に
電

力
を

供
給

す
る

こ
と

が
可

能
な

設
計

と
す

る
こ

と
を

確
認
す
る

。
 

【
4
5
条

1
6】

 

Ⅴ
-
1-
9-
2-

1 
常
用
電
源

設
備
の
健
全

性
に
関
す

る
説
明
書

 

2.
2 

電
線
路

の
独
立
性

及
び
物
理
的
分

離
 

3.
1.
2 

独
立

性
が
確
保

さ
れ
た
電
線
路

か
ら
の
受

電
 

3
.
 

電
線
路
の
独
立

性
及
び
物

理
的
分

離
に
関
す
る
設

計
 

(1
) 

送
電
系
統
の

独
立
性
に
関

す
る
設

計
 

 
設

計
基

準
対

象
施

設
は

，
電

線
路

の
う

ち
少

な
く

と
も

１
回
線
は

，
同
一

の
送
電
鉄
塔
に

架
線
さ
れ

て
い
な
い

，
他

の
回

線
と

物
理

的
に

分
離

さ
れ

た
送

電
線

か
ら

受
電

す
る

設
計
と
す

る
。
 

【
4
5
条

1
7】

 

Ⅴ
-
1-
9-
2-

1 
常
用
電
源

設
備
の
健
全

性
に
関
す

る
説
明
書

 

2.
2 

電
線
路

の
独
立
性

及
び
物
理
的
分

離
 

3.
1.
3.
1 

送
電
線
の
物

理
的
分
離
 

3
.
 

電
線
路
の
独
立

性
及
び
物

理
的
分

離
に
関
す
る
設

計
 

(2
) 

送
電
系
統
の

物
理
的
分
離

に
関
す

る
設
計
 

 
ま
た

，
大
規
模

な
盛
土
の

崩
壊
，
大
規
模
な

地
す
べ
り
，

急
傾

斜
地

の
崩

壊
に

対
し

鉄
塔

基
礎

の
安

定
性

が
確

保
さ

れ
，

台
風

等
に

よ
る

強
風

発
生

時
及

び
着

氷
雪

の
事

故
防

止
対
策
が

図
ら
れ

，
送
電
線
の
近

接
箇
所
に

お
い
て
は

，
必

要
な

絶
縁

距
離

及
び

水
平

距
離

が
確

保
さ

れ
た

送
電

線
か

ら
受
電
す

る
設
計
と

す
る
。
 

【
4
5
条

1
8】

 

Ⅴ
-
1-
9-
2-

1 
常
用
電
源

設
備
の
健
全

性
に
関
す

る
説
明
書

 

2.
2 

電
線
路

の
独
立
性

及
び
物
理
的
分

離
 

3.
1.
3.
2 

鉄
塔
基
礎
の

安
定
性
 

3.
1.
3.
3 

送
電
線
の
強

風
対
策
 

3
.
 

電
線
路
の
独
立

性
及
び
物

理
的
分

離
に
関
す
る
設

計
 

(2
) 

送
電
系
統
の

物
理
的
分
離

に
関
す

る
設
計
 

 
1
.
3
 
発
電
用

原
子
炉
施

設
へ
の
電
力
供

給
確
保
 

設
計

基
準

対
象

施
設

に
接

続
す

る
電

線
路

は
，

い
ず

れ

の
2
回
線
が
喪

失
し
た
場

合
に
お
い
て

も
電
力
系

統
か
ら

発
電

用
原

子
炉

施
設

へ
の

電
力

の
供

給
が

停
止

し
な

い
設

Ⅴ
-
1-
9-
2-

1 
常
用
電
源

設
備
の
健
全

性
に
関
す

る
説
明
書

 

2.
3 

発
電
用

原
子
炉
施

設
の
電
力
供
給

確
保
 

3.
3.
1.
1 

2
回
線
喪
失
時
の
電
力
供
給

継
続
 

4
.
 

発
電
用
原
子
炉

施
設
の
電

力
供
給

確
保
に
関
す
る

設
計
 

(1
) 

電
力
の
供
給

が
同
時
に
停

止
し
な

い
設
計
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基
本
設
計

方
針
 

工
認

添
付
説
明

書
と
の
関
係
 

様
式
１
へ

の
反
映
結

果
 

変
更

前
 

変
更

後
 

計
と
し
，
27
5
kV

送
電
線

2
回
線
は
起
動

変
圧
器
を

介
し
て

接
続
す
る

と
と
も
に
，
15

4k
V
送
電
線

1
回
線
は
予

備
変
圧

器
を
介
し

て
接
続
す

る
設
計
と
す

る
。
 

【
4
5
条

1
9】

 

 
開

閉
所

か
ら

主
発

電
機

側
の

送
受

電
設

備
は

，
十

分
な

支
持

性
能

を
持

つ
地

盤
に

設
置

す
る

と
と

も
に

，
耐

震
性

の
高

い
，

可
と

う
性

の
あ

る
懸

垂
碍

子
及

び
重

心
の

低
い

ガ
ス
絶
縁

開
閉
装
置

を
設
置
す
る

設
計
と
す

る
。
 

【
4
5
条

2
0】

 

さ
ら

に
防

潮
堤

に
よ

り
津

波
の

影
響

を
受

け
な

い
エ

リ

ア
に
設
置

す
る
と
と

も
に
，
塩
害
を
考

慮
し
，
27
5
k
V
送
電

線
引

留
部

の
碍

子
に

対
し

て
は

，
碍

子
洗

浄
が

で
き

る
設

計
と
し
，
1
5
4k
V
送
電
線
引
留
部
の

碍
子
に
対

し
て
は
，
絶

縁
強

化
を

施
し

た
碍

子
を

設
置

し
、

遮
断

器
等

に
対

し
て

は
，

電
路

が
タ

ン
ク

に
内

包
さ

れ
て

い
る

ガ
ス

絶
縁

開
閉

装
置
を
設

置
す
る
。
 

【
4
5
条

2
1】

 

Ⅴ
-
1-
9-
2-

1 
常
用
電
源

設
備
の
健
全

性
に
関
す

る
説
明
書

 

3.
3.
1.
2 

開
閉
所
等
の

基
礎
 

3.
3.
1.
3 

碍
子
及
び
遮

断
器
等
の
耐
震

性
 

3.
3.
1.
4 

碍
子
及
び
遮

断
器
等
へ
の
津

波
の
影
響
 

3.
3.
1.
5 

碍
子
及
び
遮

断
器
等
の
塩
害

対
策
 

4
.
 

発
電
用
原
子
炉

施
設
の
電

力
供
給

確
保
に
関
す
る

設
計
 

(2
) 

送
受
電
設
備

の
耐
震
性
，

津
波
，

塩
害
に
関
す
る

設
計
 

2
.
 

主
要
対
象

設
備
 

常
用

電
源

設
備

の
対

象
と

な
る

主
要

な
設

備
に

つ
い

て
，

「
表

1 
常
用
電
源
設
備

の
主
要

設
備
リ
ス

ト
」
に
示
す
。

 

2
.
 

主
要
対
象

設
備
 

常
用

電
源

設
備

の
対

象
と

な
る

主
要

な
設

備
に

つ
い

て
，

「
表

1 
常
用
電
源
設
備

の
主
要

設
備
リ
ス

ト
」
に
示
す
。

 

－
 

－
 

（
「
主
要
設
備

リ
ス
ト
」

に
よ
る
）
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様
式
－
１
他
社
と
の
比
較
表

（
常
用
電
源
設
備

）
 

東
海

第
二
 

備
考
 

新
規

制
基

準
へ

の
適

合
に

必
要

な
設

計
の

要
求

事
項
を

，
Ⅴ

-
1-
1
0
-1

の
「
3
.
3.
1 

適
合
性
確
認
対
象

設
備
に

対
す
る
要

求
事
項
の
明
確

化
」
に
示
す
事
項

と
し

た
。
 

資
料
番
号
の
相

違
（
以
下

省
略
） 

内
容
に
相
違
な

し
 

保
守
総
括

グ
ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
は
，
Ⅴ

-
1-
1
0
-

1
の

「
3.
3
.
2
 
各

条
文
の
対
応

に
必

要
な

適
合
性
確

認
対

象
設
備
の

選
定
」
に

基
づ
き
，
設
置
許
可
基

準
規

則
，

技
術

基
準
規
則

と
過

去
の
指

針
等
（
「
発
電
用

軽
水
型

原
子
炉
施

設
に
関
す
る
安

全
設
計

審
査
指
針

」
及

び
解

説
，
並
び

に
「
発
電

用
原
子
力

設
備
に
関
す
る

技
術
基

準
を
定
め

る
省
令
」
及
び
解
釈
）
と
比
較
し

て
追

加
又

は
変

更
さ

れ
た

要
求

事
項

を
満

足
す

る
た

め
に

必
要

な
設
備
又

は
運
用
を
イ
ン

プ
ッ
ト

と
し
て
，
設
計

基
準

対
象

施
設

と
重

大
事

故
等

対
処

設
備

に
係

る
機

能
ご

と
に
「
常
用
電

源
設
備
」
を

抽
出
し
，
そ
の
結

果
を
ア

ウ
ト
プ
ッ

ト
と
し
て
様
式

－
2
に

整
理
し
た
。
 

保
守
総

括
グ
ル

ー
プ
マ

ネ
ー
ジ

ャ
ー
は

，
様

式
－
2

に
つ

い
て
，
Ⅴ
-
1-
1
0
-1

の
「

3.
3
.
1
 
適
合
性
確
認

対
象
設

備
に
対
す

る
要
求
事
項
の

明
確
化

」
で
明
記

し
て

い
る

設
計
に
必

要
な
要
求
事
項

が
適
切

か
，
ま
た

こ
の

要
求

事
項

に
対

し
て

必
要

な
機

器
等

が
抜

け
な

く
抽

出
さ

れ
て

い
る

か
の

観
点

で
レ

ビ
ュ

ー
し

，
承

認
し

た
。
 

主
語
の
相
違
（

以
下
省
略

）
 

高
浜
２
と
同
様

な
記
載
 

イ
ン
プ
ッ
ト
の

表
現
上
の

相
違

伊
方

は
様

式
の

構
成

及
び

プ
ロ

セ
ス
が
相
違

体
制
の
相
違
（

以
下
省
略

）
 

保
守
総
括

グ
ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
は
，
Ⅴ

-
1-
1
0
-

1
の
「
3.
3.
3(
1
) 

基
本
設
計
方

針
の
作

成
（
設
計

1
）」

に
基

づ
き
，
技

術
基
準
規
則
を

イ
ン
プ

ッ
ト
と
し

て
，

技
術

基
準
規
則

の
条
文
単
位
で

の
適
用

を
明
確
に

し
，

ア
ウ

ト
プ
ッ
ト

と
し
て
，
各
条
文
と

施
設
に
お
け
る

適
用
要

否
の
考
え

方
を
様
式
－
3
に
取
り

ま
と
め
た
。

 
保

守
総

括
グ
ル
ー

プ
マ

ネ
ー
ジ

ャ
ー
は

，
様
式

－
3

を
イ

ン
プ
ッ
ト

と
し
て
，
条
文
と
施

設
の
関
係
を
一

覧
に
整

理
し
，
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
と
し

て
様
式
－

4
に

取
り

ま
と

め
た
。
 

 
保

守
総
括
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

は
，
実
用

炉
規

則
別

表
第
二
，
技
術

基
準
規
則

，
様

式
－
2
及
び

様
式

－
4
を
イ
ン
プ
ッ
ト

と
し
て
，
抽
出

し
た
機
器
を
実

用
炉

規
則

別
表

第
二

の
施

設
区

分
ご

と
に

並
び

替
え

る
と
と

も
に
，
各

機
器
に
適

用
さ
れ
る

技
術
基
準
規
則

の
条

文
及

び
条

文
ご

と
に

詳
細

な
検

討
が

必
要

と
な

る
項
目

を
整
理
し

，
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
と

し
て
工
認
書
類

と
本
工

事
計
画
の

関
係
を
様
式
－

5
に
取

り
ま
と
め

た
。
 

伊
方

は
様

式
の

構
成

及
び

プ
ロ

セ
ス
が
相
違

玄
海
の
み
様
式

－
5
－
1
を
作
成
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東
海

第
二
 

備
考
 

 
保

守
総
括
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

は
，
設
置

許
可

基
準

規
則
，
技

術
基
準
規

則
及
び
設

置
変
更
許
可
申

請
書
を

イ
ン

プ
ッ
ト

と
し

て
，
Ⅴ

-1
-1
0-
1

の
「

3.
3.
1 

適
合

性
確

認
対

象
設

備
に

対
す

る
要

求
事

項
の

明
確

化
」
で
明
記
し

た
要
求
事

項
を
満
た

す
た
め
に
必
要

な
基
本

設
計
方
針

を
策
定
し
，
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
と
し

て
，

各
条

文
の
設
計

の
考
え
方
を
様

式
－
6
に
，
要
求

事
項

と
の

対
比

を
明

示
し

た
基

本
設

計
方

針
を

様
式

－
7

に
取

り
ま
と
め

た
。
 

保
守
総
括

グ
ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
は
，
基

本
設
計

方
針

，
設

置
変

更
許

可
申

請
書

を
イ

ン
プ

ッ
ト

と
し

て
，

既
工
認
や

他
プ
ラ
ン
ト
の

状
況
を

参
考
に
し

て
，

各
機

器
の
耐
震

重
要
度
分
類
，
機
器
ク

ラ
ス
，
兼

用
す

る
際

の
登

録
の

考
え

方
及

び
適

合
性

確
認

対
象

設
備

に
必

要
な

工
認

書
類

と
の

関
連

を
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
と

し
て

様
式
－
5
に
取

り
ま
と
め

た
。
 

保
守
総
括

グ
ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
は
，
様

式
－
3
，

様
式

－
4
，
様
式
－

5
，
様
式
－

6
及
び

様
式
－
7
に
つ

い
て

，
Ⅴ

-
1-
1
0
-1

の
「
3
.
3.
1 

適
合
性
確
認
対
象

設
備
に

対
す
る
要

求
事
項
の
明
確

化
」
で
明
記
し
て

い
る

設
計

に
必
要
な

要
求
事
項
に
対

し
て
，
設
計
方
針

が
抜

け
な

く
設
定
さ

れ
て
い
る
か
の

観
点
で

レ
ビ
ュ
ー

し
，

承
認

し
た
。
 

玄
海
の
み
様
式

－
5
－
2
を
作
成

（
他
社
様
式
－

５
と
同
等

）
 

保
守
総

括
グ
ル

ー
プ
マ

ネ
ー
ジ

ャ
ー
は

，
様

式
－
2

で
抽

出
し
た
機

器
に
対
し
，
詳
細
な

検
討
が
必
要
と

な
る

設
計

の
要

求
事

項
を

明
記

し
て

い
る

様
式

－
5

及
び
基

本
設
計
方

針
を
イ
ン
プ
ッ

ト
と
し

て
，
該
当

す
る

条
文

の
基

本
設

計
方

針
に

対
す

る
適

合
性

を
確

保
す

る
た

め
の
詳
細

設
計
を
実
施
し

，
そ
の
結
果
を
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
と
し
て

様
式
－
8
の
「
工
認

設
計
結
果
（
要

目
表
／

設
計
方
針

）」
欄
に
取
り
ま

と
め
た

。
 

保
守
総

括
グ
ル

ー
プ
マ

ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
，
「
運

用
要

求
」
に
分
類
し

た
基
本
設
計
方
針

を
取
り

ま
と
め
，（

発
電
管

理
室
）
プ

ラ
ン
ト
管

理
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
に
必

要
な
検
討

を
依
頼
し
た
。

 

保
守
総
括

グ
ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
は
，
取

り
ま
と

め
た

様
式
－
8
の
「

工
認
設
計
結
果
（

要
目
表
／
設

計
方
針

）」
欄
に
つ
い
て
Ⅴ

-1
-1
0-
1
の
「

3
.
3
.3
(
1
) 

基
本
設

計
方

針
の
作

成
（
設
計

1
）
」

で
明
記

し
て
い
る

条
文

ご
と

の
基

本
設

計
方

針
に

対
す

る
必

要
な

設
計

が
行

わ
れ
て
い

る
か
，
詳

細
な
検
討

が
必
要
な
事
項

に
つ
い

て
設

計
が
行

わ
れ
て

い
る
か

の
2
つ

の
観
点
で

確
認

し
た
。
 

伊
方
と
同
様
な

記
載
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東
海

第
二
 

備
考
 

基
本

設
計

方
針

の
設

計
要

求
事

項
ご

と
の

詳
細

設
計
の

実
績
を
，
そ
の
実
績

の
レ
ビ
ュ
ー

，
設
計
の

体
制

及
び

外
部

と
の

情
報

伝
達

に
関

す
る

実
施

状
況

を
含

め
て
，
以
下

の
「

1.
」
以

降
に
示
す
。（
【
 
】
は
，
本

工
事

計
画
内
の

資
料
と
の
関
連

）
 

1.
共
通
的
に

適
用
さ
れ
る
設

計
共

通
的

に
適

用
さ

れ
る

設
計

項
目

に
対

す
る

設
計

を
，

以
下
に
示

す
と
お
り
実
施

し
た
。
 

・
技

術
基
準
規

則
第

4
条
（
設
計

基
準
対
象
施

設
の

地
盤
）
の
適
合
に
必

要
な
設
計

を
Ⅴ
-
1
-
10
-
4
の

「
2
.
 

設
計

基
準

対
象

施
設

及
び

重
大

事
故

等
対

処
施
設

の
地
盤
の
設
計

」
で
実

施
し
た
。
 

・
技

術
基
準
規

則
第

7
条
（
外
部

か
ら
の
衝
撃

に
よ

る
損
傷

の
防
止

）
の
適

合
に
必

要
な
設

計
を

Ⅴ
-

1-
10
-4

の
「
6.

 
自
然

現
象
へ

の
配

慮
に
関

す
る

設
計
」

で
実
施
し
た
。

・
技

術
基
準
規

則
第

9
条
（
発
電

用
原
子
炉
施

設
へ

の
人
の
不

法
な
侵
入
等
の

防
止
）
の
適
合
に

必
要

な
設
計
を

Ⅴ
-
1
-
10
-
4
の
「
8
. 

不
法
な
侵
入

等
の

防
止
設

計
」
で
実
施
し

た
。
 

・
技
術
基

準
規
則
第

11
条
（
設

計
基
準
対
象

施
設

の
火
災
に

よ
る
損
傷
の
防

止
）
の

適
合
に
必
要

な
設

計
を
Ⅴ

-
1-
1
0
-4

の
「
9
. 

火
災
に
よ
る
損

傷
の

防
止
」

で
実
施
し
た
。

・
技
術
基

準
規
則
第

13
条
（
安

全
避
難
通
路

等
）

の
適
合

に
必
要

な
設

計
を

Ⅴ
-1
-1
0
-4

の
「

13
.

安
全
避

難
通
路

に
係

る
設
計
」

及
び
「

14
. 

非
常

用
照
明

に
係
る
設
計
」

で
実
施

し
た
。

・
技
術
基

準
規
則
第

48
条
（
設

計
基
準
対
象

施
設

の
準
用
）
，
第

78
条
（
重
大
事
故

等
対
処
施
設

の
準

用
）
の
適
合
に
必

要
な
設
計

を
Ⅴ
-
1
-
10
-
4
の

「
1
6
. 

内
燃

機
関
の
設

計
」
で
実

施
し
た
。
 

2.
発

電
所

構
内

に
お

け
る

電
気

系
統

の
信

頼
性

確
保

に
関
す

る
設
計

 
（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
常

用
電

源
設

備
の

基
本

設
計

方
針

を
イ

ン
プ

ッ
ト

と
し

て
，
発
電
所
構

内
に
お
け

る
電
気
系

統
の
信
頼
性
確

保
に
関

す
る
設
計

を
以
下
に
示
す

と
お
り

実
施
し
た

。
 

(1
)

機
器

の
破
損

，
故
障

そ
の
他

の
異

常
の
検

知
と

拡
大
防
止

に
関
す
る

設
計

a.
設
備
仕
様

に
関
す
る
設
計

（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
電

源
設

備
へ

の
保

護
継

電
装

置
及

び
遮

断
器

の
設

置
に

関
す

る
外

部
電
源
，

発
電

機
，
ガ

ス
絶
縁

開
閉
装

置
,

変
圧

器
及

び
所

内
電

源
設

備
等

の
各

々
の

設
備

設
計

に
つ

い
て
，
基

本
設
計
方

針
，
設
備

図
書
及
び
既
工

認
を
イ

ン
プ
ッ
ト

と
し
て
，
様
式
－

2
で
抽
出
し
た

異
常

を
検

知
す

る
た

め
の

保
護

継
電

器
及

び
異

常
を

検
知

し
た

場
合

に
動

作
す

る
ガ

ス
絶

縁
開

閉
装

置
又

は
メ

表
現
上
の
差
異
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東
海

第
二
 

備
考
 

タ
ル

ク
ラ

ッ
ド

開
閉

装
置

等
の

遮
断

器
を

設
置

す
る

こ
と

に
よ

り
異

常
の

拡
大

を
防

止
で

き
る

設
計

で
あ

る
こ

と
を
確
認

し
，
そ
の

結
果
を
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
と

し
て
設

備
仕
様
，
系
統
図
及

び
常
用
電

源
設
備
の
健
全

性
に
関

す
る
設
計

結
果
に
取
り
ま

と
め
た

。

 
（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
重

要
安

全
施

設
へ

の
電

力
供

給
に

関
す

る
設

備
設

計
に

つ
い

て
，
基
本

設
計
方
針

及
び
設
備

図
書
を
イ
ン
プ

ッ
ト
と

し
て
，
重

要
安
全
施

設
に
対
し
て

，
多
重
性

を
有

し
，
系
統
分
離

が
可
能
で

あ
る
母
線
で

構
成
し
，
信
頼

性
の

高
い

機
器

を
設

置
す

る
設

計
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

，
そ
の
結

果
を
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
と

し
て
配
置

図
，

系
統

図
及

び
常

用
電

源
設

備
の

健
全

性
に

関
す

る
設

計
結

果
に
取
り

ま
と
め
た
。

 
保

守
総
括
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

は
，
機
器

の
破

損
，
故
障
そ
の

他
の
異
常

の
検
知
及

び
拡
大
防
止
に

関
す
る

設
計
の
う

ち
，
健
全
性
に

係
る
「

環
境
条
件

等
」

の
設

計
を

Ⅴ
-1
-1
0
-4

の
「

11
. 

健
全
性

に
係
る

設
計
」

で
実
施
し

た
。
 

（
発
電
管

理
室
）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
取

り
ま

と
め
た
こ

れ
ら
の
結
果
に

つ
い
て

，
ア
ウ
ト

プ
ッ

ト
と

し
て
設
計

資
料
に
取
り
ま

と
め
た

。

 
（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
こ

れ
ら

の
設
計
資

料
を
レ
ビ
ュ
ー

し
，
承

認
し
た
。
 

b.
各

機
器
固
有

の
設
計

(
a
)

耐
震
評
価

（
発
電
管

理
室
）
設

備
耐
震
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ

ー
は
、
耐

震
評
価
を

Ⅴ
-
1
-
10
-
4
の
「

4
. 

地
震
に
よ

る
損

傷
防
止
に

関
す
る
設
計
」

で
実
施

し
た
。
 

【
要

目
表
】【

機
器

の
配
置
を
明

示
し
た

図
面
】【

単
線

結
線

図
】
【

常
用

電
源
設
備

の
健
全

性
に

関
す
る
説

明
書
】
【
安
全

設
備

及
び
重
大

事
故
等

対
処

設
備
が
使

用
さ

れ
る

条
件

の
下

に
お

け
る

健
全

性
に

関
す

る
説

明
書
】
【
耐

震
性
に
関

す
る
説
明
書

】
 

原
冷

施
設

に
て

実
施

し
た

共
通

の
設
計
結
果
に

つ
い
て
も

記
載
 

（
以
下
省
略
）
 

(
2
)

1
相

の
電
路

の
開
放

の
検
知

及
び

電
力
の

安
定

性
回
復
に

関
す
る
設

計
a.

設
備
仕
様

に
関
す
る
設
計

（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
変

圧
器

及
び

ガ
ス

絶
縁

開
閉

装
置

で
の

故
障

に
対

す
る

保
護

継
電

器
等
に

よ
る

1
相
開

放
故

障
の

検
知
及
び

検
知

後
の
母
線

切
替
に
関
す
る

設
備
設

計
に
つ
い

て
，

基
本

設
計
方
針

，
設
備
図

書
及
び
既

工
認
を
イ
ン
プ

ッ
ト
と

し
て
，
様
式
－
2
で

抽
出
し
た

変
圧
器
や
ガ
ス

絶
縁
開

閉
装
置
等

を
設
置
し
，
電
路
が

筐
体
に
内
包
さ

れ
る
設

計
と
す
る

こ
と
に
よ
り
，
変
圧
器

1
次
側
に
お

い
て

3
相
の
う
ち

の
1
相

の
電
路
の

開
放
が
生
じ
た

場
合
に

，
保
護
継

電
器
に
て

自
動
検
知

可
能
な
設
計
で

あ
る
こ

と
を
確
認

し
，
そ
の

結
果
を
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
と

し
て

設
備

仕
様

及
び

常
用

電
源

の
健

全
性

に
関

す
る

設

説
明
書
と
整
合
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計
結

果
に
取
り

ま
と
め
た
。
 

 
（

発
電
管

理
室
）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
設

備
図

書
を
イ
ン

プ
ッ
ト
と
し
て

，
様

式
－
2
で
抽

出
し

た
保

護
継
電
器

が
，
異
常

を
検
知
し
た

場
合
，
自

動
で

故
障

箇
所

の
隔

離
又

は
非

常
用

母
線

の
受

電
切

替
が

で
き

る
設
計
で

あ
る
こ
と
を
確

認
し
，
そ
の
結
果

を
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
と

し
て

設
備

仕
様

及
び

常
用

電
源

設
備

の
健

全
性
に
関

す
る
設
計
結
果

に
取
り

ま
と
め
た

。
 

 
（

発
電
管

理
室
）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

及
び

保
守

総
括

グ
ル

ー
プ

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

は
，

2
7
5
k
V

送
電

線
で

の
故

障
に

対
す

る
保

護
継

電
器

等
に
よ

る
1
相

開
放

故
障
の
検
知

及
び

検
知

後
の
母
線

切
替

に
関
す
る

設
備
設
計
に
つ

い
て
，
基
本
設
計

方
針

及
び

設
備
図
書

を
イ
ン
プ
ッ
ト

と
し
て
，
様

式
－
2
で

抽
出

し
た

27
5
kV

送
電
線
を
多
重
化

し
た

設
計
と

す
る
こ

と
で
，
1
回
線

で
の
電
路
の
開

放
時
に
，
安
全

施
設

へ
の

電
力

の
供

給
が

不
安

定
に

な
ら

な
い

設
計

で
あ
る

こ
と
を
確

認
し
，
そ

の
結
果
を

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

と
し
て

系
統
図
，
設
備
仕
様

及
び
常
用

電
源
設
備
の
健

全
性
に

関
す
る
設

計
結
果
に
取
り

ま
と
め

た
。
 

 
（

発
電
管

理
室
）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
設

備
図

書
を
イ
ン

プ
ッ
ト
と
し
て

，
様

式
－
2
で
抽

出
し

た
保

護
装
置
に

よ
り
，
電
力
送

電
時
，
3
相
の
電

流
不

平
衡

監
視

に
て

常
時

自
動

検
知

で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

を
確
認
し

，
そ
の
結

果
を
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
と
し

て
設

備
仕

様
及

び
常

用
電

源
設

備
の

健
全

性
に

関
す

る
設
計

結
果
に
取

り
ま
と
め
た
。

 
                   （
発

電
管
理
室

）
電
気
・
制
御
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
，
1
5
4k
V
送
電
線
が

各
相
の
不

足
電
圧
継
電
器

に
て

常
時

自
動

検
知

で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し
，
そ
の
結
果

を
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
と

し
て
常
用
電
源

の
健
全

性
に
関
す

る
設
計
結
果
に

取
り
ま

と
め
た
。
 

 

             設
備
構
成
の
相

違
 

                   東
海

第
二

に
お

い
て

は
、

電
流

計
を
設
置
し
な

い
。
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（
発

電
管
理
室

）
電
気
・
制
御
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
，
2
7
5k
V
送
電
線
及

び
15
4k
V
送

電
線
に
お
い
て

1
相

の
電
路
の
開
放

を
検
知
し

た
場
合

は
，
自
動

又
は

手
動

で
故

障
箇

所
の

隔
離

及
び

非
常

用
母

線
の

受
電

切
替

が
で
き
る

設
計
で
あ
る
こ

と
を
確

認
し
，
そ

の
結

果
を

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

と
し

て
常

用
電

源
の

健
全

性
に

関
す

る
設
計
結

果
に
取
り
ま
と

め
た
。
 

保
守
総
括

グ
ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
は
，
1
相
の
電

路
開

放
の

検
知

と
電

力
の

安
定

性
回

復
に

関
す

る
設

計
の

う
ち
，
健
全
性

に
係
る
「
環

境
条
件
等
」
の
設

計
を
資
料

1
5－

4
の
「
11
.
健
全
性
に

係
る
設
計
」
で

実
施
し

た
。
 

（
発
電
管

理
室
）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
取

り
ま

と
め
た
こ

れ
ら
の
結
果
に

つ
い
て

，
ア
ウ
ト

プ
ッ

ト
と

し
て
設
計

資
料
に
取
り
ま

と
め
た

。

 
（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
こ

れ
ら

の
設
計
資

料
を
レ
ビ
ュ
ー

し
，
承

認
し
た
。
 

b.
各
機
器
固

有
の
設
計

(a
)

耐
震
評
価

（
発

電
管
理
室

）
設
備
耐

震
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー

は
，
耐
震

評
価
を
Ⅴ

-1
-1
0-
4
の
「

4.
 
地
震
に
よ

る

損
傷

防
止
に
関

す
る
設
計
」
で

実
施
し

た
。

【
要

目
表
】【

単
線
結
線
図

】【
常
用

電
源
設
備
の
健

全
性
に

関
す
る
説

明
書
】【

耐
震
性

に
関
す

る
説
明
書
】
 

3
.

電
線

路
の

独
立

性
及

び
物

理
的

分
離

に
関

す
る

設
計

 
（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
電

線
路

の
独

立
性

及
び

物
理

的
分

離
に

関
す

る
設

計
資

料
を

取
り
ま
と

め
た
。
 

(1
)

送
電
系
統
の

独
立
性
に
関

す
る
設

計
（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
様

式
－

2
で

抽
出

し
た

送
電

系
統

の
独

立
性

の
確

保
に

関
す

る
設
備
設

計
に
つ
い
て
，
基
本

設
計
方
針
を
イ

ン
プ
ッ

ト
と
し
て

，
以
下
に
示
す

と
お
り

実
施
し
た

。
 

 
（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

は
，
東
京

電
力
パ
ワ

ー
グ
リ
ッ

ド
株
式
会
社
へ

送
電

系
統

の
独

立
性

を
確

保
す

る
設

計
と

な
っ

て
い

る
こ
と

の
確
認
を

検
討
依
頼
文
書

に
て
依

頼
し
，
そ

の
検

討
結

果
を
受
領

し
た
。
 

（
発
電
管

理
室
）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

は
，
東
京

電
力
パ
ワ

ー
グ
リ
ッ

ド
株
式
会
社
の

検
討
結

果
を
イ
ン

プ
ッ
ト
と
し
て

，
送
電
系
統
の
独

立
性

を
確

保
す

る
設

計
が

基
本

設
計

方
針

を
満

た
す

設
計

依
頼
先
の
相
違
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で
あ

る
こ
と
を

確
認
し
，
そ
の
結
果

を
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
と

し
て

系
統

図
及

び
常

用
電

源
設

備
の

健
全

性
に

関
す
る

設
計
結
果

に
取
り
ま
と
め

た
。
 

 
（

発
電
管

理
室
）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
取

り
ま

と
め
た
こ

れ
ら
の
結
果
に

つ
い
て

，
ア
ウ
ト

プ
ッ

ト
と

し
て
設
計

資
料
に
取
り
ま

と
め
た

。
 

  
（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
こ

れ
ら

の
設
計
資

料
を
レ
ビ
ュ
ー

し
，
承

認
し
た
。
 

【
送

電
関

係
一
覧
図
】
【
常

用
電
源

設
備

の
健
全
性

に
係
る

説
明
書
】
 

 

(2
) 

送
電
系
統
の

物
理
的
分
離

に
関
す

る
設
計
 

 
（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
様

式
－

2
で
抽
出
し
た

送
電
系
統

に
対
し
，
物
理
的

分
離

に
関

す
る
設
備

設
計
に
つ
い
て

，
基
本
設
計
方
針

を
イ

ン
プ

ッ
ト
と
し

て
，
以
下
に
示

す
と
お

り
実
施
し

た
。
 

  
（

発
電
管

理
室
）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

は
，
本
工

事
計
画
に

必
要
な
設

計
を
行
う
た
め

の
調
達

文
書
を
作

成
し
，
Ⅴ
-
1-
10
-
1
の
「

3
.
5 

本
工

事
計
画

に
お
け
る

調
達
管
理
の
方

法
」
に
基
づ
き
調

達
管

理
を

実
施
し
た

。
 

  
（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

は
，
供
給

者
に
対
し

，
電
線
路

の
う
ち
少
な
く

と
も

1
回
線
が
，
設
計
基
準

対
象
施
設

に
お
い
て
同
一

の
送
電

鉄
塔
に
架

線
さ
れ
て
い
な

い
，
他
の
回
線
と

物
理

的
に

分
離

さ
れ

た
送

電
線

か
ら

受
電

で
き

る
設

計
及

び
送

電
鉄

塔
の

基
礎

が
地

す
べ

り
等

の
無

い
安

定
し

た
地

盤
に
建
設

す
る
と
と
も
に

，
強
風
対
策
を
施

す
設

計
と

な
っ
て
い

る
こ
と
の
確
認

の
実
施

を
要
求
し

た
。
 

    
供

給
者

は
，
（

発
電
管
理

室
）
電

気
・

制
御
グ

ル
ー

プ
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
か
ら
の
要
求

を
受
け

て
，
送
電

系
統

の
物

理
的

分
離

及
び

送
電

鉄
塔

の
基

礎
が

地
す

べ
り

等
の

無
い

安
定

し
た

地
盤

に
建

設
さ

れ
て

い
る

こ
と

並
び

に
強

風
対

策
が

施
さ

れ
て

い
る

設
計

で
あ

る
こ

と
に

つ
い
て
確

認
し
，
そ

れ
を
業
務

報
告
書
と
し
て

当
社
に

提
出
し
た

。
 

 （
発
電
管

理
室
）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

は
，

供
給

者
が

提
出

し
た

業
務

報
告

書
を

確
認

し
，

承
認
し
た

。
 

 （
発
電
管

理
室
）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

は
，
供
給

者
か
ら
の

業
務
報
告

書
を
イ
ン
プ
ッ

ト
と
し

て
，
送
電

鉄
塔
が
物

理
的
に
分

離
さ
れ
て
い
る

こ
と

及
び

送
電

鉄
塔

の
基

礎
が

地
す

べ
り

等
の

無
い

安
定

し
た

地
盤

に
建

設
さ

れ
て

い
る

こ
と

並
び

に
強

風

        委
託
に
て
確
認

を
依
頼
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対
策

が
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

基
本

設
計

方
針

を
満

た
す

設
計
で
あ

る
こ
と
を
確
認

し
，
そ
の
結
果
を

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

と
し

て
常

用
電

源
設

備
の

健
全

性
に

関
す

る
設

計
結
果
に

取
り
ま
と
め
た

。

（
発
電
管

理
室
）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

は
，
取
り

ま
と
め
た
こ
れ

ら
の
結

果
に
つ
い

て
，

ア
ウ

ト
プ
ッ
ト

と
し
て
設
計
資

料
に
取

り
ま
と
め

た
。
 

 
（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

は
，
こ
れ

ら
の
設
計

資
料
を
レ
ビ

ュ
ー
し
，
承
認

し
た

。
 

【
送

電
関

係
一
覧
図
】
【
常

用
電
源

設
備

の
健
全
性

に
係
る

説
明
書
】
 

4
.

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
電

力
供

給
確

保
に

関
す

る
設
計

 
（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

電
力

供
給

確
保

に
関

す
る

設
計

を
以

下
に
示
す

と
お
り
実
施
し

た
。
 

東
海

第
二

は
複

数
号

機
を

設
置

し
て
い
な
い
 

(1
)

電
力
の
供
給

が
同
時
に
停

止
し
な

い
設
計

a
.

設
備
仕
様

に
係
る
設
計

（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

及
び

保
守
総
括

グ
ル

ー
プ
マ

ネ
ー
ジ

ャ
ー
は

，
3

回
線

の
送

電
線

に
よ

る
連

系
に

関
す

る
設

備
設

計
に

つ
い

て
，
基
本

設
計
方
針

及
び
設
備

図
書
を
イ
ン
プ

ッ
ト
と

し
て
，
様
式
－

2
で
抽
出
し
た

電
線
路
の

，
い

ず
れ
の

2
回
線

が
喪

失
し
た
場
合

に
お

い
て

も
電
力
系

統
か

ら
発

電
用

原
子

炉
施

設
へ

の
電

力
の

供
給

が
停

止
し

な
い
設
計

で
あ
る
こ
と
を

確
認
し

，
そ
の
結

果
を

ア
ウ

ト
プ
ッ
ト

と
し
て
設
備
仕

様
，
系
統
図
及
び

常
用

電
源

設
備

の
健

全
性

に
関

す
る

設
計

結
果

に
取

り
ま

と
め

た
。

 
保

守
総
括
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

は
，
電
力

の
供

給
が

停
止
し
な

い
設
計
の
う
ち

，
健
全

性
に
係
る
「
環

境
条

件
等
」
の
設
計

を
Ⅴ
-1
-
10
-4

の
「

1
1
. 

健
全

性
に
係

る
設
計
」

で
実
施
し
た
。

 

（
発
電
管

理
室
）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
取

り
ま

と
め
た
こ

れ
ら
の
結
果
に

つ
い
て

，
ア
ウ
ト

プ
ッ

ト
と

し
て
設
計

資
料
に
取
り
ま

と
め
た

。

 
（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

及
び
保
守

総
括
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
こ

れ
ら

の
設
計
資

料
を
レ
ビ
ュ
ー

し
，
承

認
し
た
。
 

設
備
構
成
の
相

違
 

b.
各
機
器
固

有
の
設
計

(a
)

耐
震
評
価

（
発

電
管
理
室

）
設
備
耐

震
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー

は
，
耐
震

評
価
を
Ⅴ

-1
-1
0-
4
の
「

4.
 
地
震
に
よ

る

損
傷

防
止
に
関

す
る
設
計
」
で

実
施
し

た
。

【
要

目
表
】【

単
線

結
線
図

】【
常
用

電
源
設
備
の
健

全
性
に

係
る

説
明
書
】
【
安
全

設
備
及

び
重

大
事
故
等

対
処

設
備

が
使

用
さ

れ
る

条
件

の
下

に
お

け
る

健
全

性
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に
関

す
る
説
明

書
】
【
耐
震
性
に

関
す
る

説
明
書
】
 

(2
)

送
受

電
設
備

の
耐
震

性
，
津

波
，

塩
害
に

関
す

る
設
計

a
.

設
備
仕
様

に
係
る
設
計

（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

は
，
送
受

電
設
備
基

礎
の
支
持

性
能
に
関
す
る

設
備
設

計
に
つ
い

て
，
基
本

設
計
方
針

及
び
設
備
図
書

を
イ
ン

プ
ッ
ト
と

し
て
，
様

式
－
2
で
抽
出
し
た
開

閉
所

か
ら

主
発
電
機

側
の
送
受
電
設

備
に
つ

い
て
，
十

分
な

支
持

性
能

を
持

つ
地

盤
に

設
置

す
る

設
計

で
あ

る
こ

と
を

確
認
し
，
そ
の
結
果

を
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
と
し
て

常
用

電
源

設
備

の
健

全
性

に
関

す
る

設
計

結
果

に
取

り
ま
と

め
た
。

 
（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

は
，
碍
子
，
遮
断

器
の
耐
津

波
，
耐
塩
害
対
策
に

関
す

る
設
備
設

計
に
つ
い
て
，
設
置

変
更
許
可
申
請

書
及
び

設
備
図
書

を
イ
ン
プ
ッ
ト

と
し
て
，
様

式
－
2
で

抽
出

し
た
碍
子

，
遮
断
器

は
耐
震
性

の
高
い
も
の
を

使
用

し
，

津
波

に
対

し
て

隔
離

又
は

防
護

す
る

と
と

も
に
，

塩
害
を
考

慮
し
た
設
計
で

あ
る
こ

と
を
確
認

し
，

そ
の

結
果

を
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
と

し
て

常
用

電
源

設
備

の
健

全
性
に
関

す
る
設
計
結
果

に
取
り

ま
と
め
た

。
 

 
保

守
総
括
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

は
，
送
受

電
設

備
の

耐
震
性
，

津
波
，
塩
害
に

関
す
る

設
計
の
う

ち
，

健
全

性
に
係
る
「
環
境
条

件
等
」
の
設
計
を
Ⅴ
-
1
-
10
-

4
の

「
11
. 

健
全

性
に
係
る
設

計
」
で
実
施

し
た
。
 

（
発
電
管

理
室
）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

は
，
取
り

ま
と
め
た
こ
れ

ら
の
結

果
に
つ
い

て
，

ア
ウ

ト
プ
ッ
ト

と
し
て
設
計
資

料
に
取

り
ま
と
め

た
。
 

 
（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

は
，
こ
れ

ら
の
設
計

資
料
を
レ
ビ

ュ
ー
し
，
承
認

し
た

。
 

遮
断
器
の
一
部

取
替
実
施
 

b.
各
機
器
固

有
の
設
計

(a
)

耐
震
評
価

（
発

電
管
理
室

）
設
備
耐

震
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
，
耐
震

評
価
を
Ⅴ

-1
-1
0-
4
の
「

4.
 
地
震
に
よ

る
損
傷

防
止
に
関

す
る
設
計
」
で

実
施
し

た
。
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【
常

用
電

源
設
備
の

健
全

性
に
係

る
説
明

書
】
【
安

全
設

備
及

び
重

大
事

故
等

対
処

設
備

が
使

用
さ

れ
る

条
件
の

下
に

お
け
る
健

全
性

に
関
す

る
説
明

書
】
【
耐

震
性
に

関
す
る
説

明
書
】
 

5.
電
気
設
備

の
設
計
条
件

（
発
電

管
理
室

）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

は
，
電
気

設
備
の
設

計
を
以
下

に
示
す
と
お
り

実
施
し

た
。
 

(1
)

電
気

設
備
の

異
常
の

予
防
等

に
関

す
る
設

計
事

項
（

発
電
管

理
室
）
電

気
・
制
御
グ

ル
ー
プ
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

は
，

電
気
設
備

の
異

常
の
予

防
等
に

関
し
，

Ⅴ
-

1-
10

-4
の
「
17
. 

電
気
設
備
の
設

計
」
の
「
(1
) 

常
設
の

電
気
設
備

の
設
計
」
で
実

施
し
た

。

（
発

電
管
理
室

）
電
気
・
制
御
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は

，
こ
れ
ら

の
設
計
資

料
を
レ
ビ
ュ

ー
し
，
承

認
し

た
。
 

【
常

用
電
源
設

備
の
健
全
性
に

係
る
説

明
書
】
 

設
計
を
主

管
す
る
グ
ル
ー

プ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
，

Ⅴ
-1

-1
0-
1
の
「
3.
3.
3(

1)
 
基
本

設
計
方
針
の
作

成
（
設
計

1
）」

及
び

Ⅴ
-1
-
1
0-
1
の
「
3
.
3
.3
(
2
) 

適
合

性
確

認
対

象
設

備
の

各
条

文
へ

の
適

合
性

を
確

保
す

る
た

め
の

設
計
（

設
計

2）
」
に
基

づ
き

作
成
し

た
設

計
資

料
に
つ
い

て
，
原
設

計
者
以
外

の
者
に
検
証
を

実
施
さ

せ
，
承
認

し
た
。
 

伊
方

同
様

に
検

証
の

対
象

を
「

設
計
資
料
」

と
し
た
 

設
計
を
主

管
す
る
グ
ル
ー

プ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
，

Ⅴ
-1

-1
0-
1
の
「
3.
3.
3(

4)
 
工
事

計
画
認
可
申
請

書
の
作

成
」
に
基

づ
き
，
適

用
さ
れ
る

要
求
事
項
の
抜

け
が

な
い

よ
う

に
管

理
し

て
作

成
し

た
基

本
設

計
方

針
（
設
計

1
）
及

び
適
用
さ

れ
る
技
術

基
準
の
条
項
に

対
応

し
た

基
本

設
計

方
針

を
用

い
て

実
施

し
た

詳
細

設
計
の

結
果
（
設
計

2
）
を

も
と
に
工

事
計
画
と
し
て

整
理

す
る

こ
と

に
よ

り
本

工
事

計
画

認
可

申
請

書
案

を
作
成

し
た
。
 

設
計
を
主

管
す
る
グ
ル
ー

プ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
，

Ⅴ
-
1
-
10
-
1
の
「
3
.
3
.3
(
4
)d
. 

工
事
計
画
認
可
申

請
書
案

の
チ
ェ
ッ

ク
」
に
基

づ
き
，
作
成
し
た
工
事

計
画

認
可

申
請
書
案

に
つ
い
て
，
確

認
を
行

っ
た
。
 

Ⅴ
-1
-1
0-

1
の
「
3.

3.
3(
3)
 
設

計
の
ア
ウ
ト

プ
ッ

ト
に

対
す
る
検

証
」
及
び
Ⅴ
-1
-1

0-
1
の
「
3.
3.
3
(4
)

d.
工
事
計
画

認
可
申
請
書
案

の
チ
ェ

ッ
ク
」
を

実
施

し
た

工
事
計
画

認
可
申
請
書
案

に
つ
い

て
，
保
守

総
括

グ
ル

ー
プ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は
，
設
計

を
主
管
す
る
グ

ル
ー

プ
の

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

が
作

成
し

た
資

料
を

取
り

ま
と
め
，
Ⅴ

-1
-1
0-
1
の
「

3.
3.
3(
5)

 
工
事
計
画
認

可
申
請

書
の
承
認

」
に
基
づ

き
，
原
子

炉
施
設
保
安
運

営
委
員

会
へ
付
議

し
，
審
議
及
び

確
認
を

得
た
。

ま
た
，
工

事
計
画
認

可
申
請
書
の

提
出
手
続
き

を
主

管
す

る
（
発
電

管
理
室
）
プ
ラ
ン
ト

管
理
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
原
子
力

規
制
委
員

会
及
び
経
済
産

業

会
議
体
・
手
続

き
の
相
違
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大
臣

へ
の
提
出

手
続
き
の
た
め

，
発
電
管
理
室
長

の
承

認
を

得
た
。
 

工
事
を
主

管
す
る
グ
ル
ー

プ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
，

Ⅴ
-1

-1
0-
1

の
「
3.
4
.1
 
本
工

事
計

画
に

基
づ
く

具
体
的

な
設
備
の

設
計
の
実
施
（

設
計

3
）」

に
基

づ
き
，

本
工

事
計

画
を

実
現

す
る

た
め

の
具

体
的

な
設

計
を

実
施

し
，

決
定
し
た

具
体

的
な
設

計
結
果

を
様
式

－
8

の
「

設
備
の
具

体
的
設
計
結
果
」
欄
に
取

り
ま
と
め

る
。
 

工
事
を
主

管
す
る
グ
ル
ー

プ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
，

Ⅴ
-1

-1
0-
1

の
「
3.
4
.2
 
具
体

的
な

設
備

の
設
計

に
基
づ

く
工
事
の

実
施
」
に

基
づ
き
，
本
工
事
計
画

の
対

象
と

な
る
設
備

の
工
事
を
実
施

す
る
。
 

工
事
を
主

管
す
る
グ
ル
ー

プ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
，

本
工

事
計

画
申

請
時

点
で

継
続

中
の

工
事

及
び

適
合

性
確

認
検
査
の

計
画
検
討
時
に

，
追
加
工
事
が
必

要
と

な
っ

た
場
合
，
Ⅴ
-
1
-
10
-
1
の
「
3.
5 

本
工
事
計
画
に

お
け

る
調
達
管

理
の
方
法
」
に
基
づ
き

，
供
給
者

か
ら

必
要

な
調
達
を

実
施
す
る
。
 

調
達
に
当

た
っ
て
は
，
Ⅴ

-
1-
1
0
-
1
の
「
3.
5
.
3(
1
) 

調
達

文
書
の
作

成
」
及
び
様
式

－
8
に
基
づ

き
，
必
要

な
調

達
要
求
事

項
を
「
調
達
文

書
」
へ
明
記
し

，
供

給
者
へ

の
情
報
伝

達
を
確
実
に
行

う
。
 

検
査
を
主

管
す
る
グ
ル
ー

プ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
，

Ⅴ
-1

-
10
-1

の
「
3.
4.
3 

適
合
性
確
認

検
査
の
計

画
」

に
基

づ
き
，
本

工
事
計
画

の
対
象
設
備

が
，
技
術

基
準

規
則

の
要

求
を

満
た

し
た

設
計

の
結

果
で

あ
る

本
工

事
計

画
に

適
合

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
の

適
合

性
確
認
検

査
を
計
画
す
る

。
 

検
査
を
主

管
す
る
グ
ル
ー

プ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
，

適
合

性
確

認
検

査
の

計
画

に
当

た
っ

て
Ⅴ

-
1-
1
0
-1

の
「

3.
4.
3(

1）
適

合
性
確
認
検

査
の

方
法

の
決
定
」

に
基

づ
き
，
検
査

項
目
，
検
査
方
法
，
判
定
基

準
，
並

び
に

代
替

検
査

で
行

う
場

合
の

確
認

方
法

及
び

判
定

基
準

を
判

断
す

る
た

め
の

方
法

を
決

定
し

た
理

由
を

決
定

し
，
様
式
－
8
の
「

確
認
方
法

」
欄

へ
明
記
す

る
。
 

検
査

の
取

り
ま

と
め

を
主

管
す

る
グ

ル
ー

プ
の

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は

，
適
合
性

確
認
検
査

を
実
施
す
る
た

め
の
全

体
工

程
を
Ⅴ

-1
-1
0-
1
の

「
3.

4.
4 

検
査
計
画

の
管

理
」
に
基

づ
き
管
理
す
る

。

玄
海
、
伊
方
と

同
様
な
記

載
 

表
現
上
の
相
違
 

玄
海
、
伊
方
と

同
様
な
記

載
 

検
査
を
主

管
す
る
グ
ル
ー

プ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
，

Ⅴ
-1

-1
0-
1
の
「
3.
4.
3(

1)
 
適
合

性
確
認
検
査
の

方
法
の

決
定
」
で

計
画
し
た

適
合
性
確

認
検
査
を
実
施

す
る
た

め
，
Ⅴ
-1
-1
0-

1
の
「
3.
4.
5(

1)
 
適
合
性
確

認
検
査

の
検
査
要

領
書
の
作
成
」
に
基
づ

き
，
以
下

の
項

目
を

明
確
に
し

た
「

検
査
要
領
書

」
を
作
成
し

，
主

任
技

術
者

の
確

認
及

び
品

質
保

証
責

任
者

の
審

査
を

経
て
制

定
す
る
。
 

・
検
査
目
的

，
検
査
対

象
範
囲
，
検
査

項
目
，
検

査
方

法
，
判

定
基
準
，
検
査

体
制
，

不
適
合
管

理
，

手
続
き
の
相
違
 

検
査
要
領
書
の

項
目
の
相

違
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検
査
手
順

，
検

査
工
程
，
検
査

概
要
，
検
査
用
計

器
一
覧
，

検
査
成
績
書
の

事
項
 

工
事

又
は

検
査

を
主

管
す

る
グ

ル
ー

プ
の

マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
は
，
Ⅴ
-
1-
1
0
-1

の
「

3.
6
.
2
 
識
別
管
理
及

び
追
跡

可
能
性
」
に
基
づ
き

，
適
合
性

確
認
検
査
対
象

設
備
を

識
別
す
る

。
 

検
査
を
主

管
す
る
グ
ル
ー

プ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
，

Ⅴ
-1

-1
0-
1
の
「
3.
4.
5(

3)
 
適
合

性
確
認
検
査
の

体
制
」
に
基
づ
き

，
適
合
性

確
認
検
査

の
体
制
を
構
成

す
る
。
 

事
業

者
検

査
員

は
，

Ⅴ
-1
-
10
-
1

の
「

3
.
4.
5
(
4)
 

適
合

性
確

認
検
査
の

実
施

」
に
基

づ
き
，
「
検
査
要

領
書
」
に
基
づ
き

確
立
さ
れ

た
検
査
体

制
の
下
で
適
合

性
確
認

検
査
を
実

施
し
，
そ

の
結
果
を

検
査
実
施
責
任

者
に
報

告
す
る
。
 

報
告
を
受

け
た
検
査
実
施

責
任
者

は
，
適
合

性
確
認

検
査

が
検

査
要

領
書

に
基

づ
き

適
切

に
実

施
さ

れ
た

こ
と

及
び

検
査

結
果

が
判

定
基

準
に

適
合

し
て

い
る

こ
と

を
確
認
し

た
の
ち
，
検
査
を
主

管
す
る
グ
ル
ー

プ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
及
び
主
任
技

術
者
に

報
告
す
る

。
 

検
査
の
流
れ
の

相
違
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